




































































戦闘員、派遣します！
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角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「……もう一度、あなたの出身国を聞いてもよろしいですか？」

「日本です。ニッポンでもニホンでもジャパンでも、お好きな呼び方でどうぞ」




「……すみません、日本という国を、わたくし存じ上げていなかったもので……」

「無理もないです。極東の小さな島国ですから」




「ええと……。それで、この履り歴れき書にある、あなたの以前勤めていらした『秘密結社キサラギ』という会社は、一体どんなところだったのかを伺うかがっても……」

「秘密結社なので秘密です」




「そ、そうですか……。え、ええと、では、この履歴書の特技の欄らんにある、……全方位型回転バッソー……？　というのはなんでしょうか？」

「必ひつ殺さつ技わざです」




「……必殺技？」

「はい、俺の必殺技です。この技で、数多あまたのヒーロー達を地に沈しずめてきました」




「……ヒーローっていうのはなんなのでしょうか？」

「敵です」




「そ、そうですか……。すみません、先ほどから質しつ問もん攻ぜめで……。ええと、つまりあなたは戦える人、という認にん識しきでよろしいんですね？」

「ええ、それで問題ないです」







「──戦せん闘とう員やってましたから」
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『キサラギ』という名の企き業ぎようがある。

　それは、今や地球上の誰だれもが名を知る大企業。

　俺は今、そのキサラギ本社の会議室で。




「──と、いうわけだ六号。分かったか？」

「六号、分かったか？」

「ちっとも分かりません」




　俺の即そく答とうを受けた幹部達が、なんて物分かりの悪いヤツだと言わんばかりにため息を吐つく。

「……では、もう一度説明しよう。戦闘員六号。貴様には、我ら秘密結社キサラギの尖せん兵ぺいとしてスパイ活動を行ってもらう。貴様の任務は、現地生物の生態調査、原住民がいればその軍事力のスパイ活動。そして、侵しん略りやくに値あたいするだけの価値のある、資源や土地があるかを調べるのだ」

「はぁ……」

　ここまでは分かる。

　そう、ここまでならいつもの任務だ。

「そして、その派は遣けん先は地球外惑わく星せいとなる。分かったか？」

「分かったか？」

「やっぱり分かりません」

　再びの俺の即答を受けた二人の大幹部は困惑の表情を浮うかべていた。

　腰こしまで伸のばした長く艶つややかな黒くろ髪かみに、寒気すら覚える程ほどの美しさを持つ氷結のアスタロト。

　ウェーブのかかった燃えるような紅あかい髪かみを持ち、豊満な体たい軀くを惜おしげもなく晒さらす業ごう火かのベリアル。

　二人の女幹部は、水着同然のきわどい衣い装しようをまとい、常つね日ひ頃ごろから嬉き々きとしてそう名乗っていた。

　先程から俺に説明を続けていた氷結のアスタロトが、もう一度ため息を吐く。

「……六号、一体何が分からないの？　私は難しい事は言っていないわよ？　スパイとして潜せん入にゆうしてきなさいと命令しているのだけど」

　その隣となりでは、業火のベリアルがうんうんと頷うなずいていた。

「任務については分かります。分かんないのは、地球外のくだりですよ。二人とも、変なコスプレしたり痛々しい自じ称しようまではまあ、俺もなんとか付き合ってきましたが……。いい大人が地球外惑星がどうとか言い出した日には、流石さすがの俺も引きますよ？」

「き、貴様、幹部服をコスプレとか言うな！」

「痛々しい!?　六号、お前あたし達の事をそんな風に思ってたのか!?」

　色めき立つ二人の幹部。

「いや、二人がおかしな事言い出すのはいつもの事なんですが、今日は特にぶっ飛んでますよ？　異世界転生モノのアニメでも見て影えい響きようされたんですか？」

「き、貴様言わせておけば！　いいか、よく聞け戦闘員六号！　今現在、我ら秘密結社キサラギは世界征せい服ふくを目前にしている。これは分かるな？」

「まあ、分かります」

　額に青筋立てながらも、アスタロトが忍にん耐たい強づよく説明してくる。

　世界征服。

　そう、あの世界征服だ。

　俺が所属するこの会社は、自ら悪の組織を名乗り、地球を支配するためにあらゆる悪事に手を染めてきた。

　かくいう俺も、入社と同時に改造手術なるものを施ほどこされ、戦闘員としてこき使われている。

　世界征服を目標に掲かかげ、もはや秘密でもなんでもなくなった超ちよう大企業、悪の組織、秘密結社キサラギ。

　もはやこの巨きよ大だい組織に対して軍事で圧あつ倒とうできる国はなく、経済によるささやかな反はん抗こうがなされているのみだったが、それも時間の問題だと思われていた。

「では世界征服が完かん了りようしたならば、お前達戦闘員はどうなると思う？」

　俺はアスタロトの質問の意味が分からず首を傾かしげる。

「……？　世界征服を終えたなら、後は俺達が支配者になって残る余生は酒池肉林の放ほう蕩とう三ざん昧まいでしょう？」

「たわけ。大規模なリストラだ」

「「えっ」」

　突つき放すようなアスタロトの答えに俺とベリアルの声がハモる。

「リストラ……。って、ええ？　えっと、クビって事ですか？」

「そうだ」

　会議室がシンと静まり返った。

「……おおおおおい！　おま、お前ふざけんなよ今いま更さら!!　さんざ人をこき使って危ない目に遭あわせといて、用が済んだらポイか冷血女！　人に改造手術まで施して、体を傷物にした責任取れよ！　具体的には、良い主夫になるから同どう棲せいさせろください!!」

「なあ、あたしも!?　幹部の中で戦闘担当のあたしもリストラなのか!?」

　俺とベリアルがアスタロトに摑つかみかかるが、氷結という異名の通り涼すずしげな顔で……。

「まあ落ち着け二人とも……。こっ、こらっ六号、ちゃんと順に話をするから服を摑むのは……、ズレるズレる！　ちょっとやめて！　幹部服は露ろ出しゆつが多いんだから、危ない危ない!!」

　……ハァハァと荒あらい息を吐きながら、怯おびえた顔で涙なみだ目めになったアスタロトは自らの身を抱だき締しめるようにしながら距きよ離りを取る。

「まったく、二人とも話を聞け！　まずベリアル。お前は最高幹部の一人だ、リストラはない。世界征服が完了しても最低限の軍事力は必要だ。──そして、戦闘員六号」

　ほっと安心した吐と息いきを漏もらしているベリアルとは違ちがい、下っ端ぱ戦闘員の俺はドキリとした。

　そんな内心を見み透すかすかのように、アスタロトの目が俺をしっかりと捉とらえてくる。

「ベリアルとは違いお前はただの戦闘員だ。とはいえ、キサラギが発ほつ足そくした当初からいるメンバーでもある。我々幹部連とも親密だし、もはや最高幹部の一人と言ってもいいぐらいだ」

「なら、もうちょっと給料上げてくれませんか？　俺、高校の時からここにいますが、未いまだにバイトの頃ころの給料のままなんすけど……」

「しかし！　お前一人を優ゆう遇ぐうし、他ほかの戦闘員をないがしろにすれば我が組織は破は綻たんする！」

　給料の話ごまかしやがった。

「……でもどうすんです？　ここは公平にくじびきでリストラしますとか言ったら、流石の俺も改造されたこの体でどつきますよ？」

「っ、た、たわけ、だからこそ、先程の話になるのだ！」

　俺の微かすかな本気を感じ取ったのか、腰が引けた体勢で距離を取りながらアスタロトが言ってくる。

「だからな、六号。地球を支配したなら、新しい支配地を探せばいいって事だよ。リストラの話は今初めて聞いたけど、以前から皆みんなで色々話はしてたんだ。戦争がなくなったら、みんな仕事が減るねって。占せん領りよう後の統治に力を入れるから、あまりお金の無む駄だ遣づかいはできないんだってさ」

　アスタロトの隣では、ベリアルがそんな事を言ってきた。

「だから地球外惑星云うん々ぬん言ってたんですか？　というか、そもそもそんな技術があるのなら、巨乳の美女しかいない世界にでも、俺がとっくに行ってますよ。でもまずは、火星や金星にでも行く技術を開発してからでしょうに」

　バカな子を見る目で告げる俺に、二人は何か言いたそうな表情を浮かべるも。

「……その話の続きは、リリスの部屋で行うとする。六号、付いて来い」

　そう言って、いつになく真面目まじめな顔で背を向けたアスタロトの後を、俺は首を傾げながらも付いて行った──




　──三人しかいない最高幹部の最後の一人、黒のリリスの研究室。

　そこには、一体何に使うのかも分からない意味不明な物が多数転がっており、中でも一ひと際きわ目に付いた物が……。

「六号。これが何か分かるか？」

　そう言ってアスタロトが手のひらを向けたその先には、何やら大がかりな機械が取り付けられた、人が数人は入れそうな大きさのガラスポッド。

「なんすかコレ？　映画に出てくる転送とかするマシーンみたい」

　と、その時。

　この研究室の持ち主が部屋の奥から声を上げた。

「その通りだよ六号！　君はアホだが勘かんはいいね！」

　俺をアホ呼ばわりしたのは、黒髪をおかっぱに切り揃そろえた白衣姿の美少女、黒のリリス。

　俺の体に改造手術を施した、頭にマッドが付く研究者だ。

「その通りって……。えっ、転送ってマジですか？　このガラクタみたいのが？」

「ガラクタとは失礼な。コレは人類にとっての命題とされている、全すべての問題を解決するかもしれない、僕が生み出した最高傑けつ作さくの一つだよ！」

　普ふ段だんは陰いんキャラなクセにいつになくテンションの高いリリスを見て、アスタロトが眉まゆをひそめた。
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「なんだリリス、お前はまた白衣なんか着て。幹部服を着んか幹部服を」

「やだよ恥はずかしい。それに白衣着てると科学者っぽいでしょ？　この際だから言わせてもらうけど、二人とも安いアダルトビデオに出てくるコスプレ嬢じようみたいだよ」

「あ、それ、俺も思ってました」

「「な、なんだとう!!」」

　今更ショックを受けたのか、アスタロトとベリアルが動かなくなる。

　というか、今はそっちの二人はどうでもいい。

「……つーか転送機ですか、またエライもん作りましたね。リリス様は世界一の科学者だって組織内でよく聞きますが、無む駄だな研究に金だけかけてるごく潰つぶしだと思ってました」

「……あ、相変わらず君は、上司に向かって言ってくれるね」

　軽くショックを受けている様子の僕っ子をよそに、俺はマジマジとポッドを観察。

「で、これと俺への任務がどう繫つながるんですか？」

　そう言って首を傾げる俺に向け、リリスがよくぞ聞いてくれたとばかりに目を輝かがやかせた。

「君は宇宙人はいると思うかい？」

「そりゃいるんじゃないですか？　分かんないですけど」

　なんせウチの秘密結社には怪かい人じんなんてのがいるし、世の中にはヒーローなんて謎なぞの連中だって存在するのだ。

　なら、広い宇宙に今さら何がいたっておかしくない。

「現在この宇宙には、確かく認にんできているだけでも地球と酷こく似じした惑わく星せいが多数発見されている。水があり、緑があり……。恒こう星せいからほどよく近く、大きさも地球と同サイズの、そんな惑星がね。……そこで、日ひ頃ごろ頑がん張ばっている君へのご褒ほう美びだ」

　ご褒美？

　と、リリスは不思議そうな表情をしている俺をジッと見ると。

「外の世界に興味はないかい？　この広大な宇宙には、数えきれないほどの恒星が浮うかんでいる。更にはその一つ一つの恒星の周囲を数多あまたの惑星が周回しているわけだ。つまり宇宙には、天文学的数字という言葉の通り、数えるのもバカらしくなるほどの無数の世界が存在しているのだよ」

　段々興奮してきたのか、リリスは顔を上気させ、バッと両手を広げ熱弁する。

「そこはまさしく未知の世界。未開な原始人しかいない星かもしれない。地球より遥はるかに文明が発展した星かもしれない。それこそ君の大好きな、剣けんと魔ま法ほうの世界があるかもしれない。そんな世界に行きたくないかい？」

「俺が何をやっても無条件で好かれる星や、美的感覚が違い、俺が超イケメンに見える星、俺以外の男が一人も存在しない星だってあるかもしれないわけですね。つまり転送機でその星々に送ってくれると。じゃあ早く行きましょう、俺はいつでもいいですよ」

　まくしたてる俺に軽く引きながら、リリスは俺に背を向けると研究室の奥に手招きした。

「そ、そうか。承しよう諾だくしてくれて何よりだよ。それと、派は遣けんするのは君一人じゃない。……アリス、おいで」

　その呼び掛かけに応じやってきたのは、白のワンピースを着た金きん髪ぱつ碧へき眼がんの女の子。

　年の頃は小学六年生ぐらいだろうか？

　そいつはちょっとヨロヨロしながら、小さな体には不ふ釣つり合いな大きなリュックを背負っていた。

「なんすかこのガキ？　俺、子供は嫌きらいなんですけど」

「ガキって自分の事言ってんのか？　下っ端戦闘員が調子に乗んなよ」

　…………。

「おっ？　今のはお前が言ったのか？　なんだコラクソガキが、俺は子供相手でも容よう赦しやしねーぞ？　こちとら悪の組織の戦せん闘とう員だ。世界一の大だい企き業ぎよう、キサラギを舐なめんじゃねーぞ」

「自分に暴力を振ふるえば、内蔵されてる動どう力りよく炉ろが暴走してこの辺一帯は消えてなくなる。それでもいいならやってみろ。それと自分の正式名めい称しようはクソガキじゃなく、キサラギ社製美少女型アンドロイドだ」

　……アンドロイドってマジか。

　いや、どことなく無機質な声こわ色いろといい表情といい、言われてみればそんな気もするが。

「早さつ速そく仲が良さそうで安心したよ。では改めて紹しよう介かいしようか。この子はアリス。君のサポーターとして作られた、高性能のアンドロイド。僕のもう一つの最高傑作さ」

「自分には、お前ら戦闘員の安い命とは違って莫ばく大だいな開発費がかけられてんだから大事にしろよ。お前はアホだと聞いてるからな。現地での頭を使う仕事は任せとけ」

「……すいません、俺、この口の悪い上に危険なガラクタ要いらないんですけど」

　言いながら、俺はポッドの前に立つと自分の武装を確認した。

　右の腰こしには使い慣れたハンドガン。

　予備の銃じゆう弾だんはベルトにたっぷりと下げてある。

　逆側の腰には、昔ボーナスで買ったお気に入りのバトルナイフ。

　未知の世界への装備品としてはハッキリ言って心こころ許もとないのだが……。




「その様子だと、行く覚かく悟ごは決まったみたいね」




　コスプレ嬢呼ばわりのショックから立ち直ったアスタロトが、普段は冷たいその表情に、柔やわらかな笑えみを浮かべて言った。

　……それは、詐さ欺ぎまがいのポスターに釣られてバイトの面接で出会った時、秘密結社なんていかがわしい組織で働く気になってしまった、俺の好きな笑顔。

　なんだかんだいいながら、俺が悪事にまで手を染め、世界を相手に戦争する事すらいとわなかった、その笑顔。

「行きますよ。行きますとも！　要はあれっすよね？　俺は全戦闘員の中からよりすぐって選ばれた、キサラギ代表みたいなもんですもんね！」

　意気込む俺に、もちろんアスタロトは力強く……。

「え？　……あ、ああそうだ！　そうだとも！　全戦闘員の中から、こんな重要な任務はお前しかいないなと！」

「おい、どうやって決めた。ベリアル様、先発隊の選出はどうやったんです？」

　力強く頷うなずかなかったアスタロトではなく、まだ部屋の隅すみっこで蹲うずくまってぶつぶつ言っている、噓うその吐つけそうにないベリアルに話を振る。

「えろくない……幹部服はえろくない……。……へ？　選出？　確かアスタロトがサイコロ振って」

「貴様には期待しているぞ戦闘員六号！　ほ、ほら、時間もないんだしとっとと入りなさい！」

　言いかけたベリアルを遮さえぎり、俺をグイグイとポッドに押し込むアスタロト。

　……無事帰ってきたら絶対幹部待たい遇ぐうの給料にしてもらおう。

「ちなみに必要な武装やその他の物資については、この小型の転送機でメモを送ってその都度申しん請せいしたまえ。これでメモを送ればその時点で、君やアリスに埋うめ込まれているチップを介かいし、座標が分かる」

　リリスはそう言って腕うで時ど計けいみたいな物を俺とアリスに手て渡わたし、安心させるようにニコリと笑った。

　装備がショボくて心配だったとこだが助かった。

　どんな場所に送られるのかは知らないが、キサラギ社の装備が使い放題であるのなら何が相手でも怖こわくない。

　ガラスポッドに入った俺に続き、口の悪いポンコツも勝手に中に入ってきた。

「おい、アリスとか言ったな。お前攻こう撃げき食くらうと動力炉が暴走するだの言ってたけど大だい丈じよう夫ぶなんだろうな。くれぐれも自じ爆ばくはすんなよ？」

「自爆は悪のロマンだぞ。まあ大丈夫だ。自分はお前のサポーターとして作られたらしいからな。サポート相手を殺してしまっては論外だから、時と場所を考えるさ」

　自爆自体すんなって言ってるんだけど、コイツ本当に大丈夫なのか。




「戦闘員六号」




　アスタロトが、異名の元になった冷たい無表情で俺の名を呼ぶ。

　が、すぐにその表情を不安気に崩くずすと。

「……その、なんだ。貴様とは、お前がまだ学生だった頃ころからの付き合いだ。先ほども言ったが、私は貴様の事を、この組織の最高幹部の一人だと思っている。それは、噓じゃない」

　出発前に突とつ然ぜん何を言い出すんだこの女ひとは。

　この組織にバイトとして入ったのは、俺が高校一年生だった頃だ。

　それから俺達は、わずかな期間で世界の大半を支配してしまった。

　軍隊とやりあったかと思えば、ヒーローを自じ称しようする全身タイツの変態集団と死し闘とうを繰くり広げた事もある。

　その変態集団が操あやつる、そんな技術があればもっと他の事ができるだろうにと言わしめた、合体変形人型ロボットと戦った事すらある。

　それらはとても危険で理り不ふ尽じんで、何度も辞やめてやると叫さけんだもんだが、まあ……。

「楽しかったですよ、みんなと一いつ緒しよにやってきたこの組織。何が起きるか分からないし、無事帰って来れるとも約束はできませんけど、今回の派遣先にもちょっと期待してますし。まあ、できるだけ帰ってくるように善処します。んで、帰ってきたら幹部並みの給料に上げてください」

「バカめ。そこは、ちゃんと無事に帰ってきますと約束しろ。我々三人は、いつでもお前の帰りを待っているからな。帰ってきたら、貴様を四人目の最高幹部にして四天王を名乗るのも悪くない」

　俺の懐かい古こに、アスタロトは不敵な笑みを浮かべながらそんな事を言ってきた。

　……つーか俺、もう二十歳はたち前なんだがこの歳としでなんたら四天王とか名乗るのは恥ずかしいな……。

「うーん、やっぱあたしが行きたいなぁ……。いいなー六号、知らない世界を冒ぼう険けんできてさ。サイコロに、あたしの目が出るように重り仕し掛かけとけばよかったなあ」

「……サイコロに重り？　なんだ、ベリアル様も選ばれる中にいたんすか？」

　俺の質問にベリアルが、何言ってんだとばかりに笑う。

「もちろん入ってるに決まってるだろ？　サイコロの１、２がアスタロトで３、４があたし。５がリリスで６がお前だ。アスタロトが、最初はもっとも信用の置けるメンツの中からじゃないとって言うから、この中から選ぶ事になったんだけどさ。サイコロ振って公平に決めるとか自分で言ったくせに、６が出た時ごねてさー。やっぱ危険だから私が行くとか言」

「よし！　では、準備はいいか戦闘員六号!!　これより貴様らに、正式に任務を与あたえる！」

　何かとても大切な事を教えてくれようとしたベリアルを、アスタロトが顔を耳まで火ほ照てらせて、裏返った声で遮った。

　なんだよ、ほんとに幹部扱あつかいされてるじゃないか。

　ついでに、大事にされてるじゃないか。

　……ちょっと、鼻の奥がジンと熱くなる。

　顔を赤くしながらもなんとか無表情を装よそおうアスタロトに、

「……アスタロト様、行く前にギュッてしていいですか？」

「任務を与えるっ！　貴様への指令は二つ。まず一つは、現地で安全だと思われる基地を作った後、そこで転送機を組み立て、現地と地球の往復を可能にし、無事に帰き還かんする事だ。これについては主にアリスがその任務を担当する」

　俺の言葉をガン無視するアスタロトをニヤニヤと見ていたベリアルが、

「おい六号、行く前に抱だき締しめる程度じゃなくチューぐらいやっとけ。こんな時だしアスタロトも怒おこんないさ」

「そんな事をしたら凍とう結けつさせるわよ！　ああもう、説明が進まないでしょう！　……二つ目は、現地の戦力、資源や土ど壌じようの調査よ。この任務は戦闘員の仕事の他にも、現在地球が抱かかえる、人口増加による食しよく糧りよう問題、戦争による土壌汚お染せん、海かい抜ばつの上じよう昇しようによる居住可能エリアの縮小など。あなたの派遣先が人類の移住可能な星であれば、それらの問題を一気に解決する事ができる可能性があるわ」

　……えっ。

「あれ、ひょっとしてこれって、組織どころか地球の命運を懸かけたかなり大きな任務なんじゃ？」

「そりゃそうよ、だから失敗は許されないわ。そもそも失敗したら、あなたが帰れなくなるのだから注意なさい？　先ほどリリスが言ったように、欲しい装備があったらメモを書いて転送なさい。といっても今のところは、このガラスポッドに収まる大きさの物しか送れないわよ？」

　……なるほど。

　つまり組織が全面バックアップ態勢でサポートしてくれ、装備も使い放題と、そういう事か。

「そして、週に一度は経過報告を送る事。……あなたが元気でやっている様子を、きちんと伝えなさい」

　そう言って、アスタロトが小さく笑う。

　そんなアスタロトを、俺は全力で抱き締しめようとしたがポッドの中に蹴けり込まれた。




「──さて、と。準備はいいかい？」

　ポッドに入った俺とアリスを前にして、リリスが最後の確かく認にんを行っている。

　その隣となりではアスタロトが腕うでを組みながら俯うつむいており、ベリアルはといえば、心配そうな顔でぺたりとガラスに張り付いて、まるで俺の顔をしっかりと目に焼き付けようとするかのように、ジッとこちらを見つめていた。

「もっと気楽に送り出してくださいよ。なんか緊きん張ちようしてくるじゃないですか」

　俺の言葉にアスタロトが、

「……そう、そうね。あなたが覚悟を決めているのに私達が心配していたら不安を与えるわね。……無事を祈いのってるわ、戦せん闘とう員六号」

　まるで今生の別れを告げるかのように、真しん剣けんな顔で言ってきた。

「大げさな。正直、長期出張になるとは思ってませんよ？　いきなりいい感じの拠きよ点てんになりそうな建物を占せん領りようできれば、ささっと転送機を組み立てて、速そつ攻こうで行き来できるようになるわけですし」

「だって、心配なものは心配だ。転送自体がうまくいくかだって分かんないじゃんか？」

　気楽そうに言う俺にベリアルが、寂さびしそうな顔でそんな事を。

「安心してくださいよ、リリス様が失敗なんてするわけがないじゃないですか。世界一の科学者なんでしょう？」

「「……………………」」

　俺の言葉にアスタロトとベリアルが、無言で顔を見合わせた。

　その隣では、リリスが黙もく々もくと、俺達を送り出す準備を進めている。

「リリス様に聞きたいんですが、転送の成功率ってどれぐらいなんですか？　転送実験の回数は？　あと、確認されてる他の惑わく星せいに転送するって言っても、星の地表に正確に、バッチリ送れるものなんすか？」

「転送実験の成功率は今のところ１００％だ。実験回数は黙もく秘ひする。バッチリ送れるのかという質問にも黙秘する」

「すいません、やっぱこの任務やめときますね」

　そう言ってポッドから出ようとする俺の腕を、アリスが摑つかんで放さない。

「おいポンコツ邪じや魔ますんな。ちょっと一いつ旦たんここから出させろ」

「今さら何を怖おじ気けづいてんの？　マメにバックアップ取っておくのは常識だろ下っ端ぱ」

　……こいつやっぱりポンコツじゃねーか！

「このバカ、人間様の俺はお前みたいにセーブやロードはできないんだよ！　あと、向こうで不ふ慮りよの事故に遭あいたくなかったら下っ端呼ばわりすんな！」

「ふぉいやへろ、ほおをひっはるな、人工皮ひ膚ふがのひるひゃないは。じゃあ下っ端はやめてやるからお前も自分の事はアリスさんと呼べよ」

「うん。どうせグダグダやってても進展しないし、もう送り出してしまおうか」

　俺がアリスの頰ほおを引っ張っている中、リリスが物ぶつ騒そうな発言をしていた。

　と、その時、俺とアリスが収まっているポッド内に突とつ如じよ煙けむりが噴ふん出しゆつした。

「ぶわっ!?　リリス様、なんか煙が！　得体の知れない煙がめっちゃ噴ふき出してるんですが！」

「それは君達が保有している菌きんを、できるだけ向こうに持ち込まないよう殺菌しているんだよ。それと、現地で未知の病に侵おかされたらこちらには帰ってこられなくなるから気を付けたまえ」

　その物騒な言葉を聞いて、俺はいよいよポッドを叩たたき割ろうとするが、アリスがちょこまかと妨ぼう害がいしてくる。

「……戦闘員六号！　貴様の改造された肉体と我々の開発した戦闘服なら、どんな環かん境きようにおいても適応できるだろう。無事、帰還することを祈っている！」

「お前なら、ちゃんと帰ってくるって信じてるからな！　お土産みやげは頼たのんだぞ！」

「いやちょっと待て、待って待って！　おい、もうちょっと実験とか色々するべきじゃないか？　なあ、おい！」

　アスタロトとベリアルの言葉に対し、必死に叫ぶ俺に向け、

「よく聞くんだ六号。今のところ一度も失敗していないのだから成功率は１００％。でも、何度も実験して事故が起こったら？　そう、成功率が１００％じゃなくなるんだよ。つまり、何度も実験してしまうと成功率が下がり、君が安全に向こうに行ける確率も下がってしまうというわけさ」

　……リリスの言葉に一いつ瞬しゆん考え。

「そんなわけねーだろ、その確率の計算はおかしい！　お前絶対天才科学者じゃないだろ！　バカと天才は紙かみ一ひと重えって言うが、お前は紙一重でバカの方だ！」

「し、失礼な！　相変わらず、頭に血が上ると口の利きき方を忘れるヤツめ。世界中が欲しがる僕の頭脳にそんな事を言うのは、この世で君ぐらいのものだよ。では、行って来たまえ戦闘員六号！　良い報告を待っているよ！」




　リリスはそう言って、転送機を起動させ──！




「ちくしょう、帰ったら覚えてろよ僕っ子がー!!」
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　転送されたその瞬間から、勢いよく吹ふき付ける冷たい風が顔に当たる。

　恐おそる恐る目を開けると、そこは──

「バカっ！　あの女はやっぱりバカだ！　大バカだ！　うわああああああ死にたくない死にたくない死にたくない！」

「泣き喚わめいてないで少し落ち着け。自分が目算したところ地上への距きよ離りは約三万メートル。このまま激げき突とつするまであまり時間は残ってないぞ」




　俺が転送されたのは、地上が霞かすんで見えるほどの上空だった。




「この状じよう況きようで落ち着けるかよ！　アリス、お前高性能なんだろ!?　実は飛行形態を取れたりするんだろ？　そうなんだよな!?」

「自分に内蔵されているのは自じ爆ばく機能ぐらいのもんだ」

「ポンコツがあああああ！」

　落下に伴ともなう風の音が耳元でゴウゴウと吹きすさぶ中、俺と同じく高速落下中のアリスが、背負っていたリュックをこちらに差し出す。

「ほら、そいつを背負え。賢かしこい自分とリリス様はこんな事ぐらい想定済みだ。地上近くに転送座標を設定すると、僅わずかな計算の誤差でも地面に塗ぬり込められるからな」

　受け取ったリュックをよく見れば、それはキサラギ製のパラシュート。

　クソ重い戦闘服を身に着けていても大だい丈じよう夫ぶな、降下作戦用の特別製だった。

　言われるがままにそれを背負うとアリスがこちらにしがみつく。

「お前の分はないのかよ!?」

「予算がねえんだ、締めるところは締めないとな。パラシュートを開くタイミングはお前に任せるが失敗すんなよ。自分が地上に激突したら、辺り一面が消し飛ぶからな」

　コイツを連れ歩く事自体が罰ばつゲームじゃねーか！

　パラシュートを背負った事で心に余よ裕ゆうができた俺は、改めて地上を見下ろした。

「おいアリス、見ろよ。街っぽい物があるぞ」

「というか未み開かい拓たく地ちが多いな。知的生命体がいるにしても人口は少なそうだ」

　俺達の着地予想地点から離れた場所には、城じよう塞さい都市っぽい物が見える。

　ど真ん中に大きな城を置いたその都市の周りには、農地ごと囲むようにして巨きよ大だいな城じよう壁へきがそびえ立っていた。

　そんな城塞都市の外は赤茶けた荒こう野やが広がっており、それが世界を覆おおいつくすかのごとく先が見えない、深い森へと繫つながっている。

　結構な時間を降下する間に周囲の地形を確認した俺は、無事に着地を終え息を吐はいた。

「……よし。アリス、早さつ速そくあのバカ上司にこっちの座標を送ってくれ。もう安全な拠点もクソもあるか。転送機とやらの部品送ってもらってここで組み立てて、とりあえず一回帰るぞ。そんで殺されかけた分、あの僕っ子が泣くまで乳揉もんでやる」

「こんなとこじゃ組み立てられないぞ。超ちよう精密機械だからな。埃ほこり一つないクリーンルームじゃないとダメだ。それに、装置を使って移送空間を安定させるまでに一ひと月つき近くかかる。帰りたかったらまずはアジトを手に入れるんだな」

　…………えっ。

「……まただよ、またハメられた！　あいつらもう許さねえ！　幹部連中に改造手術を受けてみないかって言われた時も、強化された肉体でバリバリ仕事をこなせば出世だって思いのまま、大金稼かせいでモテモテだって抜ぬかしたんだぞ！　今の給料いくらだと思ってんだ！」

「お前の事情は知らないが、そう悲観する事はないぞ。広い惑星の中で、ピンポイントで知的生命体の集落らしきものを発見できたんだ。これは非常に幸先がいい。まずは、降下中に見付けたアソコに向かうとしよう」

　アリスはそう言うと、城塞都市らしき場所に向け、スタスタと歩き出した。

　俺達が降下したのはだだっ広い荒野のど真ん中。

　ここで泣いて駄だ々だを捏こねていても事態はちっとも進展しない。

　しかし、あそこに行くまでどれだけ時間が掛かかるのやら……。

「おい、さっきはバタバタしてたから省いたが、改めて自己紹しよう介かいだ。俺は今までどんな戦場でも生き残ってきた、キサラギ最古参のエリート戦闘員。そう、戦闘員六号さんだ」

　俺はアリスの後を追いかけながら改めて名前を名乗る。

「自分はキサラギ社製美少女型高性能アンドロイド、キサラギ＝アリスちゃんだ。立場的にはお前と同じ平社員だからな。タメ口を利いてもいいぞ」

「俺の方が先せん輩ぱいなんだから、タメ口を利いてもいいぞってのはこっちのセリフだがまあいい。それよりお前、何ができんの？　俺は戦う事しかできないけど。あっ、戦うといえば武器だよ！　リリス様が言ってたじゃん、物資が必要な際にはコレを使えって。転送機が無理なら、せめて移動用のバギーを送ってもらおうぜ」

　そう言って隣となりに並んだ俺に、アリスはピタリと足を止め。

「その事について説明してやる。おい六号、お前悪行ポイントはどれだけある？」




　──悪行ポイント。

　キサラギが悪の組織として成り立っている理由の一つがこいつだ。

　個人個人に埋うめ込まれたチップにより、その者が行った悪行がポイントとして加算される。

　そこまで無理して悪事を行わなくてもいいじゃないかと思うのだが、ウチの幹部達にとって悪の組織であるという事は何よりも大切な事らしい。

　このポイントを悪事を行って貯ためていき、それを装備品や報ほう奨しよう金などに交こう換かんできる制度がある。

　悪事を重ねて模も範はん的な悪の組織の一員になり、貯め込んだポイントを使って上質な装備を手に入れれば、戦いの際にはより活かつ躍やくできるようになる。

　そうなれば当然評価も上がり、どんどん上の階級にいけるわけだ。

　しょっぱい悪事にしか手を染められない俺は、組織の連中からよく白い眼めを向けられたものだ。

　最高幹部達いわく、キサラギ社員たるもの、ただの獣けだものや小悪党ではなく、悪のカリスマであれという事らしい。

　ちなみに、俺には彼女達が何を言っているのかさっぱり分からない。

「今のポイントは三百ってとこかな」

「……あの城塞都市を二人で侵しん略りやくするには心こころ許もとないな。仕方ない、ポイントは節約して徒歩で向かい、あそこにスパイとして潜せん入にゆうするぞ」

　この状況でいきなり侵略とは物騒な事を。

「……いや、ちょっと待て。物資送ってもらうのに悪行ポイント使えって言ってんの？　どんだけブラックなんだよウチの会社は。これだけの巨大プロジェクトだぞ、もっと金かけるのが当たり前だろ！」

「他ほかにも候補になっている惑わく星せいは、それこそ星の数ほどあるからな。お前は惑星探たん索さく員第一号だが、他の星だっていずれは調査するんだ。その一つ一つにいちいち大金かけてはいられんよ。第一、まだ地球の征せい服ふくだって完全には終わっていないんだからな」

　……なんか、ＲＰＧゲームやなんかで、最小限のお小こ遣づかいだけ渡わたされて、魔ま王おう倒たおしに行けって言われる勇者の気分だ。

「かといって、戦うしか能のない俺が断れもしないしなあ。くそ、リストラを盾たてにするとかふざけやがって、さすが悪の組織だ！」

「リストラが嫌いやなら頑がん張ばるこった。ここに人が住めるとなれば、開拓作業に未知の生物との戦せん闘とうなど、お前らの仕事には困らないぞ。少なくともここの大気成分は、お前が呼吸し活動するには充じゆう分ぶんな環境だ。それだけでも条件は大分良いはずだ」

　アリスはそう言って、俺の首筋をぺたぺたと触さわりながら……、

「だったらなおさら悪行ポイントなんてケチな事言わずに最新の装備を転送しろよ！　そうしたら、どんな相手だろうがこの六号さんが痛い！　おいコラ、今俺に何打った！」

「お前が未知の病に侵されないように、免めん疫えき力を上げるナノマシンを打ったんだよ。まあ、これから向かう城塞都市にいる知的生命体がチョロいといいな。できるだけ地球に似通った星を選んだから、お前と同じホモサピエンスが文明を築いている可能性が高い。高層ビル群も見当たらなかったし、未開な連中ならこの任務は楽勝だな」

　アンドロイドなだけはあり、アリスは表情を変える事もなく、そんなおっかない事をシレっと言った。
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　それから、だだっ広い荒野をどれだけ歩いたのだろうか。

　そろそろ城塞都市が肉眼でもハッキリ見えてくる、そんな距離にまでやってきた俺達は──

「噓うそ吐つきー！　お前言ったじゃん、地球に似通った星だって！　こんなん地球にいねーよバカァ！」

「今はそんな事より銃じゆうを抜け！　数が多い、撃うち漏もらすなよ！」

　全身が黒一色の、エイリアンみたいにグロテスクな形をした四し足そく獣じゆうに囲まれていた。

　俺は腰こしの拳けん銃じゆうを引き抜きながら、背中に隠かくれるアリスに叫さけぶ。

「おい、お前も手伝えよ！　なんでロボットが人間様を盾にしてんだ！」

　こちらを囲み威い嚇かくしてくる四足獣を一匹ぴきずつ仕留める俺に、

「自分は高性能なアンドロイドと言っただろ。高性能なのでよりリアルを追求し、普ふ通つうの少女並みの戦闘力仕様になっております」

「この使えないポンコツめ、お前高性能とか絶対噓だろ！　今後は俺に敬語を使えよ！」

　アリスに叫んでいた俺に、一匹の四足獣が飛びかかる。

　そのまま嚙かみついてくるのかと思ったら、何もないと思われていた背中が突とつ然ぜんガパッと口を開き……！

「く、食われるゥ！」

　眼前に迫せまっていた巨大なアギトをかろうじて受け止めた。

「アリス！　アリース！　こいつ、こんな細身で信じられねえ、俺の力と互ご角かくぐらいの顎あごの力だ！　おい、何か打開策を！　手が、手がプルプルしてる!!」

　俺は肉体改造や戦闘服で強化されているのに、この世界の生き物はどうなってんだよ！

「自分ポンコツなんで打開策は思い付きません、使えないヤツですいません六号さん」

「助けてくださいお願いします！　さっきの言葉は取り消しますからー！」

　言っている間にも、二匹ひき目め、三匹目の四足獣が飛び掛かる。

　目の前のヤツの顎が閉じないように両手で止めながら、それらを蹴け飛とばし追い払はらう。

「じゃあ、お前の悪行ポイントで自分にショットガンをプレゼントしてくれ。それでなんとかしてやるよ」

「くれてやるから早くしてぇ！」

　アリスが手早くメモを送ると、周囲の四足獣が一いつ斉せいに飛び掛かる気配を見せる。

　と、その時だった。

「●●●●、●●●●●●！」

　何か意味のある言葉っぽい声が、遠く城塞都市の方から聞こえてきた。

　見れば、こちらに駆かけて来る騎き馬ば集団の姿が確かく認にんできる。

　いや、正確には馬ではなく、頭から角の生えた馬っぽい生き物。

　俗ぞくに、ユニコーンとか呼ばれる空想上の生き物に跨またがった、鎧よろいを着た集団が何かを叫びながら向かって来ていた。

「きたぞ、六号。助けてやるからこれからは自分に敬語を使えよ！」

　その言葉に視線だけをそちらに向ければ、ショットガンを手にしたアリスの姿。

　背中から飛び出したアリスは、銃口を俺の目の前の四足獣に向けると同時、ぶっ放した。

　轟ごう音おんと共に四足獣がふっ飛ばされ、地面に転がると弱々しい悲鳴を上げる。

　自由になった俺は足元に転がっていた拳銃を拾い、手近なヤツに狙ねらいを定める。

　ショットガンの大きな銃声に驚おどろき、竦すくんでいる四足獣を俺達が仕留めるのに、それほど時間は掛からなかった──




「──●●●、●●●●●●●●●●●だ!?」

　戦闘を終えた俺達に、ユニコーンに乗った集団の先頭にいた、リーダーと思われる女が何事かを呼び掛けてきた。

　鎧姿なので体型までは分からないが、顔立ちだけを見れば、非常に俺好みの気の強そうな美女だ。

　薄うすい水色の髪かみを後ろに流したその女は、馬から下りると俺に剣けんを突つき付けて。

「●●●ろ！　●●●なにを●●●●！　●●●●●●やって来た！」

　何を言っているのかは分からないが、なんか尋じん問もんされてるっぽいのは理解できた。

「おいアリス、どうすりゃいい？　なんかえらい剣幕なんだが」

「まあ待て、もうちょい相手の話を聞こう。考えるのはそれからだ」

　いや、話を聞こうって言われても、相手の言葉が分からないわけで。

「それは●●どこの●の●●だ？　●●●ない●を●●●●な……」

　……ん？

「それに、●●らしい物も持っていない。答えろ！　貴様らは一体何者だ！」

　…………。

「なあアリス、俺、この星にきて不思議な力に目覚めたかもしれん。なぜかあいつ等の言葉が分かるんだよ。ただでさえ強いこの俺が、ここにきて覚かく醒せいとかどうなっちまうんだ」

「何を言ってるのか分からんが、改造手術でお前の頭に埋め込まれたチップを通して、自分が意訳した言語データを逐ちく一いち送って覚えさせてるからだよ」

　……。

「えっ、ちょっと待って。手術で埋め込まれたチップでそんな事できんの？　それ聞いてないんだけど。超ちよう怖こわいんだけど」

「今はそんな小さな事はどうでもいい。それより、ここは自分に任せとけ」

　──アリスは俺の言葉をガン無視すると。

「騎士さま、説明ならわたしがします。どうか怒いかりをおおさめください」

　俺がギョッとするのも構わずに、純じゆん粋すいそうな少女を装よそおって、流りゆう暢ちようなこちらの言葉で説明をはじめた。




　──俺は国ではそれなりの地位の人間で、部隊を率いたり、人々を守るために戦ったりと、過か酷こくな日々を送っていた。

　だがある日の戦闘で、不ふ慮りよの事故により心と頭を壊こわしてしまい、今は保護者代わりのアリスに付き添そわれ、心と頭を癒いやすため、自分探しの旅に出た。

　そんな中、城じよう塞さい都市の周りに広がる森林地帯を抜ぬけた際、獣けものに襲おそわれ、荷物の類たぐいは全すべて紛ふん失しつしてしまった。

　なので、俺は口の利きき方や礼れい儀ぎも知らず、この辺りの常識も知らず。

　時々おかしな事を口走るが、なにぶん頭の病気なため、広い心で優やさしく見守ってやって欲しい。




　そんな無む茶ちや苦く茶ちやなアリスの話を静かに聞いたその女は……。

「盗とう賊ぞくか何かの手て柄がら首くびかと思えば旅人か……。キツく当たってすまなかったが、これも仕事なのでな。街の者が、この辺りに空から何かが落ちていくのを見たと報告があったのだ。それで、私達が様子を見にやってきたのだが……」

　俺に憐あわれみの視線を送る女をよそに、俺は無言でアリスを引っ張り。

「……お前、何言ってくれてんの？　なんで俺が頭の弱い子扱あつかいされてんの？　何いきなりとんでもない設定付け加えられてんの？　お前なんなの？　俺になにか恨うらみでもあるの？　ほんとにぶっ壊されたいの？」

「リリス様からお前の事を色々聞いて判断した。いいか六号、アホなお前じゃ絶対そのうちボロが出る。だがこの設定なら知らない方がおかしい一いつ般ぱん常識でもバシバシ聞ける。お前が奇き行こうに走っても、怪あやしまれるのではなく可か哀わい想そうな人と同情されるだけで済む」

　アリスは無表情でそこまで一気にまくしたてると、

「そして自分は……。黒髪黒目のお前と兄妹ってのは無理があるから、美少女である自分が通りすがりのロリコンに襲われそうになった際、助けてもらったって事にしとこうか。そのロリコンとの死し闘とうで、ただでさえ元々欠けつ陥かんがあったお前の脳に深刻なエラーが発生した事にしよう。そして、自分を助けるためにこんな可哀想な頭になってしまった事に罪悪感を覚え、一いつ緒しよに旅に出る決意をした健けな気げな美少女、と。……これでどうだ？」

「どうだじゃねーよ、どんだけ凄すご腕うでのロリコンなんだよ！　お前さっきから、話の合間にちょこちょこと貶けなすのはやめろ！　しかも、俺は頭のおかしいヤツでお前は健気な美少女かよ！」

　とはいえ、腹立たしいがそれ以上の設定なんて俺には思い付かない。

　それに、確かにこいつの言う事にも一理ある。

　俺の脳がどうたらってとこに一理あるのではなく、記き憶おくがあやふやな設定にしておけば、何かと都合がいいだろうってところだ。

　と、ヒソヒソやっていた俺達を訝いぶかしみながらも、

「……まあ、事情は分かった。魔まの大森林を抜けて来たというのは、普通ならとても信じられない話だが、コレを見せられてはな。我が国はお前達を歓かん迎げいしよう。……もっとも、我が国の現状を聞いて、それでもなお滞たい在ざいしたいと思うのならな」

　鎧女はそう言って、四足獣の死し骸がいを顎でさし、何だか不安になる笑えみを浮うかべた。
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　都市へと向かう道すがら。

　俺達は先ほどの鎧女から説明を受けていた。

「それはある日の事だ。我がグレイス王国の隣となりにある魔族の国が、突とつ如じよ宣戦布告をしてきたのだ」

　他ほかの人達は、空から落ちて来た何かの調査のため、そちらに向けて駆けて行った。

　その何かとは、もちろん俺達の事だろう。

　パラシュートは荷物になるので降下地点に置いてきてしまったが、アレを見付けて俺達と結びつける事はないと思いたい。

「いきなりの急展開だけど、宣戦布告の目的は？　資源か？　それとも食料？」

　俺の言葉に鎧女はフルフルと首を振ふり。

「連中の狙いは土地だ。お前達は他国から来たと言っていたが、この辺りは人類が生存できる土地が限られている。連中の国は【砂の王】と呼ばれる巨きよ大だい魔ま獣じゆうのせいで、年々砂さ漠ばく化かが進んでいる。かといって、魔の大森林を開かい拓たくできるはずもない。そこで、我が国に目を付けたのだろう」

　砂の王だの魔獣だの魔の大森林だの、なんだか物ぶつ騒そうなワードが飛び交かってるが、この星を侵しん略りやくするのは果たしてリスクに見合うのだろうか。

　少なくとも、ここの連中の手には余ってそうだが……。

「連中は、この国の土地を奪うばい、我々を奴ど隷れいとして支配し、魔の大森林を開拓させるのが狙いなのだろう。だが、我が国には古くからの伝承があった」

「伝承……」

　なんだろう、ワクワクが止まらない。

「そう、伝承だ。人類が魔王の脅きよう威いに脅おびやかされる時。選ばれし者の手に紋もん章しようが現れ力を得る。その者は果てなき困難の末、やがては魔王を打ち倒たおすだろう……と」

　俺は戦せん闘とう服の籠こ手てを外すと、手の甲こうを見せつけた。

「俺は、選ばれし勇者だったのか……」

「それ、どう見ても虫むし刺さされだろ」

　アリスが小さくツッコむも、俺は期待に満ちた眼まな差ざしで馬上の鎧女を……。

「……い、いや、そんな目で見られても、既すでにこの国の王子の手に紋章が現れたので……」

　ええ……。

　しょんぼりしながらトボトボ歩く俺を見て、鎧女が話題を変えようと声を掛かける。

「そ、そういえば自己紹しよう介かいがまだだったな！　私はスノウ。この国の近この衛え騎士団の隊長を務める者だ。お前達はなんというのだ？」

「戦闘員六号だ」

「美少女型高性能アンドロイド、キサラギ＝アリスともうします」

　……。

「お前、自分で美少女型とか高性能とか言っちゃうのってどーなんだ？」

「お前も戦闘員六号ってなんだ、本名はどうした本名は」

　俺達の自己紹介を受けたスノウが、不思議そうな顔で小首を傾かしげ。

「セントウインロクゴウ……？　それに、キサラギ＝アリス……？　……というか、アンドロイドとは一体……」

　この世界の住人には俺の名は呼び辛づらいのか、スノウは俺達の名前を繰くり返している。

「俺の事は六号って呼んでくれればいいさ」

「わたしの事はアリスと呼んでくれれば、それでいいです」

「そうか、分かった。ところで、この国の現状は理解してくれたか？　で、それでもこの国に滞在するというのであれば、お前達を歓迎しよう。……それに、路銀が無いなら仕事だって紹介できる。これも何かの縁えんだ、話だけでも聞いてみないか？」

　スノウはそう言うと、自分では微笑ほほえんでいるつもりなのかは知らないが、なんだか腹の底が透すけて見えるような、胡う散さん臭くさい笑みを浮かべてきた。

　と、俺に向け、アリスが突然日本語で話し掛ける。

『おい六号、これはチャンスだ。仕事の紹介をお願いしとけ。この星の連中の戦闘力を測るには素す晴ばらしい職場環かん境きようだ。城にでも住めるのなら内部の破は壊かい工作もしやすいしな』

『お前アンドロイドなだけあって容よう赦しやねえなあ。でもまあ、調査が済むまで生せい活かつ基き盤ばんはあった方がいいか。この流れで入国できれば身分証も要いらなそうだしな』

　そんな俺達のやり取りにスノウが訝しげな表情で首を傾げる。

「ごめんなさい。この人はアホなので、わたし達の国の言葉で分かりやすく説明してあげたんです。でも戦う事に関しては任せてください」

「おい、お前隙すきあらば俺を貶すのやめてくんない？　……まあいい、アリスの言う通り、雇やとわれ戦闘員でもなんでも仕事があるなら引き請うけるよ。これからよろしくお願いします」

　それを聞いたスノウは、

「ああ、こちらこそよろしく頼たのむ。お前には期待している！　ふふ……。ふへへへ……」

　そう言って、やっぱり胡散臭い笑みを浮かべた。




「──ティリス姫ひめ専属騎き士し、近衛騎士団隊長、スノウだ！　旅人を見付けたので保護してきた。門を開けろ！」

　スノウが声を張り上げると、兵士達が門を開き敬礼する。

「任務お疲つかれ様です！　しかし、まさか旅人とは、一体どこからどうやって……。ともかくお疲れでしょう、早く城の中でお休みください！」

　城塞都市の門をくぐると、そこには予想を裏切る光景があった。

　馬上のスノウの後ろに乗せてもらいながら、大事そうに抱かかえたショットガンを機き嫌げん良さそうに布で磨みがいていたアリスも、ソレの観察のために動きを止める。

　街中にはそこかしこに趣おもむきのあるレンガ造りの建物が並んでいた。

　電柱がない事から、まだ電気は通ってなさそうだ。

　行き交う人々はといえば、髪かみ色いろや肌はだの色など、多種多様な人種が混在している。

　そう、そこまでならば、鎧よろいを着用し、移動手段に馬を使っているレベルの文明圏けんという事で理解ができる。

　だが……。




「なあスノウ。あれって一体なんなんだ？　俺の目には戦車に見えるんだが」




　そう、門をくぐったすぐそこに、赤あか錆さびだらけでスクラップ状態と化した、戦車とおぼしき残ざん骸がいが置かれていた。

「なんだ、このアーティファクトが何か知っているのか？　これは遥はるか昔、この国を巨大な魔獣の脅威から守ってくれた古代兵器だ。まだこの城じよう壁へきが無かった時代、最後までこの場所で巨大魔獣を食い止めたという。なんとかこの技術を残そうと保存の魔法を掛けてはみたものの、見ての通り、かなりの部分が朽くちてしまったがな」

　これが古代兵器だというのなら、過去には地球と同レベルの文明が存在した事になる。

　魔王の伝承だのファンタジーチックな事を言っていたクセに、急にＳＦみたいな話になったが、これは要調査対象……っていや待て！

「魔法？　なあ、今保存の魔法って言った？」

「な、なんだどうした、急に鼻息を荒あらくして。ちなみに私は使えないぞ？　……そ、そんなあからさまにガッカリするな、魔法の才を持つ者の数は限られているんだ、仕方がないだろう！」

　この星には魔法があるのか……。

　そりゃまあ魔王がどうのと言っていたんだから魔法の一つがあってもおかしくはない。

　おかしくはないが……。

　俺は手のひらを空に向け、気合いと共に叫さけびを上げた。




「エクスプロージョン！」




　…………。

「……時々おかしな事を口走ると言っていたが、こういう症しよう状じようの事をいうのか」

「そういう事です。たまにこうした奇行に走りますが、できればそっとしといてあげてください」

　真しん剣けんな顔で固まったまま動かない俺を見て、スノウとアリスがヒソヒソと囁ささやいていた。





５






「──スノウ、お帰りなさい。任務ご苦労様でした。……それで、この方達は？」

　城へと案内された俺達は、最上階にある大きな部屋で、一人の少女に引き合わされていた。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんのその少女は、大人しそうな印象を与あたえてくる。

「ハッ。この二人は任務遂すい行こう中に出会った者達です。本人いわく、魔の大森林を抜ぬけてやって来た外国人だとか。真しん偽ぎは分かりませんが、私が出会った場所には大量のデッドリーヘッグの死骸が転がっていましたので、少なくとも腕うでは確かかと思います」

　スノウの報告を聞いた少女がまあ……と小さく呟つぶやき驚おどろきの表情を見せた。

「二人とも、頭を下げろ。こちらにおられる方がお前達の雇い主になる。この国の王女であらせられる、クリストセレス＝ティリス＝グレイス様だ」

「長なげえ名前」

「ぶ、無礼者！」

　率そつ直ちよくな俺の意見にスノウがツッコみ、目の前の少女がクスリと小さく笑う。

「随ずい分ぶんと素す直なおな方ですね。なるほど、確かにこの国の住人ではないようです。私の事を知っている人であれば、そのような反応はしませんからね」

　少女は楽し気に笑うと、何やら意味深な事を言ってくる。

「グレイス様って呼んだ方がいいのでございますか？　それとも、クリストセレス様って呼べばいいのでございますか？」

「ティリスでお願いいたします。あと、慣れない敬語は結構ですよ、様も必要ありませんから、どうか自然体でお願いします」

「ティ、ティリス様、さすがにそれは……」

　スノウが何か言いたそうにしているが、ティリスはどこ吹ふく風だ。

　ウチの組織の最高幹部はちょこちょこ俺の口の利きき方を注意してくるが、このお姫様は懐ふところが深い人のようだ。

　と、スノウが何やら耳打ちし、ティリスがそれに頷うなずいた。

「……戦闘員六号様、そして、アリス様ですね？　六号様は、なんでも国で部隊を率いていたとか？」

「率いていましたね。数多あまたの戦闘員を引き連れて、世界中を相手取り激戦を繰り広げたもんですよ」

　その言葉にスノウが胡散臭い者を見る目を向ける中、ティリスはクスクスと笑っている。

　い、一応は本当の事なんだからな。

「この国では現在、魔ま族ぞくとの戦いのおかげで指揮官が不足しています。六号様がそんなにお強いのでしたら、どうかこの国のために力を貸していただけませんか？」

　そう言って祈いのるように両手を組むと、上うわ目め遣づかいでこちらを見上げてきた。

「お姫様に頼まれちゃしょーがねーな！　べ、別に、あんたが美少女だから力を貸すわけじゃないんだからねっ!?」

「おい六号、気持ち悪い小こ芝しば居いすんな、話がややこしくなってくる」

　俺の返事を聞いたティリスは、ホッとした笑えみを浮うかべた──




「──まったく、いくら外国人だとはいえ口の利き方を知らないのか！　ティリス様はお優やさしい方だから多少の無礼も許してくださるが、他ほかの貴族達にあんな口の利き方をすれば、首を落とされても文句は言えんぞ！　私の評価まで下がったらどうしてくれる！」

　雇い主との面会を終えた俺達は、続く場所へと連れてかれていた。

　ティリスの許可を得たとはいえ、一応形式的な面接を受けて欲しいとの事。

　お役所仕事に融ゆう通ずうが利かないのは星が変わっても同じらしい。

「あまり怒おこらないであげてください、スノウ様。六号は確かに礼れい儀ぎも知らないアホですが、戦う事に関してはプロですので、これからバンバン活かつ躍やくしてくれます。そうすれば、わたし達をスカウトしてきたスノウ様の手て柄がらにもなるのでしょう？」

「うっ……」

　俺達の前を行きながら文句を言っていたスノウが、アリスの指し摘てきに言葉を詰つまらせた。

「あっ、なんだよそういう事かよ！　そりゃそうだよな、今は戦時中だもんな。強いヤツが少しでも欲しいし、あのなんちゃらいう獣けものを狩かれる俺達は使えると思ったんだろ！　仕事を紹しよう介かいしてやるとか恩に着せるような事言っときながら、実は喉のどから手が出るほど俺の力とセクシーな体が欲しかったんだな！」

「そこまで切せつ迫ぱくして欲ほつしてはいないぞ！　あと体はいらんわ！　もう率直に言うが、私は手柄と金と名めい剣けんが何よりも好きなんだ！」

　いさぎよくも最低な発言をするスノウ。

「なあ六号、お前からはなんだか私と同類の匂においがする。本来ならば外国人なんて雇ってもらえないんだぞ？　私はそれなりの地位にいる。お前達を新参者だと迫はく害がいする輩やからがいれば、近この衛え騎士団隊長の権限で捻ひねり潰つぶしてやろう。ほら、私達は利害が一いつ致ちするだろう？　これからも多少の便べん宜ぎは図はかってやるから、頼むぞ！」

　同類呼ばわりされた俺が腹黒女に引いていると、アリスが突とつ然ぜん声を上げた。

「……ん？　スノウ様、アレはなんですか？」

　城の中を案内され、中庭を通り過ぎたのだが、先ほどの戦車と同じく、この場所に似つかわしくない物がある。

　城の中庭らしき場所に置かれていたのは三メートル四方の箱形の機械。

　それをしげしげと眺ながめていたアリスが、

「というか、先ほどの戦車と違ちがってこちらはなかなか状態が良いですね。動力源はソーラー式ですね。一体コレは何に使うのですか？」

　思わず足を止めた俺達に、スノウがふうとため息を吐つき。

「コレも我が国のアーティファクトの一つだ。それは雨を降らせる事ができるという伝説級の遺物でな。毎年雨が必要な時季になると、この国の王族が祈りの言葉を捧ささげ、雨を乞こう習わしなんだ。見ての通り今は動く事はなく、厳重な保管の魔法が掛かけられてはいるものの、やがては朽ちていく事だろう……」

　そう言って、動かない機械にこの国の未来を重ねたのか、スノウがどことなく寂さみし気な表情を見せるが……。

「これぐらいならわたしが直せるかもしれません。中を開けてみてもいいですか？」

「ほ、本当か？　もしダメだった場合でも全責任は私が取る！　直せると言うのならやってくれ！」

　顔を輝かがやかせながら言うスノウに、アリスはどこからか工具を出すと、早さつ速そく修理に取り掛かる。

「お前何でそんなもん持ってんの？」

「自分の体のメンテナンスぐらいは自分でやるからさ。お前だって健康管理ぐらいはやってるだろ」

　俺の耳打ちにアリスはあっさり返してくるが、自分で自分を修理できるとか、こいつなかなか便利なヤツだな。

　と、修理の様子を隣となりで見ていたスノウがソワソワしながら、

「どうだ、直りそうか？」

「ええ、なんとかなりそうです。配線が劣れつ化かしてるだけですね。これを取り替かえて再起動すれば大だい丈じよう夫ぶです」

　それを聞いたスノウはパアッと顔を輝かせ、

「でかした！　よし、私は人を呼んでくる！　へへ……。へへへへ……、なあアリス、六号、この手柄は山分けだよな？　頼たのむぞ!?」

　そう言って、変な笑いを上げながらどこへともなく駆かけ出して行った。

「……手柄を山分けって、アイツ何もしてねーじゃん」

「それを言うならお前もな。……よし、これでいけるはずだ」

　アリスが起動スイッチらしき物を押すと、機械的な音声が流れてくる。

《これより再起動を開始します。それに伴ともないパスワードを再設定してください》

　パスワード？

　スノウが言っていた王族が捧げる祈りの言葉とやらはこれの事なんだろう。

《再起動が完かん了りようしました。パスワードを設定してください》

　と、再びそんなアナウンスが流れてきた。

「おちんちん祭り」

《パスワードの設定が完了しました》

「お前なんて事してくれるんだ」

　工具を手にしていたアリスが思わずといった感じで動きを止める。

　アンドロイドのクセに啞あ然ぜんとしているアリスに向けて、俺はチッチと指を振ふり。

「いいかアリス、よく聞けよ？　スノウはなんて言っていた？　そう、毎年雨が必要な時季になると、王族が祈りを捧げると言ったんだ。王族ってのはつまりティリスの事だ。あんな美少女が公衆の面前でこれを唱えるんだぞ？　その度たびにティリスの恥はずかしがる顔が見れて、悪行ポイントもガッツリ稼かせげるわけよ」

「お前こそちゃんと聞いとけよ。王族ってからにはティリス以外でもいいんだぞ。ティリスはお姫ひめ様さまだ。つまりちゃんと王様ってもんがいる。これから毎年、いい歳とししたおっさんが、国民の前で小学生が考えたようなアホなパスワードを叫さけぶんだぞ」

　……。

「どうしよう、なんか大変な事をやらかした気がしてきた」

「やっちまったもんはしょうがねえ。おい六号、プラスチック爆ばく弾だんを送ってもらえ。この機械は証しよう拠こ隠いん滅めつにふっ飛ばしてしまおう。そしてスノウにはこう告げるんだ。修理しようとしたけどダメでした。直ったと思ったらなんか勝手に爆発したってな」

　コイツ、高性能を自じ称しようするだけはある。

「素す晴ばらしい、それでいこう！」

　と、俺が叫ぶと同時、背後から声が掛けられた。




「一体何が素晴らしいのですか？」




　聞き覚えのあるその声に振り向くと。

　そこには、笑みを湛たたえながらも手にしたセンスを握にぎり締しめるティリスと、脂あぶら汗あせを垂らしながらブルブルと震ふるえるスノウがおり。

　頭に埋うめ込まれたチップから、俺にだけ聞こえる聞き慣れたアナウンスが響ひびき渡わたった。

《悪行ポイントが加算されます》





６






「いい加減抵てい抗こうするな！　陛下の前だぞ、大人しくしろ！」

「なんだよー、ダメだった場合でも全責任は私が取るって言ったじゃんかよー！　この扱あつかいは酷ひどいだろ、だったら最初から直させるなよー！」

　ここは謁えつ見けんの間とでもいうのだろうか。

　スノウや他の兵士に捕ほ縛ばくされた俺達は、この国の王様の前に引きずり出されていた。

「だ、黙だまれ！　私は、修理をしろと言ったんだ！　誰だれがあんな事をやれと言った！」

　スノウは顔に焦あせりを滲にじませながら、俺を黙らせようと小こ突づいてくる。

　上半身を縛しばられたまま絨じゆう毯たんの上に跪ひざまずかせられた俺達を、目の前の温おん厚こうそうな男は興味深そうに眺め、口を開いた。

「……この者達は？」

「ハッ。この者は、スノウ殿どのがその腕うでを見込んで指揮官として連れて来たらしいのですが、中庭にあるアーティファクトを直せると言い出し、実際にそれを修理してみせたそうです」

　隣にいた秘書官みたいな女の人の説明に、その男は驚おどろきの声を上げた。

　多分この人がこの国の王様なのだろう。

　なぜなら……。

「おいアリス、俺こんなにも王様らしい王様初めて見た。見ろアレ、サンタも裸足はだしで逃にげ出す王様ヒゲだぞ。触さわらしてくれって言ったら怒られるかな」

「こら六号、相手はこの国の最高権力者だ。もっと小さい声で感想言え」

　そんな俺達をよそに、目の前の秘書官はなおも説明を続けている。

「ですが、修理の際に、その……。祈りの言葉を、卑ひ猥わいな単語に変えてしまったそうでして……」

「卑猥な単語？　なんだそれは？」

　秘書官の人はスタイルのいいクール系の美人だ。

　なんだろうこの星は、出会う女性みんなのレベルがえらく高いな。

　そういえば、スノウと一いつ緒しよにいた近衛騎き士し団の子とかも……。

「そ、その……、……祭り……と……」

「そ、そうか。すまんな、そのような事を言わせてしまって」

　あっ、今さらながら大変な事に気が付いた！

　あの騎士団の娘むすめさん達は、みんなユニコーンみたいなのに乗っていた。

「なぜそんなバカな事をしたのか理解に苦しむが、その方ほう、この秘書官の申す事に相そう違いないか？」

　ユニコーンは、伝説では処女にしか懐なつかないとかなんかそんな話を聞いた気がする。

　という事はつまり……！

「おい貴様！　陛下の質問に答えろ！」

　突とつ如じよ目の前に、スノウの顔がズイと迫せまった。

「うおっ、近ちけぇ！　な、なんだよ、人が大事な考え事してる隙すきに、何キスしようとしてるんだ！」

「お前は、お前は何を言っているこの神聖な謁見の間で！」

　王様が一つ咳せき払ばらいをして、質問とやらを繰くり返す。

「その方、アーティファクトを使う際の祈いのりの言葉を、卑猥な単語に変えたというのはまことか？」

　俺は今の状じよう況きようを思い出し。

「まことだけど、この女が責任は私が取るからと言ってました」

「き、貴様！　違います陛下、私は修理を命じただけでして……！」

　俺が責任を擦なすり付けるも、王様は困ったような表情で、

「アーティファクトを修理してくれた事に関しては感謝する。それに免めんじてその方の罪は不問とし、褒ほう美びも出そう。それを持って、どこへなりとでも……」

「お父様、お待ちください」

　と、突然王様の言葉が遮さえぎられた。

　謁見の間に現れたのは、表面上は穏おだやかな笑えみを湛えたティリスだった。

「その方かたは、私が個人的に雇やとい入れたいと思います。デッドリーヘッグの群れを全ぜん滅めつさせる強さと、アーティファクトを修理できる知識を持つ方々です。この程度の事で放ほう逐ちくしてしまうのは惜おしいと思います」

「む、そ、そうか。ティリスがそういうのであれば、そうなのだろうな」

　それに鷹おう揚ように頷うなずく王様を見て、アリスがヒソヒソと日本語で囁ささやいてくる。

『六号、この国の実質的な政治はあの姫さんがやってるみたいだ。王様のおっさんからはダメ親おや父じ臭しゆうがするぞ』

『なるほど、媚こびる相手はティリスか。上司に媚びへつらうのは得意分野だ、任せとけ』

『お前……』

　と、ティリスの言葉を聞いたスノウが、俺を指さし。

「ティリス様、こんな男は放逐すべきです！　大切なアーティファクトにあのような事をするなど、こやつは我が国を陥おとしいれるのが目的の、他国のスパイかもしれません！　どうかご再考を！」

「おっ？　自分が連れて来ておいてスパイ呼ばわりとは面おも白しろいな。ていう事は、お前はスパイを引き入れた売ばい国こく奴どってわけだな！」

　スノウの眉まゆがキリキリと吊つり上がり……！

「貴様、言うに事かいてこの私が売国奴だと!?　ティリス様への忠誠心において右に出る者はいないと評判の、この私が!?」

「ガチ切れじゃないっスか！　知ってるか？　人間、本当の事を言われるのが一番頭にくるんだぜ！」

　俺の挑ちよう発はつにスノウが目を血走らせて剣けんを抜ぬく。

「貴様など……！　我が愛剣、灼しやく熱ねつ剣けんフレイムザッパーの錆さびにしてやる！」

「言い負かされたからって縛られた状態の相手を斬きるとか、お前それでもほんとに騎士かよ！　俺は雇われる事になったんですう！　それを勝手に斬っちゃっていいのか？　そんなもんよりお前には、まだやらなきゃならない事があるだろうがよ！」

　俺の言葉に、顔を赤くして今にも斬りかかろうとしていたスノウが動きを止めた。

「……やらなきゃならない事……？」

　不思議そうなスノウに向けて、隣となりのアリスが口を開いた。

「お前さん、六号や自分に確かこう言ったろ。全責任は私が取るって。自分達は不問にされたが、お前の責任問題に関しての話はまだ終わってないぞ」

　その、アリスの言葉を聞きながら。

　ガタガタと震え出したスノウが救いを求めるようにティリスを見ると。

　この国の影かげの支配者は、優やさし気な笑みを浮うかべた──




　──背せ伸のびしながら面接室のドアから出てきた俺に、アリスが日本語で話しかけてきた。
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『おい、面接はどうだった？　まあ面接といっても、採用前提なんだから色々と身辺調査された程度なんだろうが』

『おう、キサラギの事とか、俺の必ひつ殺さつ技わざの事とか、なんかヒーローの事まで聞かれたぜ』

　王様との謁見の後、履り歴れき書を書かされ、一応形だけの面接を終えた俺は、待っていたアリスに事の次し第だいを報告した。

『しかし、俺がこの国の騎士か……。まぁ悪くは無いな。勇者が無理ならここは騎士様で手を打っておいてやろう』

『おい、分かってるんだろうな。お前はあくまでキサラギの戦せん闘とう員なんだからな？　任務を忘れるんじゃないぞ？』

　と、その時。




「たまに使うその言語は、お前達の国の言葉なのか？」




　日本語で話していた俺とアリスの後ろから、突然声がかけられた。

「なんだ、またお前か」

　道中でやたらと突つっかかってきていた女騎士スノウが、今は鎧よろいを脱ぬいで立っていた。

　それが騎士本来の制服なのか、やたら青い配色が目立つ服装だ。

　鎧のせいで分からなかったが着き瘦やせするタイプらしい。

　スカートから覗のぞく白い足がスラリと長く、見た目だけならトップモデルのようだ。

「なんだとはなんだ、私としても貴様なんかに会いたくはない！」

　なんでこの女は敵対的なんだろうか。

　いやまあ俺にもほんのちょっぴりは原因があるのだが。

「で、何か用か？　俺達はこれから、宿舎とやらに行くんだけど」

　嫌いやそうな感情を隠かくしもしない俺の塩対応に、スノウがこめかみをピクピクさせ。

「その宿舎への案内を任されたのだ。それと、お前達の今後の世話もな」

「……はぁ？」

　思わず聞き返す俺に、スノウが背筋を伸ばし敬礼する。

「今日付けで貴様の隊への配属となった。私は今後、貴様の率いる部隊の副隊長となる」

　……スノウが俺の隊所属になったらしい。

　というか、なぜこんな展開になってしまったのか。

「なに？　俺、来ていきなり隊長なの？」

　俺の質問に、スノウが敬礼したまま呆あきれたような視線を送ってきた。

「……お、お前はちゃんとティリス様の話を聞いていたのか？　この国は、魔ま族ぞくとの戦いで多くのベテラン指揮官や騎士を失った。女の兵士や、若い指揮官や騎士が多いのはそのためだ。現状として、部隊を率いる者が圧あつ倒とう的に足りていない。お前は元いた国で部隊を率いた経験があるのだろう？　なので、今日から貴様には、小隊ではあるものの遊ゆう撃げき部隊を率いてもらう事になったのだ」

　なかなか分かってるじゃないかこの国の連中は。

　まさか、赴ふ任にんして早々俺を隊長待たい遇ぐうにしてくれるとは。

「だが私は、お前の事を上司だと思ってはいない。戦闘において、実質的には私が指揮を執とる。貴様は邪じや魔まにならないよう引っ込んでいればいい」

　この女いきなり何言ってんだ。

「お前、元騎士団隊長だったからって調子に乗んなよ？　俺だってなあ、昔は指揮官としてそれなりの活かつ躍やくをしてきたんだ。魔族とやらに負け続きのお前らより上手うまくやってやんよ！」

「……アーティファクトを修復してくれた事だけは礼を言う。だが私は今回の件で、貴様をまったく信用してはいない。もしこの国で何かを企たくらんでいるのなら、早々に諦あきらめるのだな！」

　スノウはそう言い放つと、身を翻ひるがえして勝手にどんどん歩いていった。

　馴なれ合うつもりは無いから勝手について来いということか。

　俺とアリスは、そんなスノウの背中に向けて。

「責任を取らされて降格されたからって、八つ当たりとか恥はずかしくないんですか、やだー！」

「やだー！」

「わ、私は降格などされてはいない！　そう、怪あやしげな貴様らの監かん視し役なのだ。そして素人しろうと同然のお前では心こころ許もとないと、この私が配属されたのだ！　そこら辺を勘かん違ちがいするなよ！」

　バッと振ふり返り、どこか焦あせったようなスノウの言葉に、俺とアリスは顔を見合わせると。

「……きっと監視役だとか思っているのは、自分だけだよなあ……？」

「当たり前だろ？　国宝であるアーティファクトとやらがあんな事になったんだぞ。普ふ通つうなら切腹ものの失態だ。きっとああやって自分に言い聞かせてるんだよ」

「き、貴様らああああああ！」
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「ここがお前の部屋になる。生活に必要な物は中に一通りは揃そろっている。そして、アリスはどうするかな……」

　あれからひと悶もん着ちやくあった後、俺達は城の宿舎に案内され部屋をあてがわれたのだが、スノウが言葉を濁にごしていた。

「アリスはどうするかって、どういう事だ？　コイツになんかあんの？」

「……一応この宿舎は、部外者は立ち入り禁止なのだが……」

　困ったように言ってくるスノウに、アリスが突とつ然ぜんいきり立つ。

「はあ？　何言ってんだお前、この優ゆう秀しゆうな自分だけ除のけ者か？　六号の率いる部隊に所属するに決まってんだろ！　そんなんだから降格されるんだよマヌケ！」

　いや、表情は普ふ段だんと変わらないが、多分コイツなりに怒おこっているんだろうと思う、口の悪さ的に。

「な、ア、アリス、お前、子供のくせになんて口の利き方を……？」

　見てくれは子供みたいなアリスの突然の罵ば声せいに、スノウが目を白黒させて後ずさる。

「口の利き方なんぞさっきから上司の六号に舐なめた口利きいてるお前に言われたくねーぞ、分かったらとっとと自分の部屋も用意しろ、この守しゆ銭せん奴どのでき損そこないが！」

「な……、なんて口の悪い子供だ！　し、しかし、小隊というのは五人一組で構成されている。そして、それぞれには役目があるのだ。基本的に、前衛には騎き士しが三名、後衛には魔法使いと治ち療りよう術士が基本だ。六号と私がこの場合前衛扱あつかいになるから、残るは前衛一人と魔法使い、治療術士が必要なのだ。……アリスは何かできるのか？」

　疑わしい目を向けるスノウに、アリスがズイと顔を近づけながら食って掛かかる。

「なにかできる？　高性能な自分は何でもできるっつーの。自分の得意分野は頭脳作業全ぜん般ぱんだが、未開人のお前らには理解できない超ちようテクノロジー、ナノマシンを活いかして衛生兵やってやるよ！　だから、そのメンバー構成でいくと治療術士とやらがいらない子だな！」

　勝手に治療術士とやらをいらない子認にん定ていし、アンドロイドのくせに怒りながら部屋を出て行くアリスを見送り、

「い、いいのかな勝手に……」

　スノウが本来の年相応な困り顔で、蚊かの鳴くような声で呟つぶやいた。




　──スノウがアリスの部屋の手配を行った後、続いて宿舎の庭へと案内される。

　そこでは、どの部隊にも所属していない連中が戦闘訓練をしているらしい。

「訓練止やめ！　これより一個小隊の編制を行うため、それに伴ともない隊員を二名募ぼ集しゆうする！　我こそはと思う者は集まるがいい！」

　スノウの言葉に、思い思いに剣を振っていた者が動きを止めて集まってきた。

「来たばかりのお前達はここにいる兵士のクセを知らんだろう。小隊の隊員は私が決める。これは履歴書だ。一応目を通しておけ」

　すでに誰だれを入れるかは決めているのか、スノウは俺達に紙束を押し付けると全員が集まるのを待っていた。

「おい六号、ちょっとこれ見てみろ」

　パラララと紙をめくっていたアリスがふと手を止めて、履歴書を見せてくる。

「『武神、アレキサンドライト・グレイブニール』。いいじゃないか、名前的にも強そうだ」

「違う、そっちじゃない。ソイツの年ねん齢れいを見ろ、80過ぎの爺じいさんじゃないか。そうじゃなくこの二人だよ」

　この名前で爺さんって時点で強キャラ臭しかしないのだが、アリスが見せてきたのは次のページに載のっている二人。

「『戦闘用人造キメラ、ロゼ』、『ゼナリスの大司教、グリム』……？　このキワモノ臭しかしない二人がどうした？　……あっ！　『味方殺しのドジっ子魔法使い、ミレイ』！　俺、この子がいい！　ドジっ子ちゃんがいい！」

「ドジっ子魔法使いってどう考えても地じ雷らいじゃねえか。それより見ろ、その二人の討とう伐ばつ数ってところを。他ほかの連中に比べてぶっちぎりだ」

　アリスに言われて見てみれば、確かにこの二人だけ数字が飛び抜ぬけていた。

　しかし……。

「それ言ったら、アレキサンドライトさんは二人の何十倍もの討伐数だし、やっぱこっちの方が……」

「爺さんは忘れろ、作戦行動中に激しい運動させてポックリ逝いかれたらどうすんだ。それに、この二人の肩かた書がきの方が面おも白しろそうだぞ。ゼナリスの大司教とやらはよく分からんが、戦闘用人造キメラだなんてウチにピッタリの人材じゃないか？」

　……言われてみれば、確かに怪かい人じんっぽい肩書きだ。

「よし、皆みんな集まったな。では、小隊に編入する者を発表する！　まず一人目は……」

　と、言い掛けたスノウをアリスが遮さえぎり。

「待てスノウ、編入するのはこの二人だ」

　そう言って二枚の履り歴れき書を手て渡わたした。

「うっ……。いや、この二人は……！　せめてどちらかを、アレキサンドライト様に……」

「お前らは揃いも揃ってなんでジジイが好きなんだ、いいからこいつらを紹しよう介かいしろ」

　アリスに叱しかられたスノウは子供相手に強く出れないのか、ブチブチ言いながらも二人の隊員を呼び寄せた。

　俺達の前にやってきたのは一人の少女。

「……まあ、どういう隊員なのかは書類に書いてあるからそれを読め。ほらロゼ、自己紹介しろ」

　スノウに促うながされたその少女は。

「私はロゼ。そう、戦せん闘とう用人造キメラのロゼ……。あなた達に、この私を使いこなせる……？」

　アリス以上の無表情を湛たたえたまま片方の眼めを手で隠し、物もの憂うげにこちらを見つめてきた。

　年の頃ころはアリスよりもちょっと上の、十四、五歳ぐらいかと思われる。

　と、そんなロゼの穿はいているスカートの裾すそから、トカゲのような尻しつ尾ぽが覗のぞく。

　よく見れば短めの銀ぎん髪ぱつからは、鬼おにのような小さな角が一本だけ生えており、左右で目の色が違っていた。

　なるほど、人造キメラか……。

　俺はロゼのポーズをそっくりそのまま真似まねしながら、

「俺の名は戦闘員六号。そう、改造手術を施ほどこされ、本来の名と共に過去を捨てた戦闘機械。よろしく頼たのむぞ、戦闘用人造キメラ……！」

「自分はキサラギ＝アリスさんだ。お前らみたいな恥ずかしい発言をする痛い子ちゃんは、ウチの結社にたくさんいたから安心しろ。ちゃんと使いこなしてやるよ」

　俺達の自己紹介に、ロゼはピタリと動きを止め、両手で顔を覆おおい震ふるえ出した。

「おいアリス、せっかく俺がカッコつけたのにお前もちゃんと合わせてやれよ。……ほら見ろ、痛い子ちゃんなんて言うから顔真っ赤にして震えてるだろ」

「お前らのバカな遊びに付き合ってられるか。……おい、恥ずかしいならそんな事してないでこっち来い」

「は、はい……。あたしは人造キメラのロゼです。どうかよろしくお願いします……」

　耳まで顔を赤くしながら、ロゼがトボトボとやってくる。

「とまあ、こういった変わったところがあるが、開発者の教育方針によるものらしいからそっとしておいてやってくれ」

「あたしを作ってくれたお爺ちゃんが、こういう時はこうしろって……！　うっ、うっ……。本当は、こんなバカな事したくないのに、お爺ちゃんの遺ゆい言ごんだから……！」

　スノウのフォローに泣き出したロゼを横目に、俺は渡わたされた履歴書に目を通す。

　そこには、ロゼのこれまでの戦果、及および特とく殊しゆ能力の数々が……。

「……えっ、なにこれ。お前、食ったもんの能力を取り込めるの？」

「えっ？　は、はい、あたしはキメラだからか、食べ物の影えい響きようを受けやすくて……。一口二口じゃダメですけど、同じ魔ま獣じゆうのお肉を食べ続けると特性を取り込めるんです。最近はもっぱら、力の強い一いつ角かく獣じゆう鬼きや、炎ほのおを吐はき出す爆ばく炎えんトカゲのお肉ばかり食べてました。おかげで、ちっこい角や尻尾が生えちゃって……」

　その言葉に俺とアリスは、顔を見合わせ。

『……おいアリス、怪人見習いだ』

『ああ、コイツは逃にがすわけにはいかないな』

「な、なんですか？　二人とも何言ってるのか分かんないんですけど嫌いやな予感が！　……って、あれ？　何か変わった食べ物持ってませんか？　その、凄すごく良い匂においが……」

　突然の日本語に怯おびえを見せていたロゼが、鼻をスンスンさせながら尋たずねてくる。

　この星にやってきてから何も食べていなかった俺は、ここに来る最中に、携けい帯たい食しよくをかじっていたのだが……。

　俺はスティック状の携帯食を見せびらかし、

「ひょっとしてコレか？　みんな大好きバランス栄養携帯食、カロリーゼットだ。欲しいのなら分けてやるけど、その代わり俺の言う事はなんでも聞くんだぞ」

「な、何でもですか!?　ああ……、でも抗あらがいがたい良い匂いが……！」

「おい六号、食い物で腹ペコ少女を釣つる今の絵え面づらは通報ものだぞ。でも、コイツの扱い方は理解した」

　俺が携帯食を左右に振ふると、それに釣られて物欲しそうなロゼの視線が動かされる。

　と、俺達が携帯食でロゼを餌え付づけしていると、周囲をキョロキョロと見回していたスノウが誰かを見付け呼び掛けた。

「おいグリム、寝ねていないでこっちへ来い！」

　スノウに呼ばれて俺達の前にやってきたのは、車いすに座った女だった。

　グリムと呼ばれたその女性は、年の頃は十八、九ぐらいだろうか？

　そんな車いす女のパッと見た印象は重病人だ。

　眠ねむたげな茶色の瞳ひとみに青ざめた土気色の顔色、そして綺き麗れいな茶ちや髪ぱつのストレート。

　車いすに裸足はだしのまま腰こし掛かけた体の弱そうな姿を見て、本当に大だい丈じよう夫ぶなのかと心配になる。

「俺が今日から隊長になる、戦闘員六号だ」

「参さん謀ぼうと衛生兵を務めるアリスさんだ」

　自己紹介する俺達に、グリムは目を輝かがやかせ。

「初めまして、私はグリムよ。隊長には色々質問があるけれど、まずは一番大事なところを聞こうかしら。隊長は妻帯者？　彼女なんかはいるのかしら？　ちなみに私は独身よ。こんなにいい女なのに、なぜか不思議と彼氏もいないわ」

「独身ですよ。そしてこんなにも好青年な俺なのに、なぜか不思議と彼女はいない」

「二人ともいきなり何の話をしている、部隊での色いろ恋こい沙ざ汰たは御ご法度はつとだ！　戦闘に関する事を聞け！」

　スノウが激げつ昂こうし叱りつけるが、俺の答えを聞いたグリムはなんだかひどくソワソワしている。

　……さて、戦闘に関する事を聞けと言われたが、まずは何から尋ねるべきか。

　ゼナリスってなんなんだとか、車いす生活なんだから無理して戦場に行かなくていいんじゃないかとか、考えたらキリがないのだが、一番気になるのは……。

「グリムは魔法使いなのか？　俺、魔法ってのに詳くわしくなくてな。一体どんな事ができるんだ？」

　そう、魔法である。

　グリムの履歴書には特技の欄らんに呪じゆ詛そなんて物ぶつ騒そうな項こう目もくがあったのだ。

「私は正確には魔法使いじゃないんだけどね……。偉い大だいなるゼナリス様のお力を借り受けて、奇き跡せきの代行者を行っているわ」

　奇跡の代行者ってなんなんだろう。

「なんだ、そのゼナリス様ってのは」

「不死と災わざわいを司つかさどる、偉大なる御お方かたよ。私はゼナリス様に仕える信徒なの」

　不死と災いを司る……。

「……じゃ、邪じや神しん？」

「し、失礼な！　ゼナリス様を邪神呼ばわりだなんて罰ばちが当たるぞ！」

　本来なら力を見せて欲しいとこだが、呪詛ってのが気にかかる。

　まあ、どうせ近いうちに戦場で見れるだろう。

　……と、グリムは何を思ったのか、車いすの上で体育座りの体勢を取った。

　そして挑ちよう発はつ的な笑えみを浮うかべると、長めのスカートが引っ張られ、裾が少しずつ持ち上げられ……。

「ふふふ……、ねえ坊ぼうや、お姉さんのスカートの中が気になるでしょう？　ゼナリス様を邪神呼ばわりした事を悔くい改あらためなさい。そうすればあなたに洗礼を授さずけてあげるわ。そしてきゃあああああああああ！」

《悪行ポイントが加算されます》




　勿もつ体たいぶるグリムのスカートを、俺はスパーンとめくりあげた。




　病弱で清せい楚そなイメージだったのに、晒さらされた黒の紐ひもパンで抱いだいていた印象が一変する。

　とんでもねえ、こいつはとんだドスケベ女だ。

「本当に見せるつもりまではなかったのに！　ねえ、ちゃんと責任取ってよね！　専業主婦として養ってもらうわよ！　逃がさないわ！　ええ、絶対に逃がさない！」

　ドスケベどころじゃねえ、こいつはとんでもねえ地じ雷らい女だ。

「まあ落ち着け怪かい人じん紐パンパン。六号を前に挑発なんてするお前も悪い」

「紐パンパンって何!?　その呼び名は止やめて！　この下着を着けてると彼氏ができやすいってピヨコ俱く楽ら部ぶに載のってたのよ！」

　ピヨコ俱楽部ってなんだよ、婚こん活かつ雑誌か何かだろうか。

「パンツ見たぐらいでいちいち嫁よめに貰もらってたら、俺は今いま頃ごろ石油王並みのハーレム築いてるとこだ。後で俺のパンツも見せてやるから、それでおあいこな黒パンパン」

「野や郎ろうの小こ汚ぎたない下着と乙おと女めのパンツを一いつ緒しよにするな！　あとその呼び名も止めて！」

　と、そんな俺達のやり取りに、スノウが深くため息を吐いた。

「はあ……。よりにもよって、とびきり厄やつ介かいなこの二人を選ぶとは……。まあいい、戦闘に関してだけなら、こいつらは秀ひいでているしな」

　その言葉にふと気づく。

　履歴書に書かれていたのは、老人やドジっ子魔法使い、そして今一緒にいる色物二人だけではない。

　その他ほかにも、なんらかの問題がありそうな面めん子つばかりだった。

　つまり、この集団は……。

「厄介者ばかりの中から、更さらに問題児を集めたこの小隊だが、まあよろしく頼む。とはいえ、お前達落ちこぼれと馴なれ合うつもりはないからな」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのスノウはそう言って、俺達に背を向けるとひらひらと手を振り──

　……おい、厄介者ってふざけんなよ。

　そりゃあ俺達は、車いすに乗った体の弱そうな紐パンに、魔物っぽい腹ペコ少女。

　そして、身元不明の悪の組織の戦闘員とアンドロイドだが……！




　──どう考えても厄介者です、本当にありがとうございました。




　……あれ、ちょっと待て。

「つまり、お前も厄介者扱あつかいされてここに飛ばされたって事か？　だって性格に難ありだもんな」

　その言葉にスノウがビクリと身を震わせて、

「なな、何を言って……！　い、いや違ちがう！　違うぞ、私はお前達の監かん視しのために！」

「おい六号、こいつ降格させられただけじゃ飽あき足らず、ティリスに体ていよく厄やつ介かい払ばらいされたんだぜきっと。やーい、落ちこぼれ、落ちこぼれー！」

「や、やーい！　やーい!!」

「ひゅーひゅー！」

　アリスに煽あおられ、ロゼやグリムまでもがそれに続いてはやし立てる。

　悔くやしげに唇くちびるを嚙かみながらも、スノウは強気に拳こぶしを握にぎり。

「くっ、な、何とでも言っていろ！　とにかく貴様らはこの私の指示に従っていればいい！　私の指揮ですぐに目に見える戦果を挙げて、とっととこんな隊から抜ぬけ出してやる！」

　元エリートのプライドなのか、意志の強そうな目で肩かた越ごしにこちらを睨にらむが。

「あっ、聞いたか六号。とうとうこんな隊から抜け出してやるとか言ったぞ。さっきまでは、自分達の監視としてこの隊に配属されたとか言い張ってたくせに」

「ほんとだ、とうとうこいつ左さ遷せんされたの認めやがった。というか、左遷隊長の指示なんか聞けるかよ。俺だって昔は部隊を率いてたんだ、好きにやらせてもらうからな」

　アリスと俺が煽ってやると、堪こらえ性しようが無いのか左遷隊長の眉まゆが吊つり上がる。

「左遷隊長と呼ぶな！　貴様はこの国の戦争に関しては素人しろうとだろうが、黙だまって私の言う事を聞いておけばいいんだ！　大体、貴様の着ている変な鎧よろいが問題だ。なんというか、こう……。黒くて邪悪そうというか、騎き士しというより魔族の下っ端ぱ兵士が着ていそうで隊長っぽくないというか……」

「お、お前ふざけんな、俺の鎧は関係ないだろ！　戦せん闘とう服がトゲトゲしいのは認めるが、そこまで言われる筋合いねーぞ！」

　旧式のクソ重い戦闘服だが、長年愛用してきた相棒みたいなもんなのに！

「ええい、うるさい！　貴様の様な奇き天て烈れつな行動に走る、顔に傷を持つ腐くさった目をした男が隊長だなどと、それだけで我々の名めい誉よに関かかわるのだ！」

「なっ！　てめ、こっ、このっ……！」

　この女、ちょっとばかし甘い顔してればつけあがりやがって！

「見た感じ、学もなさそうだがどうなんだ!?　貴様は優ゆう秀しゆうな学院でも出ているのか？　私はこの国で最高ランクの大学を卒業しているが？」

「うぐっ……」

　大学なんて行ってねえよ！

　戦闘員が忙いそがしくて、こちとら高校中退だ！

「分かったら私の指示に従うと誓ちかえ！　そうすれば戦場で恥はじをかく事もないだろう！」

　こ、こいつ、調子に乗りやがって……ッ！

「なんだその目は？　握った拳は？　ほう、手を出すのか？　いいぞ、私が女である事など気にするな、遠えん慮りよなく殴なぐりかかってくるがいい！　できるのか貴様に？　さぁ、私を殴る度胸があるのならやってみろ！」

　こっ……！




「こいつめ───────────ッッ!!」




　俺の発した大声に、スノウがビクッと身構える。

　俺は、真しん剣けんな顔で身構えたままの、スノウの両胸をわしづかんだ。

　服の胸むな元もとを盛り上げてくっきりと自己主張する、スノウの巨きよ乳にゆうを。

　呆ぼう然ぜんとしている周りのやつらと身構えたままぽかんと口を開けたスノウの顔を、俺は忘れる事はないだろう。

《悪行ポイントが加算されます》
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「誰だれか、誰か助けてくれ！　この女は頭がおかしい」

「一体誰がおかしい女だ！　おかしいのは貴様の頭だっ」

　ロクに女性に縁えんのない俺だったが、今、生まれて初めて女に追いかけ回されていた。

「おい落ち着け、謝るから！　謝るから、まずはゆっくり話をしよう！」

「今いま更さら何を話す事がある！　今思えば、貴様は最初会った時に斬きり捨てておくべきだった！」

　刃は物ものを持った、髪かみを振ふり乱して血走った目をした女にだが。

「ちょろっと乳揉もんだだけで刃物抜ぬくとかお前絶対頭がおかしい！」

「だからおかしいのは貴様の方だッ！　頭がおかしくない人間は、そもそも人様の胸をなんの脈みやく絡らくもなく揉んだりしない！」

　うっかり転んだ拍ひよう子しに胸揉んだりとか、漫まん画がとかではよくある事だ。

　それで女に追い掛かけ回されてしばかれるって展開も、お約束だって事は認める。

　でも……、

「お前、もうちょっと頰ほおを染めながら追いかけてくるとか、せめて叩たたかれたら痛いぐらいの道具にしろよ！　追いかけられてもちっとも嬉うれしくない!!　ガチ切れで目が血走っててこえーんだよ！」

「当たり前だ、貴様を殺すつもりで追いかけているからな！」

「誰か来てぇぇ！」

　何だコレ、ラブコメみたいなニヤニヤできる展開とまるで違う！

　俺が本気で助けを求めながら城の中を走り回っていると、そこに……。

「ティリス！　ティリスじゃないか!!」

　目の前にはこちらに向かって歩いているティリスの姿。

「六号様、これはちょうど良いところに。実は……。ど、どうしたのですか二人とも、一体何が!?」

「今はそんな事はいいから、助けて助けて！」

「ティリス様、お見苦しいものをお見せしますが、すみません！　その男を叩き斬りますので！」

　ティリスの背後に震ふるえながら隠かくれる俺に、スノウが血走った目をぎらつかせてくる。

　叩き斬るとか、絶対年とし頃ごろの女の使う言葉じゃないだろ。

「な、何があったのかは知りませんが、城の中での刃にん傷じよう沙ざ汰たは地ち下か牢ろう行きですよ！　スノウ、どうか落ち着いて！」

　その言葉に、スノウは悔しそうな顔でしぶしぶ剣を納めるが……。

「……明日の任務では背中に気をつけるんだな」

　スノウは、立ち去る前にそんな物ぶつ騒そうな言葉を残していった。

　……あいつ絶対騎士とかじゃなく、俺達悪の組織寄りの人間だろ。

「ふう、たかが乳揉んだくらいであそこまでガチ切れするとは思わなかった。助かったよティリス」

「ろ、六号様、なぜそんなバカな事を？　スノウは冗じよう談だんが通じない子です。家いえ柄がらで騎士になった者とは違い、スラムのみなしごの身から近この衛え騎士団の隊長にまでたゆまぬ努力の末で登り詰つめた、真面目まじめな努力家ですから……」

　なんだよアイツ、プライド高そうだから、てっきりいいとこのお嬢じようかと思ってた。

「そういえば、俺に会った時ちょうどいいとか言ってなかったか？　何か用事でもあったん？」

「ええ。実は、アリスさんの部屋の事なのですが──」




「──まあ、しょうがないか。任務のためにも同じ部屋の方が何かと都合もいいだろうしな。おい、自分が美少女だからって変な事するなよ。生せい殖しよく機能は付いてないからどうしてやる事もできんぞ」

「アホか！　ロボット相手にそんな気起きるか！　くそう、どうしてこうなった！」

　俺とアリスの急な雇こ用ようのため、部屋が一つしか用意できなかったらしい。

　お連れさん同士だし、しばらく相部屋でお願いしますとの事。

　俺とアリスがずっと旅をしていたという設定が、こんな時に裏目に出た。

「ムラムラきたら、しばらく部屋から出てやるくらいには理解があるから安心しろ。後、部屋に入る前にはちゃんとノックしてしばらく経たってからドア開けるから」

「そんな気き遣づかいはいらねーよ！　俺を猿さるかなんかだと思ってんのか！」

　改めて、あてがわれた部屋を眺ながめてみる。

　ベッドはちゃんと二つ用意してくれたのはありがたい。

　他ほかに備え付けられているのは質素なイスとテーブルに、タンスが一つ。

　そして……。

「……見ろよアリス、水道が付いてるぞ。あと、これってランプじゃないよな？　油入れるところがないもん。壁かべにもコンセントがないテレビみたいなのがくっついてるし。未開な土地に俺達の星の道具を持ち込んで神のごとく崇あがめられようと思ってたのに、これじゃダメじゃん」

「ここの文明レベルも侮あなどれないな。そのランプやテレビもどきは魔ま法ほう的な物で動くんじゃないのか？　人造キメラなんて生み出す技術もあるみたいだし、城に残されていたアーティファクトといい、調べなきゃいかん事は山ほどあるな」




　日本から持ってきた荷物を広げ、これでこの地での生活はなんとかなりそうだと一息つく。

　重い戦闘服を脱ぬいでベッドに寝ね転ころぶ俺に向け、

「おい六号。ところで明日は、スノウの口ぶりだといきなり戦闘任務がありそうだ。本来の我々の任務を忘れるなよ？　基本的にこの国のサポートはするが、旗色が悪くなったら無理せず退たい却きやくだ。騎士に取り立てておいての厄介者扱いは誰が仕組んだのか知らないが、なかなかいい性格をしているヤツがいるみたいだしな。あまり舐なめていると痛い目を見るぞ」

　何がそんなに気に入ったのか、乾かわいた布でショットガンをきゅっきゅと磨みがいて手入れをしながらアリスが言った。

「そんな事ぐらい分かってるさ。でも王様との面会の時に、ナイフは没ぼつ収しゆうされたのに拳けん銃じゆうは取り上げられなかった。つまり、ここの連中は銃が何だか分かってないって事だ。戦車の残ざん骸がいもアーティファクトだとか言ってたし、まだ剣や弓で戦っている戦争レベルならいくらでも手はあるさ。職と住む所は手に入れたし、ここは大きい手て柄がらの一つでも挙げて、褒ほう美びにアジトを貰もらっちまおうぜ……！」







[image: 二章　商売仇を蹂躙せよ]
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　翌朝。




「──卑ひ怯きような。敵の補給を狙ねらうだと？　補給部隊は基本的に、戦せん闘とうに使えない下級の魔族で構成されているんだぞ。そんなものを襲しゆう撃げきして手柄になるか！」




　王城の前に整然と騎き士し団が整列する中、俺達は一番隅すみっこに並ばされていた。

　今から、この都市の周辺に集結をはじめている魔物の群れを叩くらしい。

　整列した騎士団の前では、この国の将軍らしき人間がなにやら演説をしている。

　そして、そんな連中とは別に、好きにやれとの命令を受けたいらん子小隊である俺達は、独自に作戦を考えていたのだが……。

「隊長、できればあたしも強い敵と戦いたいです。お爺じいちゃんの遺ゆい言ごんで、この世の全すべての魔ま獣じゆう肉にくを食くらい尽つくし、最強のキメラとなれって言われてるんです」

　こいつ、爺ちゃんっ子なのか。

　遺言を果たすためとか言われると、悪の戦闘員な俺のちっぽけな良心でもぐらついてしまう。

「うーん、その気持ちは汲くんでやりたいとこなんだが……。それだったら、誰だれかが倒たおした魔獣の肉をこっちに回してもらうんでもいいんじゃないのか？」

「新しん鮮せんな魔獣のお肉じゃないと美味おいしくないんですよねえ……」

　……良心のぐらつきを返せよ腹ペコキメラめ。

「ロゼの言う通りだ！　強い敵が多くいる部隊は、それだけ大物の指揮官がいる。そこに突とつ撃げきを敢かん行こうし首を取る。なに、この私が強敵を引き受ける。雑ざ魚こはグリムの呪のろいで一いつ掃そうさせよう。ロゼは私について来い！」

　問題は、この手柄に目が眩くらんでいる脳筋女だ。

　補給部隊を襲撃しようという提案を、スノウが頑かたくなに反対していた。

　俺がどれだけこの作戦の有用性を説いても聞きもしない。

　この心の狭せまい女は、昨日乳を揉んだ事をまだ根に持っているらしい。

　と、そんな俺達を見かね、アリスが口を開いた。

「まあ聞け、お前ら。補給部隊を襲おそう事は手柄にならないと思っているようだが、それは違ちがうぞ。まず第一に、お前達は普ふ段だん真正面からバカ正直に攻せめるだけ。だから敵も補給を潰つぶされるとは思わず、舐めてかかっているだろうからロクな護衛もいるまいよ。で、最前線で戦っている敵は、補給部隊が全ぜん滅めつなんて聞いたらどう思う？　少なからず混乱するさ」

「……むう」

　眉まゆを寄せてアリスの説明を聞くスノウ。

「そして第二に、補給がなくなるという事はどこの戦争においても致ち命めい傷しようだ。たとえ戦闘に勝っても、物資がなければそこに留とどまれず撤てつ退たいせざるをえない。我々が補給を絶てれば、たとえ騎士団が戦闘に負けたとしても敵は帰る。たった一部隊が敵の行く末を決めてしまうんだぞ。コレを大手柄と言わないでどうするんだ」

「…………ふむ」

　俺の時とは違い、素す直なおに話を聞くスノウが憎にくたらしい。

「ついでに言えば、一度でもこれをやっておくと敵は今後警けい戒かいする。警戒するという事は補給部隊にも護衛の兵が割さかれるわけだ。たとえ我々が、今後一いつ切さい補給部隊を襲わなくてもな」

　アリスの言う通り、その分僅わずかばかりとはいえ、最前線に回される敵の数は減ることになる。

　……ていうか、それもさっき俺がちゃんと説明したはずなんだけど。

「……どうだ？　補給部隊を襲うという単純で当たり前の作戦だが、長期的な目で見ていかに有効であるか理解できるか？　騎士道というものは知っているが、これは戦争なんだ、割り切るべきだよ」

「…………アリスの言っている事は理解できる。だが、大きな手柄と認めてもらえるかどうか……。降格された事により給料も下がってな……。このままでは我が愛あい剣けんコレクションの一つ、灼しやく熱ねつ剣けんフレイムザッパーのローンが払はらえず、取り上げられてしまう……」

　スノウはそう言うと、泣きそうな顔で自らの剣を胸に抱だく。

　愛剣コレクションって、こいつ刀剣マニアなんだろうか。

「それに関してはこの男に任せておけ。手柄を誇こ張ちようし、最大限に報告するのは大の得意だ」

「……なるほど。確かに、そんな姑息そうな顔をしている」

「お前ら、一発ずつ引っぱたいていいか？」

　話はまとまったかと思われたが、ロゼがお腹なかを押さえながら、切なそうに呟つぶやいた。

「あのう、それじゃあ今日の任務は補給部隊の襲撃ですか？　あたし、貰ったお給金で未いまだ食した事のない魔獣のお肉を買い漁あさってるんで、いつもお金がすぐに尽きちゃって……。今日も朝から何も食べていないんです。魔獣が食べられないとなると、そろそろ泣きそうなんですが……」

　コイツの普段の食生活が凄すごく気になるなあ……。

　まあ、そういう事なら。

「襲撃した補給物資は好きにしていいぞ。といってもほとんどが食い物ばかりだろうがな」

「補給部隊の襲撃作戦でいきましょう！」
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「……あれか。なるほど、確かに油断しきっているな。ロクに武器すら持っていないではないか。おいグリム、そろそろ起きろ」

　敵が集結している地点から、少し離はなれた街かい道どうの茂しげみに身を隠かくした俺達は、目の前をゆっくりと横切ろうとする補給部隊に狙いを定めていた。

　小柄なロゼに車いすを押してもらい、ここまで眠ねむったまま運ばれてきたグリムが、スノウにユサユサと揺ゆらされる。

　ちなみにこいつは先さき程ほどの作戦会議の時もずっと車いすで眠っていた。

「うう……、な、何？　目を覚ましたら太陽の下で野ざらしとか、私に恨うらみでもあるの？　ううう……太陽なんて滅ほろびればいいのに……」

　スノウに起こされ、頭をフラフラさせながら変な事を口走るグリム。

「グリム、今から戦闘だ、しっかりしろ。といっても相手は雑魚ばかりだが、油断はするなよ」

　油断なく辺りを見回しながら、スノウが愛剣の具合を確かめる。

「雑魚ばかりなら、この大司教のグリムさんの出番じゃないわね……」

「おいこら、寝るな！」

「バカ、声がデカい！　気づかれたじゃねーか！」

　スノウとグリムが言い合っている声で相手に気づかれてしまったらしい。

　──あれは俗ぞくに、日本のファンタジー漫まん画がなんかでオークと呼ばれている魔物だろうか。

　豚ぶた顔の、ロクに武器も持たない二足歩行の怪かい物ぶつ達が、物資を積んだ台車を引っ張っていた。

　しかし、オークって地球の伝承にあった空想の生き物だよな。

　それがなぜこの星に生息しているんだろう。

　……まあ、そんな疑問は今考える事じゃない。

「気づかれたからにはしょうがねえ。お前ら行くぞ！　戦争だ!!」

　俺は隠れていた茂みから飛び出すと、戦闘員マニュアルに書いてある、テンプレートともなっているセリフを大声で。




「ヒャッハァー！　ここは通さねえぜえぇぇぇぇ！」




　叫さけぶと同時、抜ぬいたナイフの刃はを舐なめながら襲い掛かかった！




　──ショットガンの音が鳴り響ひびく。

　アリスが放った銃じゆう弾だんにより、オーク達が次々と倒れ伏ふす。

「ヒャッハァ！　逆らうヤツは皆みな殺ごろしだぁ！　命が惜おしけりゃ荷物を置いて失うせやがれ！」

「失せやがれ！」

　マニュアルにあるセリフを叫びながら、先頭のオークが引っ張っていた荷車に蹴けりを入れると物資を載のせた荷車が引っくり返った。

　横転した荷車に道を塞ふさがれ、後続の連中が足止めされる。

　俺とアリスが輸送部隊に突つっ込むと、豚のような悲鳴を上げてオーク達が逃にげ惑まどった。

　俺達のすぐ後ろをついてきていたロゼが、戸惑った声で告げてくる。

「た、隊長、そのセリフはやめませんか？　これはただの軍事作戦のはずなのに、あたしなんだか、物凄い悪事に加担している気になってきます……」

　そんな事言われても、これは戦闘員マニュアルにある、敵への正式な降こう伏ふく勧かん告こくなのに。

「あっ、隊長！　敵の補給物資はどうしたらいいですか？　大量にありますが！」

「お前がお持ち帰りする分以外は全部焼き払はらってしまえ！　魔王軍の連中に、俺達の恐おそろしさを思い知らせてやるのだ！　フハハハハハハ！　フハハハハハハハハッ!!」

「わーい、隊長素す敵てきー！」

　ロゼに物資の焼しよう却きやくを指示した俺が高笑いを上げていると、背後から凄すさまじい殺気を感じた。

「殺とったー！」

「うおうっ！」

　とっさに転がり回かい避ひをすると、そこには剣を突き出した姿勢のスノウの姿が。

「おい。……おいこら、お前今俺に何した」

「……チッ」

「お前今、舌打ちしただろ！　今、俺の事を本気で殺そうとしただろ！」

　やっぱりこの女は頭がおかしい！

　今後絶対にこいつには背中を見せないでおこう！

　いや、もうここまできたら、いっそここで事故に見せかけて……。

「な、なんだその目は。やる気か？　いいぞ、こい！　乙おと女めの胸の代だい償しようは高くつく事を教えてやろう！　我が愛剣の錆さびにしてやる！」

　……と、俺達が一戦を交えようとした、その時だった。

「我が業ごう火かの海に沈しずむがいい……！　永遠に眠れ、クリムゾン・ブレス！」

　ロゼのそんな叫びと共に、敵の補給物資が凄まじい熱と光に包まれた。

　見れば、なんとロゼが灼熱の炎ほのおを吐はき出している。

　それを見た俺は、思わず日本語が口を突く。

『……おいアリス、あれがキメラの特とく殊しゆ能力か？　あの子、人造らしいけどさ……。この星にはあんなんがポンポンいたりしないよな？』

『アイツを地球に持って帰ったら、クリーンでエコなエネルギー源にならないかな。なんであんな事ができるのか、後で色々調べてみよう。実に興味深いヤツだよ』

　物資と共に炎に包まれたオークが悲鳴を上げて転げ回り、辺りに豚肉の焼ける匂においが漂ただよった。

「……じゅるっ」

　その匂いに、ロゼが口の周りをすすだらけにしてよだれを……、おい。

「よだれよだれ。後、口の周りすすだらけだぞ。それと、一応言っとくけど戦せん闘とう中なんだからオークを食うなよ？」

「！」

　慌あわてて口の周りを袖そでで拭ぬぐうロゼの周りでは、何とか反はん撃げきしようとしているのか、オーク達が手近な物を手に取ってじりじりと近づいてくる。

「おいロゼ、ところで教えて欲しいんだが。さっきの前口上やお前さんが取っていたカッコいいポーズは、ブレスを吐く前には必ず必要なものなのか？」

「勘かん弁べんしてくださいアリスさん、分かってて言ってるんですよね！　アレはお爺じいちゃんが……！」

　と、涙なみだ目めでアリスに抗こう議ぎするロゼに向け、チャンスと見て取ったオーク達が殺さつ到とうする。

　だが、いつの間にかオークの後ろに回っていたスノウが、目も眩くらむような紅あかい斬ざん撃げきをオーク達の背に浴びせかけた。

　スノウの灼熱剣が閃ひらめく度たびにオーク達は炎に包まれ、悲鳴を上げながら次々と地に倒たおれ伏していく。

　まるで騎き士しのお手本とでも言えそうな、王道の剣術の腕うでに少しだけ感心する。

『六号、あいつも生身の体なのにやるなあ。騎士団ってのはあのレベルの連中がゴロゴロいるんじゃないだろうな。それだと、侵しん略りやくが少し面めん倒どうな事になるぞ』

『いや、あの女はなんのコネもなく実力で騎士隊長にまで登り詰つめたエリートだって聞いたな。流石さすがにあいつみたいなのが騎士の標準だとは思いたくない』

　俺とアリスがボソボソとやっていると、スノウが目ざとく見み咎とがめた。

「おい、まだ敵は残っているんだ、喋しやべってないでとっとと……、グリムはどうした？」

　そういやロゼの実力は見せてもらったが、グリムがまだ力を使ってないな。

　アイツが言ってた、呪じゆ詛そってヤツを一度この目で見てみたいのに。

　そんな、スノウに呼ばれた本人は……。




　最初に俺達が隠れていた茂みで、車いすの上で丸くなって眠っていた。




「「……おい」」

　思わず出た声がスノウとハモる。

「まったくあいつは……。いくら夜しか活動できない身体からだだといっても弛たるみすぎている。ちょっとキツイ制裁を……」

　怒ど気きをはらませグリムに歩み寄るスノウ。

　俺はそれとは逆に、グリムとスノウに背を向けながら……。

「もうオークはあらかた逃げ出したし、ほっとけほっとけ。グリムは俺が押して持って帰るよ」

　と、その時。

　俺達の頭上に影かげが差す。

　思わず空を見上げると、そこには──

「何アレ」

　地球で伝承などでのみ見られた、伝説の幻げん獣じゆう。

　グリフォンとか呼ばれる巨きよ大だい生物が、ゆっくりと降下してきた。
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「「グリフォン！」」




　ゆっくりと降下してきたそれは、ワシの頭にライオンの身体を持ち、巨大な翼つばさを羽ばたかせる生き物だった。

　それを見て、なにやら緊きん迫ぱくしているスノウとロゼ。

　そんな二人をよそに、初めて見る巨大な生き物に俺とアリスは……。

「おい、あれがゲームや漫画によく出てくる、あの有名なグリフォンらしーぞ！　オークといい、なんで向こうの空想の生き物がここにいるんだ？　そうだ、確かデジカメ持ってきてたな！」

「いや、グリフォンと聞こえているのは自分の意訳だ。しかし、どんな原理で飛んでいるんだ？　あのサイズを飛行させるには、ヤツの胸筋と翼では不可能なはずだが。あんなもん地球に連れ帰ったら、航空力学の学者達に石を投げられるぞ」

　観光気分で写真を撮とっていた。

「おい六号、何をしている！　遊んでいないで戦え！」

　そんなスノウの警けい戒かいに対し、上空から声が投げかけられる。

「おっと、あたしが用があるのはお前じゃなく、そこの荷物だ！」

　声の主は、ゆっくりと下降してくるグリフォンの背中にいた。

　それは、白はく髪はつ赤眼褐かつ色しよく肌はだの、頭部から二本の角を生やした女魔ま族ぞくだった。




「──まったく、部下に丸投げするんじゃなかったよ。補給部隊が遅おそいと思って来てみればなんてザマだ。ったく、やってくれたねえ……！」

　そう言ってグリフォンの背から降りてきた、赤を基調とした露ろ出しゆつの激しい衣い装しようの美女。

「この惨さん状じようはお前達がやってくれたのか？　けったいな鎧よろいを着た兄さん、見たところお前がリーダーだろ？　なんとか言いな！」

　けったいな鎧って、この戦闘服の事だろうか。

　褐色の巨乳に話しかけられた俺はといえば……。

「……なああんた、あたしの話聞いてる？　さっきから何してんの、それ？」

　類たぐいまれなる褐色巨乳をカメラに収め続けていた。

「おい。……おい、六号。おい。どうせ撮るならグリフォン撮れ。お前、何取り憑つかれたようにあの女ばっか撮ってんだ」

　アリスの言葉に、俺は仕方なくデジカメを下ろし。

「……確かにお前らの補給部隊を襲おそったのは俺達だが。そういうあんたは、その服装と態度からして……。なるほど、魔族の幹部クラスか」

　俺の返事に、巨乳がほうと感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらす。

「ひと目見ただけで幹部だって分かるのか？　お前、なかなかにいい眼めをしてるじゃないか。いかにも、あたしは魔王軍四天王が一人、炎のハイネ！　あたしの力を見み抜ぬくとは只ただ者ものじゃないね！」

　そう言って、ハイネと名乗った女は目を細めて胸を張る。

「フ……、まあな。お前からは悪の幹部特有の、独特のオーラが感じ取れる」

　ウチに所属している幹部連中は大たい概がいどこかおかしな人達ばかりだ。

　この無意味に露出の激しい奇き抜ばつな服装は、世界は違ちがえどもまず間違いなく幹部だろう。

　そう、変人オーラってやつだ。

「へえ、人間にしてはなかなかやるね！　……ふふっ、気に入った。あんたはこのまま殺すのはちょっと惜おしいね。そこの荷物を置いていくなら命は助けてあげるけど？」

　ハイネは心底楽しそうに目を細め、怪あやしげな笑えみを浮うかべてくる。

「何をバカな事を！　魔族の言う事に耳を貸す人間がいると思っているのか!?」

「そうです！　たとえ幹部が相手だろうと、人類が悪に屈くつする事などありえません！　あと、この物資はあたしの晩ばん御ご飯はんですから！」

　そう言って、ハイネの言葉にいきり立つ二人なのだが。

「……おい、どうするアリス？　アイツどう見ても怪かい人じん級だよな？　今の装備じゃキツイんだけど、今日はもう帰ろうか」

「そんなんだからお前はいつまで経たっても平社員なんだよ。ていうかちょっとは空気を読もうな」

　俺達の言葉にスノウとロゼがギョッとする。

「き、貴様という男は、敵に怖おじ気けづくなど恥はじを知れ！　やはり最初に会った時に斬きっておけば良かった！」

「た、隊長、あたしのご飯が！　もうほんとひもじいんです、お願いします、帰らないでください！」

　俺が糾きゆう弾だんされる中、ハイネが一いつ瞬しゆんキョトンとした表情を浮かべた後、大声で笑い出した。

「あっははははははっ！　お前、素す直なおで面おも白しろいなぁ！　いっそ魔王軍に入らないか？　腕は立ちそうだし、人類圏けんを完全に制圧したあかつきには、お前を人間どもの管理者にしてやってもいいぞ。気に入った女は全すべてお前の物にすればいい」

「入ります」

「待て六号、即そつ決けつすんな。……おいお前、ウチの戦闘員を勝手に引き抜ぬかれたら困るよ。頭の弱いコイツだが、これでも主戦力の一人なんだ」

　その言葉に、ハイネは今さら気付いたようにアリスにジッと視線を送った。

「……へぇ？」

　アリスを観察していたハイネは、不思議そうに小首を傾かしげ。

「……お前、人間……か？　しかしなぜか、ゴーレム臭くさいな……？」

　そんなハイネの呟つぶやきは、俺に非難の眼まな差ざしを向ける二人の耳には届かなかったらしい。

「で、どうする？　あんた、あたしと一いつ緒しよにウチに来るかい？」

　ぜひ行きますと言いたかったが、みんなからの視線が痛い。

　これ以上冗じよう談だん言ってると本当にスノウに刺さされそうだ。

「悪いな。俺にはもう怖こわい上司がいるんでね」

　言いながら、俺はナイフを引き抜き身構える。

「……帰ったら、怖い上司って言ってたってチクってやろ」

「ア、アリスさん、やめてください……」

　ハイネは俺の答えに怒いかりもせず、目を細めながらククッと小さく喉のどを鳴らす。

「だろーね。見た感じ、お前は口では色々言っても、実際には弱者を裏切れないヤツだと分かっていたさ。あたしの眼は確かだ。あんたの名前を聞いてもいいかい？」

　マジかよ、自分でも知らなかったが俺は弱者を裏切れない漢おとこだったのか。

　なにこの人、なぜか俺への評価が非常に高い。

　初対面のくせに俺に高圧的に命令してきた鎧女や、安月給で人をこき使い、転送機で殺しかけた上司の顔が脳のう裏りにチラつき、本当にこのまま付いて行ってしまおうかと一瞬悩なやむが……。

「戦せん闘とう員六号だ。六号って呼べよ、魔王軍四天王、炎ほのおのハイネ」

　俺に名前を呼ばれたハイネは、一瞬の間の後、実に嬉うれしそうな顔をした。

「お、おう、六号か！　そう、あたしは炎のハイネ！　魔王軍四天王、炎のハイネだ！」

　……なるほど。

『おいアリス。この女、ウチの幹部みたく通り名付きで呼ばれないと機き嫌げんが悪くなるタイプだ』

『逆に言えば通り名で呼ばれると上機嫌になって扱あつかいやすいって事だけどな。きっと、お約束の流れが大好物なヤツだぞ』

　俺とアリスが日本語で囁ささやき合っていると、ハイネは嬉き々きとした表情で声を上げ、手のひらに青い炎を宿らせる。

　ええっ、なにこれなにこれ、なんだこれ！

　これが魔法ってヤツなのか！

「何をコソコソやっている。行くぞ六号！　なに、命までは取らないでおいてやるさ！　魔王軍四天王、炎のハイネの力、思い知るがいい!!」
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　俺はグリフォンの重い前まえ脚あしでの攻こう撃げきを、両りよう腕うでをクロスさせて何とか受け止め押し返し、ハイネが投げ放つ炎の塊かたまりを、地面に転がりながら躱かわし続けていた。

「六号、まだ起き上がるな！　そのまま伏ふせろ！」

「うひょおおおおおおおおお！」

　起き上がろうとしたところをまたグリフォンが襲い掛かかり、

「隊長、後ろー！」

「なああああああああーっ！」

　それをあしらう間にハイネが炎を……。

「おい！　こっちの方が人数多いのに、何で俺一人で戦ってんだよ、おかしいだろ！」

　叫さけびながらバックステップで躱す俺の前まえ髪がみを、炎の塊が掠かすめていく。

「こ、今回の戦いくさで持ってきたのは灼しやく熱ねつ剣けんなのだ、炎を操あやつる幹部を相手に、この武器は相あい性しようが悪すぎる！　敵の補給物資を焼いてしまうから、その間ハイネとグリフォンを足止めしろ！」

「あ、あたしはその間、スノウさんに焼かれないよう、持ち帰る分の物資を避よけちゃいますね！」

　身勝手で頼たよりない仲間達の声を聞きながら、この理り不ふ尽じんな状じよう況きように寝ね返がえろうかと本気で悩む。

「あっはははははは！　凄すごい！　凄いよ！　グリフォンとあたしの攻撃を、こうも躱し続けるなんて!!　お前は一体何者なのさ!?」

　なぜかご機嫌なハイネの笑い声を聞きながら、スノウを盾たてにしてやろうと振ふり返った、その時だった。

　ハイネの炎をなんとか躱した俺に飛びかかろうとしたグリフォンが、轟ごう音おんと共に上半身に銃じゆう弾だんを食くらいのけぞった。

　音が聞こえたその先には……。




　──ショットガンを抱かかえたアリスが、地面に仰あお向むけで転がっていた。




　対大型猛もう獣じゆう用の特とく殊しゆ弾だんをぶっ放した反動に耐たえられなかったらしい。

「……お前、助けてもらってなんだが、一体どれだけ貧弱なんだよ？」

「うるさい、お前が無様に逃にげ回る中、ずっと隙すきを覗うかがってたんだ。そっちこそもうちょっとマシに戦えないのか？」

　立ち上がり、グリフォンに銃口を向けながらアリスが文句を言ってくる。

　上半身に大量の散弾を喰くらったグリフォンは、あちこちから血を流し弱々しい悲鳴を上げていた。

　それを啞然とした顔で見ていたハイネは、集中が途と切ぎれたせいなのか、手に浮かべていた炎を消しアリスの抱えているショットガンに目を見張る。

「……お前みたいなガキが、グリフォンを怯ひるませるだと？　なんだその武器は。……いや、お前達二人は本当に何者だ？」

　ハイネは顔から余よ裕ゆうを消すと、体勢を低くして身構えた。

　纏まとっている空気が先さき程ほどまでとは打って変わり、明確にこちらを敵と認にん識しきしたものになる。

　グリフォンよりこの女の方が危険だと脳内に警報が鳴り響ひびく。

　アリスも同意見らしく、銃口をグリフォンからハイネに向けて、その挙動に注視した……！

「どうやら形勢は逆転したようだな。さあ、このまま私の手て柄がらになってもらおうか！」

　補給物資をあらかた焼いたスノウが、身動き取れない状況を察知して、ここぞとばかりにやってくる。

　コイツはさっきから、幹部戦ではちっとも役に立っていないクセになんなんだ。

　俺が、手柄にしか目のない欲よく深ぶか女に文句を言おうとした、その時だった。




　──背後で鈍にぶい音がした。




　それは、高いところからとてつもなく重いものが大地へと落ちる音。

　俺が後ろを振り返ると、大きな何かがそこにいた。

　辺りが突とつ然ぜん暗くなる。

　空から降ってきた、ソレが翼つばさを広げたのだ。

　アリスがぽつりと呟いた。

「怪人級……」

　突然空から降ってきたそいつは、黒い光こう沢たくを放つ、硬こう質しつ的な身体からだと特とく徴ちよう的な角を持つ人型の魔ま物もの。

　身長にして三メートル以上はありそうだが、その重量感が凄すさまじい。

　一言で言えば蝙蝠こうもりの翼を持つ巨きよ大だいな鬼おに。

　それが、片手に金属製の棍こん棒ぼうを握にぎり、悠ゆう然ぜんと翼を広げて佇たたずんでいた。

『スノウを囮おとりにして即そつ刻こく逃にげるぞ。行くぜアリス！』

『がってんだ！』

「おい六号、この状況でその謎なぞ言語はやめろ！　今よからぬ事をやり取りしただろう！」

　スノウが何かを喚わめいているが、相手をしている暇ひまはない。

　ハイネとグリフォンだけでも厄やつ介かいなのに、この上あんなもんを相手にしてられるか！

　と、その時。

「……あっ……あれ？」

　そんな場ば違ちがいな寝ぼけ声が聞こえてくる。

　見れば、落ちて来た怪かい人じん級の化け物の傍そばに、見覚えのある車いすが。

　こんな状況ですら眠ねむっていたグリムが、すぐ近くで立てられた音と振しん動どうで目を覚ましたのだろう。

　目をこすり、ぼんやりした顔で辺りを見回すグリムは、その大きな何かと目が合った。

「お、おはようございます……？」

　グリムが寝ぼけたようにそんな事を呟くと、ソレは手に持った金属製の巨大な棒を振り上げ──




　──それはパキャッという何かが砕くだける乾かわいた音。

　首から上を無くしたグリムが、車いすにゆっくりと背を預けた。

「お、おい。グリム？」

　ピクリとも動かないグリムを見て、すぐさまスノウが身構える。

「六号！　私がアレの相手をする。貴様はその間にグリムを回収してこい!!」

　グリムの回収？

　いやだって、今のはあきらかに致ち命めい傷しようで。

「ああ？　コレの回収？　お前、大だい丈じよう夫ぶか？　コレはもうただの肉だろ」

　そう言って、金棒をブンと振って血を払はらったソイツはグリムの車いすを蹴け飛とばした。

　車いすが破は壊かいされ、投げ出されたグリムがドサッと地に落ちる音。

「おいハイネ、こんな雑ざ魚こ相手に何を遊んでやがんだよ。人間イビリなら俺も交ぜろよ！」

「チッ、遊んでたわけじゃないよ。もういい、興が冷めた。後はあんたが好きにしな」

　ハイネはそう言うと、未いまだ弱々しい鳴き声を上げるグリフォンに乗り背を叩たたく。

　立ち去る前にチラリとこちらを覗うと、ハイネはつまらなそうに去って行った。




　──この短時間の一連の成り行きに脳が追いつかない。

　そうだ、スノウに言われたように、早くグリムの回収だ。

　ああ、そういえばグリムは魔法使い的なカテゴリーに入る隊員だったはずだ。

　ならきっと、アレは幻げん術じゆつ的な何かなのだろう。

「おい六号、しっかりしろ！」

　いつの間にか隣となりにいたアリスが、俺の背中をバンと叩く。

「うおっ！　お、おう。よ、よしスノウ、そいつを頼たのむ。グリムは任せろ！」

　俺がそう言って駆かけ出すと、スノウが俺に合わせて前に出る。

「アア？　ちょっと小こ突づいたくらいで簡単に死んじまう人間が、俺の相手をするだぁ!?　面おも白しろくねえ。面白くねえなァ人間！」

　巨大な翼をはためかされる、ただそれだけで強きよう烈れつな突とつ風ぷうが押し寄せる。

「くう……っ！」

　風に煽あおられたスノウが近くに寄れずに小さく呻うめく。

「おい人間、殺す前に名乗ってやるから覚えとけ！　俺は魔王軍四天王が一人、地のガダルカンド様だ！　覚えたか？　覚えたな？　よし、じゃあ、お前らもプチッと死ね！」

　ガダルカンドとやらが叫ぶと同時、アリスの散弾が撃うち放たれた。

　とっさに両腕で顔を庇かばったガダルカンドは、硬質的な音を立てて散弾をはじきながら、そのままスノウに向かって走り出すと、助走をつけるように大地を踏ふみしめ……！

「すううううっ！」

　それに合わせて、ロゼが大きく息を吸い込んだ。

「うおおおおっ！　こ、このっ！　なんなんだお前は、舐なめた真似まねしやがってっ！」

　今まさにスノウに飛びかかろうとしていたガダルカンドが、ロゼが吐はき出した炎ほのおに包まれる。

　追つい撃げきとばかりにスノウが灼熱剣を振るわせると、燃え盛っていた炎が勢いを増し、ガダルカンドは苦く悶もんの声を上げて後ずさった。

　ガダルカンドが翼をはためかせて纏わりついた炎を消し飛ばす中、俺はグリムに駆け寄り抱だき起こすと……！

　思考が止まる。

　どう見ても、それは幻術でもなんでもなく。

　頭部を失ったグリムの体からはグッタリと力が抜ぬけ……。

『──なあアリス、これどうなってんだよ。この星の人間は、このぐらい大丈夫なのか？』

『六号、冷静になれ。ソイツはもうダメだ、すでに死んでる』

　グリムを抱えた俺に、アリスがそう告げてくる。

　その言葉で、頭にカッと血が上った。

　グリムとは昨日会ったばかりの間柄だ。

　ぶっちゃけこいつに関しては紐ひもパンである事以外何も知らないが、それでも言葉を交かわした仲ではあって……。

「あの野や郎ろう、ぶっ殺してやる！　おいアリス、スノウ、援えん護ごしろ！　四天王だかなんだか知らんがそいつを殺やるぞ！　ロゼはグリムの遺体を頼む！」

　激げき怒どしている俺の指示に、スノウが一いつ瞬しゆんビクリとするも、

「わ、分かった！　こいつは敵の大幹部の一人だ、ここで討うち取っておけば大戦果だ」

　そう叫さけんで俺の隣にピタリとついた。

「うはっ！　なに熱くなってんだよ人間！　もっと人生楽しくいけよ、それでなくてもお前らは、寿じゆ命みよう短いし簡単に死ぬんだからよ！」

「コイツ、絶対ぶっ殺す！　アリス、Ｒバッソーを転送してくれ！　ズタズタに引き裂さいてやる！」

「おう、分かった！」

　ガダルカンドの挑ちよう発はつに、全員が動こうとしたその時だった。

「何をしておられるのですかガダルカンド様！」

　空から声がかけられる。

　そこにいたのは、ガダルカンドを二回りほど小さくしたような姿の魔物だった。

「何だお前か。いやな、今日の戦いくさはクソ生意気なラッセルの野郎が指揮してるからよ。のんびりと戦場に向かってたら、ハイネが、補給部隊を襲おそっていたこいつらと遊んでやがったからよぉ」

「すでにハイネ様は戦場に参戦されて、戦せん闘とうが始まっております！　少数の人間相手に遊んでもらっては困りますよ！　補給部隊が襲われようが、それは戦の指揮を執とる水のラッセル様の責任となります。ですが、あてがわれた戦場に遅おくれれば、それはあなたの責任です！　我らが一族のためにも、早く前線にお越こしくださいませ！」

　その言葉にガダルカンドは舌打ちすると。

「命拾いしたな人間。これからは俺の姿を見た時は隠かくれとけ！　じゃあな！　その女の遺体を抱だきながら、城に泣いて帰るといいぜ!!」

　クソみたいな捨て台詞ぜりふを残し、空高くに舞まい上がった。

「待てこの野郎、逃にげんのか臆おく病びようもんが！　お前ふざけんなよ、降りて来いオラアアアアアァ！」

　そんな俺の叫びも虚むなしく、ガダルカンドは戦場へと飛び去って行った──




「──あの野郎、戦場に向かうって言ってたな」

「……ヤツを追う気か？　それは現実的ではないな。空を飛ぶ相手に追いつけない。今から戦場まで向かっても時間が掛かかるし、その頃ころには戦争が終わっているかもしれん。それよりは、グリムをどうにかしてやった方がいいだろう」

　取り残された俺の呟つぶやきに、隣に佇むスノウが言葉を返す。

「……アリス、Ｒバッソーは？」

「アイツが空に舞い上がった時点でメモ送るのは中止した。……送ってもらうか？」

「…………いや、いい。グリムを弔とむらってやろうぜ。あの野郎はどうせその内戦場に出てくるだろ」

　俺は、ロゼがせっせと敵の補給物資の台車に乗せている、グリムの遺体に目を向けた。

　勿もつ体たいねえなぁ……。

　言動がちょこちょこ怪あやしい上に、昼間はいつもぼーっと寝ねぼけていたけど、見てくれはいい女だったのに……。

「スノウ、この国じゃ遺体はどうするんだ？　土ど葬そうか？　それとも燃やすのか？」

　せめて、きちんと弔ってやろうという俺の言葉に。

「……ん？　もしかしてグリムから何も聞いていないのか？」

「……？」

　何を言っているのかが分からないでいると、スノウは更さらに告げてくる。

「グリムが死んだと思っていないか？　コイツはこのぐらいで死にはしないぞ」

　…………。

「はっ」

　何言い出すんだこの女。

「いや、だから。グリムはまだ死んではいない。というか、ちゃんと履り歴れき書を見なかったのか？」

　そう言ってスノウが指差す先では、ロゼがグリムの遺体を積んだ台車の空いている部分に、せっせと戦利品の食料を積み上げていた。

　少しでも多く積み込みたいという気持ちは分かるが、グリムの頭のあった位置にカボチャみたいな野菜を置くのはシュールだからやめて欲しい。

「えっと、つまりどういう事だ？」

　呆ぼう然ぜんとしながら尋たずねる俺に、

「あの場に集まった連中は、厄介者ばかりだと説明しただろう。ロゼの場合は、見ての通り魔ま物ものの血が流れているからだ。あの娘こはあれだけ強いのに、それだけで忌いみ嫌きらわれ、どの部隊でも無む茶ちやな扱あつかいばかり受けていた。単たん騎きで敵に突とつ撃げきしてこいとかな。言ってみればほとんど使い捨ての扱いばかりだったのだ」

　………………。

「この国には、相対的に俺が清く正しく善いヤツに思えるぐらいのクズがいるんだな」

「そうだ。貴様に匹ひつ敵てきするぐらいのクズが、この国には蔓延はびこっているのだ」

　このクソ女。

「そして、グリムだ。コイツが崇あがめるゼナリスという神は、ちょっと特とく殊しゆな存在でな」

　スノウは言い難にくそうにしながらも。

「グリムは、知る人ぞ知る大司教。そしてゼナリスとは、不死と災わざわいを司つかさどる太古の邪じや神しんだ」
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　俺達が城に帰き還かんすると、そこにはすでに騎士団の姿があった。

　こっちは補給物資をパクってきたため時間が掛かったといっても、これはいくらなんでも早すぎる。

　というか、よく見ると騎士団の数が出発前に比べて大分少ない。

　そしてその場にいる騎士達も軽くない怪け我がを負っていた。

「負けたな、連中の表情が暗い。だがこれは我々にとって好都合だ。六号、今こそ手て柄がらを勝ち誇ほこる時だ。誰だれか偉えらいヤツを捕つかまえてこい。お前らは無様に負けて帰って来たが、我々の補給襲しゆう撃げき作戦の成功により、敵はこの地に留とどまれず撤てつ退たいするだろうと報告し、たっぷり恩に着せてやれ」

　アリスが、敗戦で心身共にぼろぼろな連中に追い討ちをかける悪魔のような提案をしてくる。

「任せろ！　こんな事もあろうかと遂すい行こうした作戦だったが感謝しろよと言ってくる。ついでに、俺達は四天王の一人の足止めまでしていたのに、お前らはなんてザマだって罵ののしってきてやるぜ」

「……ず、随ずい分ぶんとゲスな所業だが、貴様らはこんな時だけ頼もしいな……。だがそういうのは嫌いじゃないぞ。失態を犯おかしたエリートや強者をネチネチ追つい及きゆうするのは最高に楽しいからなあ。ああ、今も思い出しただけで、よだれが……」

　コイツは出世街かい道どうを這はい上がる間に今までどれだけの人間を蹴け落おとしてきたのだろう。

　ぶっ飛んだドＳ発言をするスノウに軽く引きながらも、俺は嬉き々きとして報告に向かった。




　──そこは王都から離はなれた場所にある、天てん井じようが吹ふき抜けになった小さな祭さい壇だん。

　天然の洞どう窟くつを改造したと思われるその祭壇には、あちこちに邪悪な形の置物が並べられていた。

　街の近くにこんな怪しげな施し設せつがあるのかと感心していると、洞窟の中央にある台座にグリムの遺体が寝かされる。

「こんな所でグリムを蘇そ生せいさせるのか？」

　偉い人が涙なみだ目めになるまで罵った俺は、アリス達の後に続き、祭壇にやってきていた。

「ああ。蘇生と言っても祭壇にグリムの遺体と供く物もつを置いて、このまま放ほうっておくだけだがな。後は夜になれば勝手に蘇よみがえっている事だろう」

「……供物ってひょっとして、そこに置かれたガラクタの事？」

　グリムと一いつ緒しよに置かれているのは、ボロボロになった人形や使い古した服、他ほかにも大切に使われたのであろう年季の入った様々な道具、そして……。

「あっ、それはあたしが大事にしてたお気に入りの靴くつ下したです。穴が開いちゃったので、グリム蘇生のお供えに持ってきました」

　グリムの枕まくら元もとに置かれた靴下をしげしげと眺ながめていると、ロゼが恥はずかしそうに言ってくる。

　マジかよ、グリムの命って靴下と同等の価値なのかよ。

「グリムが仕える邪神ゼナリスへの供物は、人の大事な想おもいや執しゆう着ちやくが籠こもった品々だ。これだけの思い出の品があれば大だい丈じよう夫ぶだろう。……さて、私は食事をして部屋に戻もどる。今夜はゾーリンゲル社のナイフ特番があるんだ、アレを見み逃のがすわけにはいかない」

「あ、私も大量に貰もらってきた補給物資食べちゃいます！」

「自分は、ショットガンぶっ放しまくったからコイツの手入れでもしてくるかな。六号はどうする？」

　皆みんなが思い思いに行動する中、
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「うーん、俺はこのままここにいるよ。グリムは夜になれば蘇生するんだろ？　どんな風に復活するのか見てみたいし、生き返って誰もいないってのも寂さびしいだろ──」




　──夕日が沈しずみ、辺りが薄うす暗ぐらくなっていく。

　やがて夜の帳とばりが下りる頃になってもグリムの蘇生はまだだった。

　グリムが安置された台座から数歩ほど離れた所に、俺は膝ひざを抱かかえて体育座りでじっと待つ。

　ぼーっと吹き抜ぬけから空を眺めていると、信じられない量の星の数が肉眼で確かく認にんできた。

　それだけこの世界の空気は澄すんでいるのだろう。

　王都に高層ビル群がなく街灯が少ないのも、よく星が見える理由の一つかも知れない。

　日本に帰った時のお土産みやげ代わりにデジカメで撮とっておこうか。

　そういや、オークやガダルカンドなんかも撮さつ影えいしておくべきだったかな。

　俺がそんなどうでもいい事を考えていると、グリムが置かれた台座がほんの少し光った気がした。

　……いや、気のせいじゃなく光ってる。

　──と、グリムを中心に突とつ然ぜん魔ま法ほう陣じんのような紋もん様ようが浮うかび上がると、吹き抜けの部分から空に向け、まばゆい光が突つき抜けた。

　やがて光が収まると、祭壇に置かれていた供物は無く、寝かされていたグリムがゆっくりと目を開ける。

　グリムはそのまま上体を起こすと、頭痛を抑おさえるように頭に手をやりながら。

「……隊長？　そんな所でひざを抱えて何やってるの？」

「……お前が蘇生するのを待ってたんだよ」

　何かを探すように辺りをキョロキョロと見回しながら、グリムが不思議そうな表情で尋ねてきた。

「どうして隊長は私の復活を待っていたの？　……あ、力の一つも使わないまま死んじゃったから、何か処しよ罰ばつでも受けるのかしら……？」

「うん？　いや違ちがうよ。生き返った時に誰もいないとなんか寂しいかなと思って。供物を置いて放っておけば、そのうち勝手に生き返るって言われたのが、半信半疑だったってのもあるかな」

「な、なんか、私が死んでる間って結構雑な扱いなのね……」

　供物の中にお古の靴下があった事は言わないでやるのが優やさしさだよな。

　何かを探していたグリムはそれを諦あきらめたのか、普ふ段だんのおどおどした態度ではなく、俺を真っ直すぐに見つめると。

「それにしても、隊長は変わってるわね。今まで私が所属してきた部隊の隊長は、私の復活を待っていてくれるとか、そんな優しい人はいなかったわよ？」

「ほう。なんか、この国に来て初めて人として褒ほめられてるっぽいんだが」

　俺の言葉に、グリムが目を細めて微笑ほほえんだ。

「ええ、褒めてるわよ？　普ふ通つうの人は不死と災いの神、ゼナリス様を崇めているだけでも嫌いやな顔をするのに、その上何度死んでも蘇る不気味な私に対して、こうやって普通に会話してくれるし。ロゼに魔物の血が混じってると知った時も、隊長は特に気にもしなかったわね」

　そう言われても、ウチの組織の怪かい人じんの方がロゼよりインパクトあるしなぁ。

「隊長に忠告してあげるわ。私やロゼはそうそう死なないからいいけれど、厄やつ介かい者が集められたこの隊は、危ないところにばかり送られるの」

　そう言って、ちょっとだけ悲し気に微笑むグリム。

　きっと今までにも、多くの厄介者が命を落としていったのだろう。

　その今にも消えてなくなってしまいそうな儚はかなげな表情のグリムは、誰だお前はと言いたくなるぐらいに、昼間寝ぼけてのんびりしているヤツとは別人のような印象を与あたえてくる。

　厄介者が寄せ集められる部隊か。

　生き残って戦果を挙げてくれれば儲もうけもの、死んでも別に困らない人間を配属させる、か。

　なんて事だ、ウチの組織が可愛かわいく見えるぐらいの黒さだな。

　日本に帰ったら、一応こういう効率的な事やってたって報告しとこう。

　……まあ、ウチの幹部達はこういう姑こ息そくなやり方はきっと嫌うだろうが。

「そんなわけで隊長。ここの隊は危ないわ。とっとと辞やめて、この国を出た方がいいわよ？」

　やっぱりどこか寂さみし気に、それでいてこちらを気き遣づかうグリム。

　その言葉に、俺は思わず素すで返してしまっていた。

「はあ？　なに言ってんのお前。俺は今の隊から離れないよ？」

　なにバカな事言ってんだといわんばかりの態度に、グリムが驚おどろいた表情を浮かべる。

「た、隊長こそなに言ってるの？　この隊は、危険な最前線だとか、捨て駒ごまみたいな任務ばかりを与えられるのよ？」

　今いま更さらそんな事言われても。

「俺がもといた組織では、魔王軍の幹部クラスの強敵が、数百人単位で入り乱れて戦うような激戦区に送られてたぞ」

「……えっ？」

　それを聞いたグリムが、驚きの声を上げる。

　ヒーローが多数在ざい籍せきするアメリカに真正面から侵しん攻こうした時は、それはもう酷ひどかった。

「そんなんと遭そう遇ぐうしても、俺、ちゃんとこうしてピンピンしてるからな。今日だって、ほんとはお前を殺した魔王軍幹部だとか言ったあの野や郎ろう、八つ裂ざきにしてやろうとしたんだがな。なんかこっちを無視して戦場の方に行っちまった」

「そ、それは……。なんというか、運が良かったわね。普通は四天王クラスの魔物と対たい峙じしたら、まず無事ではいられないわよ……？」

　そうはいってもなあ。

「あの程度の相手なら、万ばん全ぜんの状態での完全装備体勢なら、五人は相手にできるな」

　ヒーロー連中は大体五人一組で襲おそってくるものだ。

　俺は怪人でもないのにたった一人で連中の相手をさせられ、死にそうになりながらも撃退した覚えがある。

　そんな嫌な過去を思い出し顔を顰しかめていると、グリムはあっけにとられて押し黙だまった。

「……隊長は何者なの？　アリスが持ち歩いている変わった武器も気になってたんだけど……」

　おっと、このまま詮せん索さくされるのはよろしくないな。

「まあいいじゃないか、そんな事。ていうかよく考えたら、今の小隊メンバーって俺以外全員女のハーレム編制じゃないか。こんなもん、頼たのまれたって辞めないっつーの」

　その言葉に。

「ふふっ……。分かったわ。聞かれたくないのなら尋たずねはしないわ。では、今後ともよろしくお願いしますね、隊長」

　グリムが心底楽しそうに、穏おだやかな笑え顔がおを見せてくれた。

「……さて、もう随分遅おそい時間ね。隊長はこれからどうするの？　今日は作戦行動があったから、明日あしたはお休みよ？」

「まじかよ。この国、働いたら次の日休みとか待たい遇ぐう良過ぎだろ。前の所なんか、三日間徹てつ夜やでゲリラ戦やらされた後、帰き還かんしてようやく休めると思った俺をパシリに使った上司がいたぞ」

　その上司とは、なかなか研究室から出ようとしない自じ堕だ落らく幹部、黒のリリスの事だ。

「た、隊長も随分苦労してるのね。もしかして、私やロゼよりも大変な目に遭あってたり……」

「するかもしれない」

　組織から離れて気付いたが、俺はひょっとしてかなりのブラック企き業ぎようにいたんじゃなかろうか。

「そ、そう……。そ、それで隊長、今から何か予定は？」

「いやあ、何にも。つーかこの国娯ご楽らくが無さすぎだろ。昨日部屋をもらった後、ちょろっと街に繰くり出したが、飲み屋ぐらいしかなかったしなあ」

　そう、この国にはコンビニもなければ遊ぶ所も何もない。

　いや、ひょっとしたらいかがわしいお店はあるのかもしれないが、まだ給料も貰っていない身としては、そんな所を探たん索さくする事もできやしない。

　そんな俺に、グリムはクスリと笑いかけ。




「隊長。もし良かったら……。私とデートしない？」
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　……よく分からないが、これがこの世界でのデートらしい。

《悪行ポイントが加算されます》

《悪行ポイントが加算されます》

「あははははは！　あははははははは!!」

「ヒャッハー！　飛ばせ飛ばせえええええええ！」

　グリムと俺は、王都の中を疾しつ走そうしていた。

　正確にはグリムが乗った車いすを、俺が後ろから押して駆かけ回っているのだが。

「隊長、この車いすは凄すごいわ！　軽いし速いし、私、こんなの知ったらもう前の体には戻もどれない！」

「何せこれもキサラギ製だからな！　高品質のアルミフレーム！　ノーパンクタイヤの最速仕様！　グリム、今のお前はこの国で一番速い！」

　先ほど蘇そ生せいしたグリムが探していたのは愛用の車いすだったらしい。

　だがアレはガダルカンドに蹴け飛とばされ、壊こわれてしまった。

　なので日本から適当な車いすを転送してもらったのだが……。

「最高よ！　今夜は最高の夜だわ！　あっ、隊長見なさいな！　前方にカップル発見よ！」

「よし、ショックに備えろ！　突っ込むぞ！」

「こっ、こらあああああああ！」

　車いすで街中のカップルの間に突とつ撃げきするという嫌がらせを楽しんでいた俺達を、警察と思わしき制服姿の女が追いかけてきた。

「そこの二人、待ちなさい！　なんて迷めい惑わくな事をしているの!?　ここは逢あい引びき宿が建ち並ぶ、カップル達の憩いこいの場所よ？　そんな物で走り回るのならよそに行きなさい！」

　仕方なく足を止めた俺に向け、グリムが不思議そうな顔で見上げてくる。

「だからこそ、ここを駆け回ってるんだよなあ？」

「ほんとよね。この女は一体何を言ってるのかしらね？」

「あなた達、確信犯なの!?　ちょっと署の方まで来てください、そこで話を伺うかがいます！」

　真面目まじめそうな警官に、グリムがフッと鼻で嗤わらった。

「汝なんじ、こんな遅くまで働かされる者よ、もっと素す直なおになりなさい。ほら、周りを御ご覧らんなさい？　憎にくいでしょう、このカップル達が！」

「いえ、私はちゃんと彼氏がいるんですが……。いたっ！　痛い！　ちょっと、何をするの!?　公務執しつ行こう妨ぼう害がいで牢ろうにぶち込むわよ！」

　車いすの上からげしげしと、近付いて来た警官に素す足あしで蹴りをくれだしたグリム。

「お前、その足動いたのか？　なんで車いすに乗ってんの？」

「これは呪のろいの反動でね。ゼナリス様のお力を借りる際には、色々な制約があるのよ……」

　呪いの反動？

「とにかく、意味もなくそんな物で走り回るのは止やめなさい！　……まったく、こんなバカな事をしているから男の一人もできないのよ……」

　警官がぽそりと余計な一言を付け加えると、懐ふところから小さな人形を取り出したグリムがカッと目を見開き指をさす。

「おのれ、よくも言ってくれたな！　隊長、披ひ露ろうする事のできなかった私の力、今こそ見せてあげるわ！　偉い大だいなるゼナリス様、この女に災わざわいを！　立ち眩くらみを起こすがいい！」

「ぐっ!?」

　指を突つき付けられた警官は、こめかみを押さえてよろめいた。

　…………。

「えっ、お前の力ってこれだけ？　なんぼなんでもしょぼ過ぎないか？」

「隊長、呪いというのは必ずしも成功するとは限らないの。私の呪いの成功率は大体八割といったところかしらね。まず、同じ文言の呪いは使うごとに成功率がどんどん下がっていくわ。そして、呪いを発動させるにはそれに応じた供く物もつが必要な上、不発に終わった場合には自らに降りかかるの。……そう、こんな風に……」

　グリムはそう言って、悲し気に自らの足をそっと撫なでる。

「……なるほどな。足の力を弱体化させる呪いとか、そんなのが跳はね返ってきたのか……」

「いいえ？　これは靴くつを履はけなくなる呪いのせいね」

　ちょっと同情した俺に謝れよ。

「く……。な、なんてしょうもない力なの……。なんだか憐あわれで、署に連行するのもバカらしくなってくるわね……」

　と、立ち眩みから回復した警官が、憐れん憫びんの眼まな差ざしをグリムに向けた。

　それを聞いたグリムが再びカッと目を開く。

　今度は懐から数体の人形を取り出すと、

「しょうもない力だと!?　そこまで言うのなら本気の呪いを見せてくれる！　偉大なるゼナリス様、この彼氏持ちに災いを！　タンスの角に足をぶつけた激痛を味わうがいい！」

「ッ!?」

　指をさされた警官はビクリと震ふるえ、思わずギュッと目を閉じる。

「あああああああああ！」

　そんな警官の前では、右足の指先を抱かかえて泣き叫さけぶグリムの姿が。

「おい、車いすの上で暴れ回ると危な……あっ！」

「ああっ！」

　ジタバタと悶もだえていたグリムは、俺と警官の見ている前で車いすから転げ落ち、頭を強打し動かなくなった。

　……なるほど、これが呪いの反動か。

　しかし……。




　…………コレ、もう一度さっきの洞どう窟くつに持っていくのか？
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　翌日。

「勘かん弁べんしてください！　勘弁してください！　ほんと勘弁してください!!」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、これでお前はもっと強くなれる」

　今日は休みらしいので、フラフラと宿舎内をうろついていたのだが……。

「無理です無理です、昆こん虫ちゆう系はほんと無理です！」

「昆虫は栄養が豊富なんだぞ。サバイバルでは虫を食うのが基本なんだ。わがまま言ってないでとっとと食え」

　聞き覚えのある声に、通りかかった部屋のドアを開けてみる。

　そこには、涙なみだ目めのロゼにバッタを食わせようとするアリスがいた。

「お前ら一体何やってんの？」

　俺を見付けたロゼが、盾たてにするように背中に隠かくれ、

「隊長、助けてください！　アリスさんが酷ひどいんです！」

　そう言って、怯おびえたようにアリスの様子を覗うかがっていた。

「六号、ちょうどいいところに来たな。ちょっとそいつを押さえつけといてくれ」

「隊長はそんな事しませんよね！　隊長は優やさしい人ですもんね！　ね!?」

　二人の間に挟はさまれながら、

「どうしたんだアリス、お前はそんな事しても悪行ポイントなんて入らないだろ？　そういう事は俺にやらせろよ」

「隊長酷い！　もう誰だれも信じられない！　やっぱりお爺じいちゃんが言ってた通り、人類とは愚おろかで滅ほろぼすべき存在なんだ！」

　訳のわからない事を叫びながらバシバシと背中を叩たたいてくるロゼはそのままに、俺がアリスに視線を向けると、

「いやな、コイツは食べた物の遺伝子情報を取り込んで、それに影えい響きようされるだろ？　それで、一体どういう仕組みになってるのかと思って色々調べてたんだよ」

　ロゼは人造キメラって事らしいが、スノウやグリムいわく、本人がそう言い張っているだけで、未いまだその正体は謎なぞに包まれているらしい。

　ロゼはとある遺い跡せきのアーティファクトの中で眠ねむっていたところを発見されたそうなのだが……。

「なあ、コイツが発見された遺跡ってなんなんだ？　この世界には過去に超ちよう文明でもあったのか？」

「その可能性も否定できんな。それを調べるためにもコイツに色々食わせて試ためしたいんだ。そこでこのバッタだ。バッタの遺伝子を取り込ませれば、多分最強の力が備わるはずだ」

　なるほど、なんとなく状じよう況きようは理解した。

「そこでバッタを食べさせようとする意味が分かりませんよ！　もっと強い生き物のお肉があるじゃないですか！」

　涙目で反論するロゼの言葉に、これが文化の違ちがいかとショックを受ける。

「バッタの遺伝子をバカにするなよロゼ。俺がいた組織では、バッタ型の怪かい人じんを作る事はタブーとされていたほどだ」

「そういう事だ。ほら、我が慢まんしてとっとと食え。完食したらいいもん食わせてやるから」

「分かりません！　二人が言ってる意味が分かりませんよ！」

　俺達からジリジリと後ずさったロゼは、恐おそる恐るアリスに尋たずねる。

「で、でも、いい物ってなんですか？　美味おいしい物ですか？　それによってはちょっと考えなくもないですけど……」

　アリスは何かの包みを取り出した。

「シリコンって言ってな、これを食うと多分胸が成長するぞ」

「素す晴ばらしいな。おいアリス、もっともっと取り寄せよう。そんでロゼにバンバン食わせて巨きよ乳にゆうにしようぜ」

「いりませんよそんな物！　別に今のままで困ってませんし！」

　と、そういえば。

「前から聞きたかったんだけど、お前はどうしてここの連中にこんな扱あつかいでこき使われてんの？　その強さなら、もっと金になる仕事だって探せるだろうに」

「……自分の正体を知るためです。あたしが寝ねかされてた遺跡を、この国の学者さんが調べてるみたいなんですが、この国のために働いたら、研究結果を教えてくれるって約束でして……」

　そう言って、ロゼが俺達に語ったのは、遠い記き憶おくの昔話。

　本人いわく、自分を生み出した開発者である老人は、禁断の秘術に手を染めて命を落としてしまったそうだ。

　老人は、その秘術を行う直前に、ロゼに様々な遺ゆい言ごんを残した。

　コイツはそれを叶かなえるために、ある物を探しているらしい。

　老人が禁断の秘術に手を染めてまで欲ほつしたのはとある石。

　煎せんじて飲めばあらゆる病を治し、不老不死を得られる薬になり、それを使って武器を作れば何物よりも固く、決して折れない代しろ物ものとなる。

　魔ま法ほうの触しよく媒ばいに用いれば天変地異すらも引き起こし、祭事で捧ささげれば神が降りる。

　ロゼの開発者が追い求めたのは、そんなとてつもない代物だったらしい。

　……なんかロゼに関する話を聞くに、どう考えてもコイツ自身がアーティファクト的存在なんじゃないかと思えてきたんだが、この国の連中はよく普ふ通つうにこき使ってるなあ。

　というか、コイツはそれをネタに薄はつ給きゆうで危険な事をさせられてんのか。

　ほんとこの国ロクでもないな。

『おいアリス、無事に地球とここが繫つながったら、その遺跡にキサラギの研究者を送り込もうぜ。そんで、ロゼはウチで働かせよう』

『自分もそう考えてたんだ。コイツはすでに見た目は怪人っぽいしな。後は心構えさえどうにかできれば、きっと優ゆう秀しゆうな戦せん闘とう員になる』

「な、なんですか？　二人とも、急に変な言葉を喋しやべりだしてどうしたんですか？」

　急な日本語に戸と惑まどうロゼの両りよう肩かたを、俺とアリスが左右からガッと摑つかむ。

「ロゼ、これからは俺達が、無知なお前に色んな教育をしてやる。今日から正式に仲間にしてやろう」

「そうだな、お前はまだ子供だし、しっかりとした思想教育が必要だ。これからは自分を母親代わりだと思って慕したっていいぞ」

「アリスさんの方があたしより年下じゃないですか！　変な事教えこまれそうだし遠えん慮りよします……。……あっ、なんですかこのバッジ!?　勝手にくっつけないでくださいよ！」

　キサラギの関係者である事を示すバッジがアリスの手でロゼの胸むな元もとに付けられた。

「おめでとう。これでお前も戦闘員見習いだ」

「良かったな。これからは六号の部下なだけでなく、後こう輩はいでもある。言う事聞けよ」

「い、嫌いやですよ、二人とも、なにか企たくらんでそうな顔してますし……。えっ、なんで急に拍はく手しゆするんですか？　やめてください、今のままでいいですよ！　あっ、隊長なんですかこの手は！　食べませんよ!?　バッタもシリコンも食べませんから！」
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　　　【中間報告】




　転送先が高度数万メートルだった事以外は無事現地に到とう着ちやく。

　アリスいわく、地球とは異なる生態系が多々見られるが、大気成分は二酸化炭素が少ない事以外、あまり変わらないとの事。

　広大な未み開かい拓たく地ち、及および文明圏けんを発見。

　資源調査はまだですが、少なくとも現地で手に入れた食料は食しても問題ない模様。

　少なくとも、未開拓地をどうにかできれば人口増加による食しよく糧りよう問題は解決できそうです。

　なお、現地にて戦闘員として登用される事に成功。

　当方の優秀な素質を見み抜ぬかれ、小隊長に抜ばつ擢てきされる。

　現在、現地には魔王軍なる同業者が存在し、自分の登用先と戦闘を行っている模様。

　同業者である魔王軍と交戦、怪人級の相手を確かく認にん。

　現在の貧弱な装備では勝てるはずもなく、紙かみ一ひと重えで敗北。

　つきましては、セコイ事言ってないで、最新の装備一式の支給を願います。




　報告者　リリス様に殺されかけた戦闘員六号







[image: 三章　正しい塔の攻略法]
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　ロゼという新しいオモチャ……ではなく、下っ端ぱを無理やり加入させた俺達は、それから何度か出しゆつ撃げき命令を受けては小こ競ぜり合いをし、近年稀まれに見る勝利を収め、さらには着々と戦果を挙げた。

　そんな毎日を送り続け、そして、今日はお休みとなったのだが……。




「おかしい」




　宿舎内にある、俺達にあてがわれた部屋の中。

　その呟つぶやきを聞いたアリスが、分解掃そう除じ中のショットガンを磨みがく手を止め顔を上げた。

「どうした？　なにか、魔王軍の動きで気になる事でもあったのか？」

「いや、魔王軍とかそんな小さな話じゃない」

　アリスがショットガンの部品をテーブルに置き、真しん剣けんに俺の話を聞く体勢に入る。

「……俺達はここに来て、もう何度か出撃し、度たび重かさなる活かつ躍やくを収めた。そしてもうそこそこの時が経たつってのに、誰も俺の事を好きになる気配がないんだ」

「……は？」

　そんなアリスは、アンドロイドのくせにぽかんと口を開けるという味のある表情を見せてくる。

「は？　じゃない。いいかアリス、俺の隊は女ばかりだ。さらにはティリスや騎き士し団の女騎士、果ては敵ではあるが炎ほのおのハイネや、彼氏持ちとはいえ警官のお姉さんとの出会いまであったわけだ」

「その警官から警告がきてたぞ。お前が与あたえた車いすをグリムが気に入ったせいで、毎日街中を疾しつ走そうしてるって。次に見つけたら捕つかまえるってよ」

　俺はアリスの言葉を聞き流し、拳こぶしを振ふり上げ力説する。

「だが！　これだけの出会いがあるってのに、未だ何一つ色気のあるイベントが起こらないんだ。そろそろスノウなんかが、男湯と間違えて俺の入浴中に入ってきたりとか。寝ぼけたグリムが部屋を間違えて、朝起きたら俺のベッドに潜もぐり込んでたとか。腹を空すかしたロゼが、ウインナーと間違えてうっかり俺のを……とか。なんか、そろそろそういうイベントの一つや二つ、起こらなきゃおかしいはずだ」

「最後の例は最低だが、今日のお前がいつになくおかしいという事だけは理解できた」

　珍めずらしい生き物でも見付けたように、興味深そうにこちらを見上げるアリスに向けて、俺はさらに言葉を続ける。

「俺は負け続きだったこの国に、初の勝利をもたらして、更さらには小競り合いではあるものの、結構な戦果も挙げている！　本来であればそれだけでも惚ほれられ要素は高いはずだ。だが俺は、廊ろう下かの角で女とぶつかり倒たおれた拍ひよう子しの乳揉もみイベント等を期待し、廊下の角で膝ひざ抱かかえて座り込んだりと日々の努力も怠おこたっていない！」

「あれ、邪じや魔まだから止やめてくれって色んなとこから苦情がきてるぞ」

　いちいちツッコんでくるアリスの頭をぐりぐりと押さえつけ、

「俺も美少女に告白されても偶ぐう然ぜん突とつ風ぷうが吹ふいて聞こえなかったりだとか、相手の好意にちっとも気づかず、この鈍どん感かん男とか罵ののしられたい！　そんでそんで、何人かの美少女に、一体誰だれを選ぶの!?　とかって修しゆ羅ら場ばに……おい、俺の手引っ張ってどこ連れてく気だ？」

「うんうん。分かったから、ちょっと医務室までついてこい。自分が精密検査をしてやるからな」

　俺はアリスの手を振り払はらった。

「俺は正気だっつーの！　だっておかしいだろ、この国の騎士って女の比率の方が高いんだぞ！　なんでここまで女が多いのに、ラッキースケベの一つもねーんだ！」

　俺の魂たましいからの叫さけびを受けて、アリスが深々とため息を吐ついた。

　こいつはたまに思うんだが、やたら人間臭くさい時がある。

　アリスは俺の右手を取ると、自分の胸の上にその手を置いた。

　その行動の意味が分からず、無言で見つめ合っていると。

「あんあん」

　無表情のまま棒読みの喘あえぎ声ごえを出すアリスの手を、俺は再び振り払った。

「美少女の胸が触さわれて良かったな。今日はこれで我が慢まんしとけ」

「ロボットの胸にくっついたシリコン揉んで何が楽しいんだ！　あとせめて、もうちょい感情込めて言えよ！　ていうか違ちがうんだよ、そういう事じゃなくて！　いや、もちろんエロい事もしたいんだけども！」

「もういいからちょっと落ち着け。自分と一いつ緒しよに医務室に行こう？　な？」

　興奮した俺がアリスになだめられていると、コンコンとドアがノックされる。

「ドアの外まで聞こえる大声で、一体何を叫んでいる。今から会議を行うそうだ。貴様にも呼び出しがかかっている。……エロだなんだと、貴様の隊に所属する私まで恥はじをかくからやめてくれ！」

　顔を赤くしたスノウが、部屋のドアを開けながら俺に呼び出しを伝えてきた。




「──勇者殿どの一行が、ダスターの塔とうの最上階を守る魔物、力のギルと知のリスタに敗北し、傷を負わされた。現在、治ち療りよう術士総出により緊きん急きゆう治療を行っている」

　そこは城の会議室。

　各部隊の隊長が集まったところで、将軍と呼ばれているおっさんが切り出した。

　勇者敗れるの報を聞き、会議室が大きくざわめく。

「静かに！　幸いな事に、勇者殿の傷は命にかかわるほどではない。治療は難しくはないそうだ」

　その言葉に、ほっとした表情を見せる隊長達。

「しかし、皆みな知っての通り、現在我が国は魔王の軍勢に押されている。勇者殿が討うち取られなかった事は幸いだが、今回の敗戦である問題が浮ふ上じようした」

　会議室内が、おっさんの次の言葉を待つように静まり返る。

「それは、我々には時間がないという事だ。総戦力においては、悔くやしいが魔王軍に軍配が上がる。戦争が長引けば、我が国はいずれ滅ほろぼされるだろう。我々に残された希望は、勇者殿が、我が国が滅ぼされる前に魔ま王おうを打ち倒してくれる事。つまり、勇者殿には酷こくなようだが、急いでもらわねば困る状じよう況きようなのだ。そこにきて今回の負傷である」

　皆の顔に、暗い陰かげが広がっていく。

「……現在治療を受けている勇者殿に、なぜダスターの塔を攻せめたのかを尋たずねてみた。すると、魔王の城を攻こう略りやくするために必要な秘宝があの塔に保管されているのだそうだ。つまり、勇者殿は治療が終わり次し第だい、また塔の攻略に行かなければならない。だが、我々には時間がない……」

　皆が静かに聞き入る中、おっさんがバンとテーブルを叩たたいた。

「そこで、勇者殿の療りよう養よう中に我々でダスターの塔を物量で攻める！　必要とされる秘宝を、我が国の総力をもって奪うばい取るのだ！　一刻も早く魔王を打ち倒してもらえるように！」

　会議室内に歓かん声せいが沸わいた。

　各部隊の隊長達が、皆一様にいきり立っている。

　……でもこれって、俺の知ってる勇者となんか違うなあ……。

　王様に必要最低限の小こ銭ぜにを渡わたされ、これで魔王倒たおして来いとか無理難題を言われるのが勇者だと思ってたのに、国を挙げてのバックアップか。

　いや、そういえば勇者ってこの国の王子様なんだっけ。

　そりゃ物語の中でもないのなら、国家総動員ぐらいして当たり前なのか。

　まあ俺達の出番なんてそうそうないだろうと、会議室のテーブルに突つっ伏ぷしだらけていると。

「お待ちを。将軍、して、勇者殿ですら攻略不可能だったダスターの塔をどう落とすのか、何か策はあるのですか？」

　そう言って立ち上がったのは、片目に傷のある、頭の薄うすいおっさんだった。

　確か作戦参さん謀ぼうをやっているおっさんで、以前こいつらが戦争に負けた際、俺は自分達の手て柄がらを誇こ張ちようするため、涙なみだ目めになるまで罵ってやった相手だ。

「ダスターの塔は、塔内が吹き抜ぬけとなっており、内部の壁かべに沿って螺ら旋せん階段が巡めぐっている。なので、狭せまい階段で塔を守る魔物達と戦う事になる。傷を受けた兵を次々と交代させ、数に物をいわせて少しずつ塔を攻略していくしかない。朝から攻略を始めても、果たして一日で終わるのかどうかといったところだ。……参謀殿は何か、良い作戦はあるかね？」

　逆に聞かれたおっさんが途と端たんに慌あわてる。

　特に何も考えてはいなかったらしい。

「い、いえ、私は特には……」

　おっさん、がんばれ。

　……と、そこでおっさんが、何故なぜか俺を横目で見た。

　どうしたおっさん、俺は助け舟ぶねなんか出せないし、出せたとしても出さないぞ。

「ここ最近次々と戦果を挙げ、しかも他国の人間の六号殿なら、我々が考えもつかない作戦を思いつくのでは？　なにせ、以前戦に負けた我々をあれだけ罵ってくれたぐらいですから……」

　おっさんは、どうやらよほどあの時の事を根に持っていたらしい。

　おっさんの言葉に、会議室内の視線が俺に向けられた。

　……今度その薄い頭を更に薄くしてやるからな。

　将軍が、俺に真っ直すぐ視線を合わせ。

「六号殿、貴き殿でんは何か策はあるかね？」

　……あるにはあるけど、この人達引かないかな。

　この世界の連中は騎士道精神が旺おう盛せいだから、悪の組織の俺とは考えが合わないんだよなあ……。

「火をつけよーぜ」

　テーブルにうつ伏ぶせたままのだらしない姿の俺の言葉に、その場の全員が首を傾かしげた。

「火ひ攻ぜめという事ですか？　しかし、塔は石造り。炎は効果がないと思いますよ……？」

　俺の近くにいたお姉さん隊長が聞いてくる。

「いや、塔の内部が吹き抜けになってるって言ってたからさ。塔の一階を制圧したら入り口を開けっぱなしにして、吹き抜けの真ん中でキャンプファイヤーやろうぜ。敵のボスから塔の魔物から、みんなまとめて煙けむりでいぶして燻くん製せいにしてやればいい。楽しいぞ！」

　………………。

「み、皆、ど、どうだ？　いや、確かに間違いなく効果的ではある。効果的ではあるが……」

　戸と惑まどう将軍の言葉に。

「いや、いくらなんでも非道過ぎませんか!?　その、いくら魔物相手とはいえ……」

「だが被ひ害がいは限りなく少なくなるが……」

「ねえ、これって騎士としてやっちゃっていい作戦なのかしら？」

　再び会議室内がざわめく中、各隊長達が思い思いに喋しやべりだした。

　…………十分後。

「な、無しで！　六号殿、せっかく案を出して頂いたが、その作戦は無しで、正せい攻こう法ほうで！」

　各隊長達が、首を揃そろえてうんうんと頷うなずいた。
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　その塔は広い荒こう野やの奥地に、ぽつんと建っていた。

　ちょっとした高層ビルぐらいはありそうな白はく亜あの塔。

　そこでは、既すでに大量の騎き士しが塔内部に投入され、戦える足場の多い一階はすでに制圧していた。

　その塔にアリスが近づき、外がい壁へきを興味深げにぺたぺたしている。

「というわけで、俺達はこのまま夕方までのんびりします」

「「……は？」」

　スノウとロゼが、俺の言った事の意味が分からないのか目をぱちくりさせている。

　ちなみに俺のそばでは、グリムが相も変わらず、車いすの上で気持ちよさそうに眠ねむっていた。

「何を言っている、既に塔の攻略は始まっているんだぞ!?　しかも、あの塔には勇者ですら敗北したとびきりの魔物がいるんだ！　これを討ち取れれば、我らの手柄はどれ程ほどの物になるのか!!」

　拳こぶしを握にぎって興奮し、暑苦しく力説するスノウ。

「お前なぁ……。確か勇者って強いんだろ？　それこそ魔王軍の四天王が一対一じゃ敵かなわないぐらいに。その勇者に勝ったヤツを真正面から倒しに行くのか？　嫌いやだよ怖こわい、そんなリスクは負いたくないし、俺はここで昼ひる寝ねしてるよ。これだけの大軍で来てるんだ、その内どこかの部隊が終わらすだろう。夕方になってグリムが起きて、まだ塔が落ちてなかったら、その時また考えようぜ」

　その言葉にスノウのこめかみに血管が浮うき立ち、顔がみるみる赤くなっていく。

　こいつ、なんでこんなに切れやすいんだろう。

「き、貴様というヤツは！　ここ最近、戦せん闘とうにおいてだけはそこそこ頼たよりになると思っていたが、私の思い違いかこのヘタレめ！　もういい、私一人で行ってやる！　手柄を挙げても分けてやらんからな！」

　スノウはそう言い捨てると、荒あらい足取りで塔へと向かっていってしまった。

「あの、隊長……。いいんですか？　スノウさん一人で行かせちゃって……」

　スノウの後ろ姿を心配そうに見つめるロゼは、追いかけようか迷っているようだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、あいつは強いし。それに今の塔内部は味方の兵がわらわらいるし、まずやられる事はないだろ。多分その内疲つかれて帰ってくるよ」




　──数時間後。




「……ハア……ハア……」

　本当に疲れて帰って来た。

「ハア……ハア……、も、もうすぐ夕方だぞ六号……、ま、まだグリムは起きないのか？」

「そろそろ起きそうなんだけど、なんか面おも白しろいうなされ方してるから、さっきから皆で見てる」

　車いすの上でよだれを垂らしたグリムがぶつぶつと呟つぶやいた。

「あああ……スノウが……、スノウが真っ赤な顔で隊長に……私の胸を揉もむでも何でも好きにするがいいと……はしたないおねだりを……」

「起きろグリム！　貴様、ロクでもない夢を見てるんじゃない！　おい、起きろ！　それ以上妙みような夢見てるとぶった斬ぎるぞ！」

　スノウにゆさゆさと揺ゆらされ、グリムがぼんやりと目を開ける。

「ハッ！　……私、今、素す敵てきな予知夢を……」

「もういい、お前はもう少し寝てろ。今から斬り捨てて埋うめておいてやる」

「せっかく起きたのにまた寝かせるな。それよりアリス、どうだ？　行けそうか？」

　俺は据すわった目のスノウをなだめ、塔の外壁を調べていたアリスに尋ねた。

「うん、塔を構成してるのはしっかりした造りの石材だった。ちょっと穴開けたぐらいじゃ崩くずれたりはしないだろう。後は、上に行くほど風が強くなるから注意する事。それと、薄暗いから手元にも気を付けろよ。後、重い鎧よろいは脱ぬいでいけ。全員、動きやすい格好でな」

　そんなアリスの言葉に、スノウが怪け訝げんな表情を浮かべた。

「何の話だ？　また一体どんな事を企たくらんでいる？」

「企んでるとか失礼な。あの塔とうを攻略するんだろ？　そろそろ、いい頃ころ合あいだと思って」

　スノウが、更さらに怪訝そうに。

「貴様、先程は怖いから嫌だと腑ふ抜ぬけていたではないか。一体どういう風の吹ふき回しだ？」

「俺は真正面から倒しに行くのは怖いから嫌だって言ったんだ。でも、お前じゃないが手柄は欲しい。それもできるだけ楽して、危険が無い状態で手柄が欲しい。ずっと塔攻略の様子を見てたが、すでに何組かは最上階のボスに戦闘を仕し掛かけることができたみたいだな。どうだ、ボスに手傷ぐらいは負わせられたのか？　少しは弱った感じか？」

　俺の問いに、スノウが呆あきれた顔で言ってくる。

「……貴様は、もう清すが々すがしいくらいに姑こ息そくだな。……何人かは最上階にたどり着けたものの、準備を整えて待ち構えたボスに瞬しゆん殺さつされるという状態が続いている。敵は二人組で連係攻こう撃げきが強力だそうだ。現在、何か弱点はないかと攻めあぐねているところだ」

　と、その時だった。

　アリスが張り付いている塔の外壁から、バチュンという、何かを打ち込む音がした。

　そちらを見れば、塔の壁に小さな鉄てつ杭くいを打ち込んだアリスの姿が。

「うん、いけるいける。簡単に打ち込めるな。六号、持ってけ」

　アリスの手には、コンパクトサイズの杭打ち器。

　本来なら岩がん盤ばんに杭を打ち込む道具なのだが。

「……なんだ、その道具は？　……いや、おいまさか」

　スノウがそれを見て、ダラダラと冷や汗あせをかきだした。

「おし、行くか。こんなのを内側から攻こう略りやくとかやってられるか、かったるい。魔ま物もの達も下から登ってくる兵士の相手で忙いそがしいし、暗くなった今なら外壁よじ登っても見つからないだろ。まさか、こんな所登ってくるなんて思わないだろうしな」
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「おいそっち回れ！　あの、魔法使う魔物を先に仕留めろ！　被害がデカくなるぞ！」

「押し切れ！　数で押し切れ！」

　喧けん騒そう轟とどろく塔の外壁を、杭打ちを手にした俺を先頭に少しずつ登って行く。

　壁かべに杭を打ち込む音は、塔内の騒さわがしい戦闘でうまい具合に搔かき消されている。

「こんな……こんな塔の攻略が、許されるものなのか？　こ、こんな……」

　俺のすぐ下では、先ほどからスノウがぶつぶつ言いながらついて来ていた。

　スノウは今は鎧を脱ぎ、剣けんは背中に背負っている。

　他ほかのメンツも重い装備は外し、身軽な格好でよじ登っていた。

「おいスノウ、この戦闘じゃ聞こえないだろうけど、念のため極力喋るなよ。こんなところで敵に気づかれたら一いち網もう打だ尽じんだぞ。文句なら、作戦を立案したアリスに言え」

　戦闘服を脱いでいる今、こんな高所から落ちたらひとたまりもない。

　かなり上の方にまで登ってきたため強い風に吹き煽あおられる中、鉄杭を片手でしっかり摑つかみ、新たな杭を壁に打ち込み足場を作る。

　そんな作業をどれだけ続けてきただろう。

　そろそろ塔の最上階が見えてきた辺りでスノウが小さく囁ささやいた。

（……おい。おい、六号！）

　それに俺も囁き返す。

（なんだ、そんな切せつ羽ぱ詰つまった声出して。お前まさか、こんなところでトイレ行きたいとか言い出すんじゃないだろうな）

（違ちがうわ！　そ、そんな事ではなくてだな……）

　じゃあなんなんだと訝いぶかしむと。

（……昼間、剣を振ふるいまくったせいで体力が限界に近い。どうしよう、腕うでがぷるぷるしてきた）

（このバカ、こんなところで落ちたら死ぬぞ！　っていうかお前が落ちたら、順番的に下のヤツらも巻き込まれるだろうが！）

（わ、分かっている！　だからどうしようと言っているのだ！　いや、これほんとヤバイ、ど、ど、どうしよう……）

　勝ち気なスノウが今にも泣きそうな顔で見上げてくる。

　これはこれで新しん鮮せんなのでもうちょっと追い詰めてみたい気もするが、この強ごう情じような女が弱音を吐はくという事は、本当に限界が近いのだろう。

（ああもう、しょうがない、手を貸せ！）

　俺は杭打ちを一いつ旦たん口に咥くわえると、片手で鉄杭を摑み、もう片方の手でスノウの手を取った。

（お、おい、どうする気だ!?　ひいっ!?　空中に片手で宙ちゆう吊づりされるとか、肝きもが冷えるっ！）

　騒いでいるスノウを、そのまま俺の肩かたの位置まで引っ張り上げる。

　正直、戦闘服を着ていない今ではこんな行こう為いも結構キツイ。

　俺は改造人間ではあるものの、肉体スペックは人間の限界ギリギリに引き上げられている程度だ。

　剣を背負ったスノウを片手でいつまでも摑んでいられない。

　口に杭打ちを咥えたまま、背中におぶされと視線を送る。

（くっ、す、すまない）

　自力で壁を這はい上がっていくのは無理でも、両手両足で背中にしがみつくぐらいはできるだろう。

　スノウが俺の首に手を回し、しっかり摑まったのを確かく認にんすると、再び最上階を目指して登りはじめた。

　……というか、これは……。

（おい、もっとしっかり摑まれ！　風の抵てい抗こうを受けないように身体からだをもっとくっつけろ！）

（わ、分かった、こうか？）

　背中に、柔やわらかい物が押し付けられる。

　念願のエロイベントです、本当にありがとうございました。

（お前、今日初めていい仕事したな。お荷物ならせめて、もっと胸を張って密着させろ）

（き、貴様はこんな時に！　やはりお前は人間のクズだ）

（う、うるせー！　巨きよ乳にゆうはお前の唯ゆい一いつの長所だろうが、それを生かしてやってるんだから感謝しろ！）

（お前、作戦が終わったらちょっと宿舎の裏に来い!!）

　そんな事を小声で言い合っている間に、ようやく最上階に手が届く位置までやってきた。

　下の連中を確認すると、なんの問題もなくついて来ている。

　体力のあるロゼは元より、普ふ段だん車いす生活のグリムも夜とあって元気そうだ。

　アリスにいたっては疲れと無む縁えんなアンドロイドの余よ裕ゆうからか、たまに塔の窓から中の様子をこっそり覗のぞいたりしていた。

　俺は小声で皆みんなに告げる。

（よし、俺が先に登って様子を見るから、お前らは俺が声を上げたら登ってこい）

　その言葉に、おぶさっているスノウ以外がコクリと頷うなずく。

　最後の杭打ち作業を終え、俺は頭だけを覗かせてこっそり様子を覗うかがった。

　すっかり薄うす暗ぐらくなった最上階にいたのは二匹ひきの魔物。

　巨大な斧おのを持った牛頭の魔物が大きな体で階段の前に立ち塞ふさがり、それから大分離はなれた位置に、杖つえを握にぎった山羊やぎ頭の魔物が立っていた。

　侵しん入にゆう者は狭せまく足場の悪い階段で一人ずつ戦う事を余よ儀ぎなくされ、敵は広くてしっかりした場所で援えん護ごを受けながら戦うのだろう。

　なるほど、敵ながらよく考えている。

（よし、こちらに気付いていない今がチャンスだ。このまま登り、全員を引き上げ挑いどむとするか）

　と、背中のスノウが、そんな事を囁いてくるが……。

　俺が様子を覗う先では、二匹の魔物は無防備に背を向けて、何やら楽し気に話をしていた。

「フハハハ、これで何組目だ兄弟？　俺はまだ、かすり傷一つ負わされてはおらんぞ！」

「ヒッヒッ、もう数えるのもめんどくさくて覚えてないよ兄弟。ま、勇者ですら敗北した俺達に、ただの騎き士しや兵士が束になっても敵かなうまい」

　俺はスノウを背負ったまま、こっそりと最上階によじ登る。

　二匹の魔物は今なおこちらに気付く事なく、機き嫌げん良さそうに会話を続けていた。

「それよ。勇者を打ち負かした俺達は、ひょっとしたら四天王クラスの幹部に抜ばつ擢てきされちまうんじゃねえか？　そろそろ、魔王様からそんな話が持ちかけられてもおかしくねえぞ？」

「ああ、四天王ですら討うち取れなかった勇者に、命までは取れなかったものの、あれだけの傷を与あたえる事に成功したのだ。俺達はもはや四天王を超こえたと言ってもいいんじゃないか？」

（よし、後は皆を呼ぶ……おい、六号？）

　スノウの囁きを無視した俺は、ほふく前進で山羊頭の魔物へにじり寄る。

「フハハハハ、夢が広がるな兄弟！　そうとも、俺達は二人揃そろえば無敵だぜ！」

「ヒッヒッヒッ、そうとも、俺達二人の連係の前には勇者だろうが四天王だろうが、それこそ魔王様ですら手こずるかもしれないぜ？」

　相変わらずこちらに気付く事なく、上機嫌の山羊頭。

　そいつは階段から離れた場所で、吹き抜ぬけになっている中央部分から楽しそうに戦せん況きようを見ている。

　俺は、その山羊頭の背後にさらに前進を続けると……。

（お、おい、六号、もう充じゆう分ぶんだろう。早く皆を呼んで、こいつらを……）

「フハハハハ！　兄弟、今攻せめて来ている連中を撃退したら、俺達の名はますます上がるぜ!?」

　牛頭の魔物が、気持ち良さそうな笑い声を上げる中。

（ろ……六号？）

　俺はスノウを背負ったまま、山羊頭の後ろで立ち上がると……。

「ヒッヒッヒッヒ！　そうともさ！　いずれ世界に轟くぜ！　俺達、力のギルと、知の……」




　──未いまだ夢中に喋しやべり続ける知のなんとかを、塔とうの上から突つき落とした。




「おおおおおおおい！　六号おま、お前、なんて事してるんだあああ！」

「もういいぞ！　さあ、お前らの出番だ！　登ってこい！」

　俺が下の連中に呼びかけると、背中から降りたスノウが剣を抜き何か言いたそうな顔で身構えた。

「おい六号、人としてあれはどうなんだ!?　流石さすがに私も同情したぞ！　ボスが戦せん闘とう前に塔から突き落とされるなど聞いた事がない！」

「なっ!?　て、てめえら一体どこから湧わいた!?　しゃらくせえ、おいリスタ、あれをやるぞ！　俺達二人の必殺……」

　俺とスノウの後ろから隊員達が這い上がってくる中、ギルがキョロキョロと辺りを見回した。

「……リスタ？　おいリスタ、どこにいる？」

　当然の事ながら、その視線は俺とスノウに向けられる。

　そんな俺達の視線は、自然とリスタの落ちていった方へと向けられた。

　ギルが階段前の守護も放ほうり出し、慌あわててリスタが落ちた方へ駆かけ寄ると……、

「リ、リスタ！　リスター！」

「た、助けてくれギルー！」

　聞こえてきたその声に、そっと塔の下を覗ってみると、リスタと呼ばれた山羊頭が螺ら旋せん階段の一部に必死な顔でしがみ付いていた。

「ちっ、しくじったか！　おいアリス、あの引っかかってるのを狙ねらい撃うてるか？」

「撃ち落とすのは余裕だが、わざわざ貴重な銃じゆう弾だん使わなくても、石でも投げてやればそのうち勝手に落ちるんじゃないか？」

「それもそうだな。よし、こいつで……」

　と、俺が手て頃ごろな石を拾い上げると。

「や、やめろ、やめやがれ！　リスタに手は出させねえ！」

　ギルはそう宣言すると、引っかかっているリスタを背に庇かばうように立ち塞がる。

「アイツに手は出させねえ！　一体どっから湧き出して、何でこんな状じよう況きようになってんのか分からねえが、兄弟は俺が必ず守る！」

「うう……、や、やりにくい……」

　俺の後ろで、ロゼが呟つぶやく。

　しかし、この状況は好都合だ。

「お前ら、あいつを囲むように移動するぞ！　そして、もし俺達の誰だれかに接近し攻こう撃げきを仕し掛かけてきたら、残りの者は下に引っかかっているヤツに石を投げろ！」

「さすが六号、キサラギ社員の鑑かがみのような素す晴ばらしい作戦だ。それを相手に聞こえるように指示する事で、うかつにこちらを攻撃させないというわけだな」

　そういう事だ。

「おい、ギルとか言ったな！　へっへっへっ、そこを動くなら動いてもいいが、そしたらお前の大事な相棒がどうなるかな？　……よしお前ら、俺とスノウは石持って待機！　残りの各員は、敵の手の届かない位置から遠えん距きよ離り攻撃を食くらわしてやれ！」

「「「う、うわぁ……」」」

　俺とアリス以外の仲間達がその言葉にドン引きする中、力のギルは悲ひ壮そう感かんを漂ただよわせ、斧を構えて泣き叫さけんだ。




「クソったれえええええ！」




「──ギル！　ギル、無事か！」

　叫びながら階段を登ってきたのは知のリスタ。

「まあ、無事ではないよ。生きてはいるが」

　予想以上に粘ねばられ、ギルが倒たおれ伏ふした時には、引っかかっていたリスタの姿はそこになかった。

　そのリスタは今、塔の魔ま物ものを引き連れてギルを助けに現れたのだが……。

「き、貴様ら……！　俺を不意打ちで突き落としただけではなく、手を出せないギルをなぶりものに……！　ゆ、許せぬ！　貴様らは皆みな殺ごろしにしてやる！」

　激げつ昂こうし目を血走らせているリスタに向けて、俺は手のひらを突き出した。

「おっと、お前は俺の言った事が聞こえなかったのか？　無事ではないよ、生きてはいるが。そう、生きてると言ったんだぜ？」

　互たがいの仲間が牽けん制せいし合い警けい戒かいを強める中、俺はリスタに笑いかけた。

　警戒心を解こうとした俺の笑え顔がおになぜかリスタが後ずさる。

「……ここに、お前の大事な相棒が瀕ひん死しの状態で転がっている。急いで手当てをすれば助かるかもな。……さて、ここで質問だ」

　俺の更さらなる深い笑みに、リスタの喉のどがゴクリと鳴る。

「お前、自分の相棒を、幾いくらで買う？」

　そんな俺の問いかけに、聞き慣れた声が頭に響ひびいた。




《悪行ポイントが加算されます》
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　部屋のドアが叩たたかれる。




「おい六号。いるか？」




　ドアの外で俺を呼ぶのはスノウの声。

　……どうせたいした用事でもないだろう。

「清く優やさしい六号さんなら、川のゴミ拾いに出掛けてるよ」

「ふざけるな、いるじゃないか！」

　俺の言葉にスノウが怒ど鳴なりながら入ってくる。

　時刻はすでに二十二時を回っており、人を訪ねるにはちょっと遅おそい時間帯だ。

「なんだお前こんな時間に。夜遅くに男の部屋に来るって、お前誘さそってんのかよおっぱい女」

「そのバカな呼び方は止やめろ！　他人に聞かれて定着したらどうするつもりだ！」

「おいおっぱい女。自分は若い二人に気を利きかせ、席外しといた方がいいか？」

「こっ、この！　アリス、お前までその呼び方をするのか!!」

　ハアハアと荒あらい息を吐はきながら、スノウは大きな皮かわ袋ぶくろを差し出してきた。

「……何だコレ？」

　それを受け取った俺は何気なく中を開け……、そしてそのまま固まった。

「それは貴様の給金だ。ここ最近で挙げた、戦果の報ほう奨しようも含ふくまれている。……まったく、未だに納なつ得とくがいかん。あんな塔の攻こう略りやく方法も納得いかんし、ボスを突き落とすなんて戦法も納得いかん」

　固まったままの俺に不ふ審しんを覚えたのか、アリスも袋を覗のぞき込み。

「……ワオ」

「一番納得いかんのは、魔物と取引なんてしたことだ！　確かに被ひ害がいを出さず塔の秘宝を手に入れられたが、あのような人ひと質じちを取るやり方は騎き士しとしてさすがにどうかと……。おい、何を固まっている？」

　スノウの怪け訝げんそうな声にハッと我に返った俺は、改めて袋の中身を確かく認にんした。

　金貨が、金貨がパンパンです……。

「なあスノウ。この金貨の量だと、この国でどれだけの価値があるんだ？」

「価値？　ああ、そういえば貴様は頭をおかしくして色々な事を覚えていないのだったな、貨か幣へい価値すら忘れたのか。その量だと、一つの家庭が一年ほど贅ぜい沢たくな暮らしができる程度だ」

「……マジかよ」

　俺が呆ぼう然ぜんと袋を握にぎり締しめていると、どうやらスノウは違ちがう受け取り方をしたらしい。

「む……。その額では不満か。分かるぞ、私も金に関してはうるさい方だからな。だが、あれだけ手て柄がらを立てたとは言っても、貴様はまだ小隊長。もっと上の階級にでもなれば、そんな額がはした金に見える、ちゃんと手柄に見合った報ほう酬しゆうが……」

　スノウが言い終わるより早く、俺はアリスにキッパリ告げた。

『アリス、俺もうスパイやめるわ。この国に骨を埋うずめる事にする』

『おい待て早まるな。お前、日本語で言ってくるって事は本気だろ』

　真顔で突っ込んでくるアリスに向けて、

『いいか、よく聞けよ？　俺はサハラ砂さ漠ばくで一ヵ月以上戦闘してようやく帰ったと思ったら、労ねぎらいの言葉もなく上司にポテチ買いに行かされた事があるんだぞ。そして給料が、保険とか色々引かれて手取りで十八万だった』

『むしろ、なんでお前が今まで辞やめなかったのか不思議なくらいだな』

　日本語で話し出した俺達に、スノウが怪訝な顔をした。

「どうした二人とも、変わった言葉を使いだして」

「気にすんな。六号は興奮して自国の言葉が出ただけだ。貰もらった金が予想以上に多かったんだよ」

　どこか納得いかなそうな表情ながらも、スノウは小首を傾かしげながら、

「そ、そうなのか？　ならいいが……。これはアリス、お前の分だ」

「おおう、これはどうも。人様から何かを貰うだなんてショットガン以来だな」

　確かにあの時ショットガンをプレゼントしろとは言われたが、俺のポイントを使ってアリスが勝手に取り寄せただけで、別にそこまで大げさな物でもないと思うんだが……。

　相変わらず大事そうにショットガンを抱だき締めながら、どこか浮うかれた様子で袋を受け取るアリスを見て。




　……まぁ、なんか気に入ってるみたいだし、別にいいかと思い直した。







　　　【中間報告】




　連日、自分の所属国と同業者との戦せん闘とうは激しさを増している模様。







　現在、自分の所属部隊が多大な戦果を挙げ、そのあまりの目覚ましい活かつ躍やくに対し、

　日本円に換かん算さんすると数百万円相当の金貨を報奨として支給される。

　日本円に換算すると数百万円相当の金貨を報奨として支給される。




　現在のところ任務に問題、支障はなし。

　また連れん絡らくいたします。




　報告者　数百万円相当の金貨を褒賞として支給される男、戦闘員六号




　追つい伸しん　　待たい遇ぐうの改善を希望します。







[image: 四章　悪の幹部の倒し方]
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「勇者の一行が、ダスターの塔とうで手に入れた秘宝を使い魔王城への道を開いたらしいな。これで敵さんも本気にならざるをえないわけだ。我々は、勇者が魔王を討うち取るまで城に立てこもり、ガッチリ防衛していればいい」

「魔王軍が俺達を滅ほろぼすのが先か、勇者が魔王を倒すのが先かってか」

　俺とアリスが、それぞれに武器の手入れをしながらそんな事を話していると、突とつ然ぜん部屋のドアが叩かれた。

「おい、六号。いるか？」

　それは不ふ機き嫌げんそうなスノウの声。

「いるけどお前の前には出たくない」

「ふざけるな、居留守を使われた方がまだマシだったわ！　……なんだ、武器の手入れをしていたのか？」

　スノウは俺が机の上で研といでいたナイフに視線を向けると。

「……な、なあ六号、そのナイフをちょっと見せてくれないか？　前々から思っていたのだが、結構な業わざ物ものに見えるのだが」

「……いいけど、持って帰るなよ？」

　ナイフの柄つかを向け、それをスノウに手て渡わたすと。

「これは素す晴ばらしいな……！　なあ、この子には銘めいはあるのか？　無いのなら私が付けてもいいか？　というか産地はどこなんだ。……な、なんだ、放せ！　まだ見足りない！　というか、私が研いでやるから……ああっ！」

　危ない目付きでナイフに頰ほおずりを始めたためスノウの手から取り上げると、小さな悲鳴を上げながら非難の混じった視線を向けてくる。

「お前は何しにきたんだよ、俺のナイフを奪うばいに来たのか？」

「そ、そうだった、あまりにも綺き麗れいな子がいたからつい……！　……将軍がお呼びだ、会議室に来い。私達に、頼たのみたい事があるそうだ」




　──スノウに連れられ会議室に来てみると、そこには将軍と参さん謀ぼうの、おっさん二人のみだった。

　将軍は、俺にかけるように椅い子すをすすめると。

「まずは、よく来てくれた六号殿どの。貴き殿でんの今までの功績はなかなかのものだ。その中でも特筆に値あたいするのが、貴殿が何度も四天王と交戦したにも拘かかわらず、未いまだ無事生きている事だ」

「まあそれほどでもありますが」

「こ、これっ！」

　あっさりと肯こう定ていした俺に参謀のおっさんが注意するが、一体何のために呼ばれたのやら。

　と、将軍がなんだか、話をいつ切り出そうか言いにくそうにしていると、俺を案内したスノウが口を開いた。

「将軍、我々に何か特別な任務を与あたえたいのですか？」

　スノウの助け舟ぶねに、将軍が重く頷うなずく。

「うむ、その通りだ。お前達の小隊に頼みたい事とは……。今後、四天王などの大物が現れた時、お前達には、それらの相手をしてもらいたい」

「喜んでっ!!」

「おいこら待て！　スノウ、お前いつから隊長になったんだ！」

　喜び勇んで興奮しているスノウを止めるも、

「貴様、これ程ほど名めい誉よな任務はそうあるものではないぞ！　敵の幹部を相手にするのは我らこそが相応ふさわしいと、そこまで実力が認められているという事なのだぞ!?　そして当たり前だが、この任務は最も戦果を挙げられる。となれば、褒ほう美びも出世も思いのままだ！」

　こ、こいつ、ここまで欲よく望ぼうに忠実だと逆に感心するな。

　俺がスノウをどう説得しようか言葉を選んでいると、参謀のおっさんが大げさな身み振ぶりと共に語りだした。

「スノウ殿のおっしゃる通り。六号殿は炎ほのおのハイネに地のガダルカンド。そして、力のギルに知のリスタ。これ程の面々を相手に渡わたり合った、我が国の英えい雄ゆうですぞ。貴殿が相手をできないと言われるのなら、他ほかに魔ま王おう軍の幹部に対たい抗こうできる者など……」

　言いながら、おっさんが深くため息をつく。

　芝しば居いがかった物言いに、俺の中で何かがピンと引っかかった。

「……なあおっさん。ひょっとしてこれを将軍に進言したのって、あんただったりする？」

「おい六号、おっさん言うな！　この方は将軍に次ぐ発言力を持つ……」

　俺を非難するスノウを遮さえぎり、おっさんではなく将軍が答えた。

「そうだ。この参謀殿が六号殿を高く買っていてな。魔王軍の幹部に対抗できるのは、勇者殿を除けば六号殿以外にはいない、と……」

「ほう」

　べた褒ぼめされているのは嬉うれしいが、おっさんの愛あい想そ笑いが引っかかる。

　キサラギに所属していた時に見てきた、自分の甘い利権を守ろうとする権力者達。

　このおっさんからは、なぜかそんな連中と同類の雰ふん囲い気きが感じられた。

　俺が警けい戒かい度を上げる中、参謀のおっさんは。

「六号殿。英雄であるあなたの力をお借りしたい。人手が足りないと言うのならば、貴殿の隊の魔物混じりや邪じや教きよう徒となどでなく、もっと格のある正規の騎き士しを付けよう。なんなら、小隊ではなく中隊を率いてくれてもいい。……どうだろう、引き受けては貰えないだろうか？」

　そう言って深々と、薄うすくなった頭を下げた。




　──それから数日が経たったある日。

　出しゆつ撃げきを命じられた俺達に向け、やたらとテンションの高いスノウが、声を精せい一いつ杯ぱいに張り上げた。

「いいか貴様ら！　今回我らが請うけ負った任務はとてつもなく名誉なものだ！　負ける事など決して許されぬ。皆みな、心してかかれ!!」

「おい、なんでお前が仕切るんだ」

　城から離はなれた丘おかの上に堂々と騎士団が立ち並ぶ。

　俺達の部隊は、その騎士団の中心に配置されていた。

　現在、魔王軍の軍勢がこの近くまで侵しん攻こうしてきているらしい。

　数はそれほど多くないそうだが、敵の中に魔王軍の四天王、炎のハイネがいるとの事。

　ハイネに当たる事になっているのは、もちろん……。




「四天王、炎のハイネの首！　この私が貰い受けるっ!!」




　そう、俺達の部隊が担当だった。

「六号、このテンション高い女を何とかしてくれ。普ふ段だんから暑苦しいが、今日は特に鬱うつ陶とうしいぞ」

　いつになく張り切るスノウに、感情なんて無いはずのアリスが心なしかげんなりしている。

「ほっとけほっとけ、こいつには言うだけ無む駄だだ。お前ら、敵に遭そう遇ぐうしても適当に流す程度でいいからな。こんな任務で怪け我がをするのもバカらしい」

　それを聞いたスノウはこちらをキッと睨にらみつけると、額に青筋立てて食って掛かる。

「貴様、何を言っている！　将軍や参謀殿から託たくされた特別任務だぞ!!」

「俺、あの参謀のおっさん嫌きらいなんだよ。あいつからはなんか、自分の保身しか考えないような、姑こ息そくな卑ひ怯きよう者の臭においがする」

　俺の胸むな倉ぐらを摑つかんでいたスノウが、呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべ。

「お、お前……、言いたくないが自分を客観的に見た事はあるか？」

「おい六号、鏡っていう道具を知ってるか？　ピカピカで自分の顔が映るやつだ」

「隊長、ブーメランって道具も知ってますか？」

　……あのおっさんだけじゃなく、お前らも大っ嫌いだ。

　フルボッコにされる俺に、スノウが腰こしに手をあてながら。

「とにかく！　やる気がないというなら無理にとは言わん！　せめて今回は、以前あの女と戦った時のように私の邪魔はするんじゃないぞ！」

　どうやらこいつは、以前炎のハイネに逃にげられた時、まるで相手にされなかったのを未だ根に持っているらしい。

「む、六号、なんだその目は。ふふん、今日の私はひと味違ちがうぞ？　炎のハイネへの対策はちゃんとできている。見ろ、コレを！」

　そう言ってスノウが見せびらかしてきたのは一本の青い剣けん。

　冷気でもまとっているのか、その剣は白い煙けむりを漂ただよわせていた。

「氷結剣アイスベルグ！　三年ローンで手に入れた、炎のハイネに対抗できそうな新しい愛剣だ！　グリム、今回こそはお前の力を役立ててもらうぞ！　おい、起きろ！」

　新しい愛剣を早さつ速そく試ためしたいのか、興奮したスノウが、狭せまい車いすの上で器用に体育座りで眠ねむっているグリムを揺ゆり動かしている。




「──しかしアリス、お前はどう思う？」

「どう思うって、捨て駒ごま扱あつかいなこの任務の事か？」

　俺は丘の上から、遠くに姿を現した魔王の軍勢を眺ながめながら、

「分かってるのか。そうだよ、あのおっさんに押し付けられた、このクソ任務の事だよ。俺、あのおっさんが負けた時、涙なみだ目めになるまで罵ののしった事ぐらいしか恨うらまれる覚えはないぞ」

「それは恨まれる理由として充じゆう分ぶんだとは思うが。まあ、後は単純に目め障ざわりなんだろうな。そもそもこの部隊は、いつ死んでもいい人間を厄やつ介かい払ばらいするための部署らしいからな。それが、我々は過程と手段はともかくとして、功績だけ見ればぶっちぎりだ。しかもよそで疎うとまれている連中がだぞ。そりゃあ面おも白しろくないだろうな」

　なんてこった、今のところはまだこんなにも品行方正な俺が疎まれていたのか？

　……でもそういやあのおっさん、ロゼとグリムの事も見下したような言い方してたしなあ。




「こらっ、いい加減起きろ！　おい、グリ……あっ！」

「ああっ!!」




　向こうではスノウとロゼが騒さわいでるが、何やってんだ？

「ともかく、敵幹部を見たら戦ってるフリだけして撤てつ退たいだ。というか、自分はショットガンにワックスかけてる途と中ちゆうだったから今日は武器すら持ってきていない」

「武器は持ってこい武器は。ショットガンがダメになったらまた新しいのくれてやるから。まあ、なるようになるさ。あの巨きよ乳にゆうねーちゃんなら多少は話も分かるしな」

　俺はそう言って、

（スノウさん、グリムが変な落ち方しましたよ。ていうか、く、首が……）

（ど、どうしよう……。とりあえず車いすの上に戻もどせ！　な、なんか白目むいてるな……）

　車いすのそばで、何やらコソコソしながら慌あわてている二人の下もとに……。

「おいスノウ、グリムを起こしてくれ。……ていうか、二人でグリムを抱かかえて何やってんだ？」

「なんでもない！」

「ですっ！」

　声を掛かけられたスノウとロゼが、グリムを抱えたままビクンと跳はねた。

「……？　じゃあ、俺達もそろそろ行くぞ、本隊も動き出すみたいだしな」




　──眼前に威い風ふう堂どう々どうと佇たたずむ魔王軍。

　様々な魔物の大群が並ぶど真ん中。

　そこに、露ろ出しゆつの多い格好をした、褐かつ色しよく肌はだの巨乳女が不敵な笑えみを浮うかべ立っていた。

　その隣となりにはいつかのグリフォンと、そして……。

「……なあ、ハイネとグリフォンだけじゃなく、なんか凄すごいのがいるぞ。何だあれ」

「……あ、あれはゴーレムと呼ばれる、強固な岩石で作られた、魔法で動く操あやつり人形だ」

　スノウが引き気味に説明するそいつは、二メートルをゆうに超こえる巨体に重量感のある石の肌を持つ、トン単位の重さは間違いなくありそうな人形。

　言ってみれば、魔王軍の四天王、地のガダルカンドを劣れつ化かさせたみたいなのがそこにいた。

「また魔法か。なんでも有りだな魔法とやらは。この星の物理法則がどうなってやがるのか調べたい。六号、相手方に怪我をして動けない魔法使いが落ちてたら、拾っておいてくれ」

「いや、魔法に関しては俺も気にはなってるけどさ。……なあ、俺達はハイネだけを相手にすればいいんだよな？　グリフォンとかあのゴーレムは、他の隊が受け持つんだよな？」

　俺とアリスのやり取りが聞こえたのか、俺達の周りにいた隊長格が。

「六号殿どの！　炎ほのおのハイネの周りを囲むハイオークの集団はお任せを！」

「では我が隊は、あの屈くつ強きようなオーガの小隊を！　なに、手て強ごわい相手ですが任せてください！」

「よし、脚あしの速い俺達の隊は、敵の狙そ撃げき兵へいを抑おさえに回るぞ！」

　俺達以外の小隊は足早に行動を開始した。

「俺はこの国でも、こんな危険任務担当かよ！　スノウ、グリムを起こせ！　こうなったらハイネにとびきり強力な呪のろいをかけてもらえ！」

「グ、グリムを起こすのは他に任せた！　私はあの女に、この氷結剣で以前の雪せつ辱じよくを果たさねば！」

　そう言って、人の話を聞かない脳筋はハイネに向かって駆かけていく。

「あ、あの、隊長！　あたし、グリフォンの相手をしてきていいですか？　グリフォン肉の味が気になりますし、アイツのお肉をたくさん食べて、空を飛んでみたいんです！　お爺じいちゃんの遺ゆい言ごんを守らないと！」

　こっちにも脳筋がいた！

　俺はスノウに続くロゼを見送った後、アリスの方を振ふり返る。

「グリムを起こすのは自分に任せろ。となると、お前の相手は……」

　まるでアリスの言葉に反応するかのように、行動を開始したこちらに合わせ、ゴーレムが石のこすれるような唸うなりを上げた。





２






「──魔ま王おう軍四天王、炎のハイネ！　我が名はスノウ！　あの時の借りを返してやる！　我が愛剣の一つ、氷結剣アイスベルグの錆さびとなれ！」

「来るがいいさ、スノウとやら！　この魔王軍四天王、炎のハイネが相手になろう！」

　俺達が陣じん取どっていた丘の中央で、ついに戦せん闘とうが始まった。

　少し離れた場所で、ハイネとスノウがカッコよく対たい峙じする中。




「効かねえ！　分かっちゃいたけど拳けん銃じゆうじゃ無理だ！　アリス、グリムを早く！　早く起こして!!」




　見た目は鈍どん重じゆうそうなゴーレムが、攻こう撃げきを仕掛けた俺に向け、意外な速さで接近してきた。

「なあ六号、こいつ寝ねてるんじゃなくて気絶してるぞ。これは当分起きないな」

「何でコイツはいつもいつも戦う前から死んだり気絶したりしてんだよ！　グリムがまともに役に立った事ってまだ一度もないぞ！　どうすりゃいいんだ!!」

　厄介者を寄せ集めた隊にグリムが送られていたのは、あながち間違ってはいなかったのかもしれない。

「仕方がないな。おい六号、時間を稼かせげ。ここはＣ４送ってもらう」

「早くしてえ！」

　アリスに叫さけび、俺はキサラギ製戦闘服の、筋力補助機構を目いっぱいまで引き上げた。

　助けを求めて見み渡わたせば、遠くではハイネが放つ炎を回かい避ひしながら、ジワジワと距きよ離りを詰つめているスノウが見える。

「ピギャアアアアアアア!!」

　甲かん高だかい鳴き声に目をやると、そこには空中を舞まうグリフォンにしっかりと両手の爪つめを食い込ませ、首筋に嚙かみついているロゼの姿が。

　どっちも忙いそがしそうで、とても援えん護ごしてもらえそうな状じよう況きようには見えない。

　となると、後は……。

「よし、向こうに転送要よう請せいを出した。六号、しばらく耐たえろ！」

　重い足音を響ひびかせて、目の前にゴーレムが立つ。

　俺の背後には、白目でグッタリするグリムと武器を持たないアリスがいる。

　追い詰められたこの状況だが、なんだか久しぶりに燃えてきた。

　俺は数多あまたのヒーロー達と激戦を繰くり広げ、それでも生き残ってきた最古参、六号さんだ！

「かかって来いコラァ！　キサラギ製戦闘服の力、見せてやる!!」

　湧わき上がる感情に身を任せ、叫ぶと同時、渾こん身しんの力で殴なぐりかかった！

「……いだあああああ！　アリス、これ絶対折れてるよ！　折れてる！　折れてるって！」

　俺の拳こぶしと引き換かえにゴーレムの胸にヒビが入る。

　俺のやる気は二秒で失うせた。

「折れてたら、折れてるよなんて叫ぶ余よ裕ゆうはないもんだ。よってお前は折れてない」

「おかしい、その理り屈くつは絶対おかしい、お前を作ったリリス様並みにお前もおかしい！」

　アリスに罵ば声せいを浴びせながら、俺はゴーレムが伸のばした腕うでをかいくぐって後ろに回ると、今度は背中に蹴けりを食くらわせた。

　が、ゴーレムは体勢を崩くずす事なく振り返り、両手を広げて摑つかみかかってくる。

　俺はゴーレムと手四つの形になると、少しでも時間を稼ぐため、力比べに持ち込んだ。

「アリス、なんか今日はいつもより転送遅おそくないか!?　どうなってんだー！」

　その叫びにアリスはポンと手を打つと、

「おお、自分に搭とう載さいされている体内時計によると、今の向こうの時刻は十五時十四分。お茶の時間だな。もうちょい頑がん張ばれ」

「クソッタレー！」

　泣き叫ぶ俺の片かた膝ひざが地に着いた。

　戦闘服のパワーでも勝てないとか、どうなってんだよこのゴーレムは！

　ここは地球より文明が遅おくれた未開な世界じゃなかったのか？

　これから俺の大だい活かつ躍やくが始まるんだろうが。

　というか一番言いたいのは、悪の組織のクセにキッチリ休きゆう憩けい取ってるんじゃねえって事だ！

　このままでは押し潰つぶされると踏ふんだ俺は、渾身の力を込めて抵てい抗こうしながら、声を嗄からして叫んでいた。




「制限解除────！」




　悲鳴にも近いその叫びに、アリスが即そく座ざに叱しつ咤たする。

「バカかお前は、キャンセルしろ！　敵はゴーレムだけじゃないんだぞ、無防備なクールダウン中にあの女幹部に焼き殺されるぞ！」

　そんなアリスの声と共に、俺の脳内に聞き慣れたアナウンスが響いてきた。

《戦闘服の安全装置を解除します。よろしいですか？》

　アリスの忠告をよそに、俺はアナウンスに言葉を返す。

「よろしいです！　早く早く！」

《安全装置の解除を行うと、一分間の制限解除行動後、約三分のクールダウンが………》

「分かってるよそんな事！　全部了りよう承しようだ、早くして!!」

《安全装置を解除します。取り消す場合はカウントダウン中にキャンセルを唱えてください。10……９……８……》

「ああああああ、早くしてえええ！　つ、潰れるー！」

　泣き叫ぶ俺がまさに押し潰されようとしたその瞬しゆん間かん。

　空から落ちてきた何かがゴーレムに激げき突とつし、その隙すきに少しだけ体勢を立て直す。

　続いて少し離はなれた場所に、焼け焦こげた臭においを漂ただよわせ、グリフォンまでもが降ってきた。

　恐おそらく、空中でしがみついたままグリフォンに炎を吐はきかけたのだろう。

　グリフォンが痛みにのたうつ中、結構な高さから落ちたロゼが、何事もなさそうに起き上がった。

「た、隊長、アレはダメです、不味まずいです。飛行能力を得られる程食べられそうにはありません！　ていうか生なのがダメなのかも！」

　お前、もう味見したのか。

　──と、その時。

《安全装置が解除されました》

　俺の頭に、待ちわびていたアナウンスが響き渡わたった。




「ああああああああ!!」




　戦闘服本来の力を解放し、伸し掛かかっていたゴーレムを押し返していく。

「え……ちょ、た、隊長……!?」

　凄すさまじい重さを誇ほこるゴーレムが徐じよ々じよに持ち上げられていく光景に、ロゼが息を吞のみ立ち尽つくす。

「きたぞ六号、Ｃ４だ！　今ゴーレムに貼はり付けるから待ってろ！」

　俺に持ち上げられ足をバタつかせているゴーレムに、アリスがＣ４と呼ばれるプラスチック爆ばく弾だんを貼り付ける。

「な、何ですそれ？　粘ねん土どですか？」

　ロゼが疑問の声を上げる中、アリスが爆弾を取り付けたのを確かく認にんすると、

「おどりゃあああああああああああ！」

　俺は気合いと共に、ゴーレムを全力で投げ飛ばした。

「あれはウチの国の爆弾だよ。あんな小さい物でも凄まじい威い力りよくがある」

「ばっ、爆弾!?　炎使いがいるのに爆弾なんてっ！」

　ぶん投げられたゴーレムが引っくり返っているその隙に、俺は慌あわてて距離を取る。

　それを見届けたアリスの手には、すでに起爆装置が握にぎられていた。

「心配すんな。この爆弾は火を付けても燃えるだけで、爆発はしないんだ」

「じゃあ、どうやって爆発させるんですか？」

　ロゼの疑問に答えるように、アリスが起爆装置のコックをひねる。

「こうやって」

　倒たおれたままのゴーレムが、轟ごう音おんと共に爆散した──




「──痛い痛い、ゴーレムの破は片へんが顔に！　おいアリス、お前俺の身体からだを盾たてにすんな!!」

　一分が経たち、クールダウンで身動きが取れない俺を盾に、アリスが降り注ぐ破片から逃のがれている。

「す、すごい……」

　この薄はく情じようなポンコツを後でどうしてくれようか考えていると、顔に破片が当たるのにも構う事なく、ロゼが爆散したゴーレム跡あと地ちを呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「うう……、もう少し優やさしく起こして……。なんか扱あつかいが、日に日に雑になってるような……」

　ゴーレムの破片の雨で、グリムがようやく目を覚ましたらしい。

「グリムも起きたか。おいお前ら、俺はちょっとした事情によりしばらく身動きが取れなくてな。悪いが三分間だけ敵から守ってくれ。まあ、雑ざ魚こは他ほかの隊が引き受けてくれてるし、ハイネはスノウが抑おさえ、グリフォンもさっきロゼが……」

「そのハイネがこっちにやって来るみたいだな。後グリフォンも、起き上がって敵意剝むき出しで睨にらんでるぞ」

　………………。

「……た、隊長、あたし、この戦いが終わったら美味おいしいご飯が食べたいです」

「ずっと寝てたからよく分からないけど、私は美味しいお酒が飲みたいわ」

「ちくしょう、足元見やがって！　いくらでも奢おごるから助けてください！　でもグリム、お前は後でしばいてやる！」
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「よう六号！　また会えたな！」

　燃える赤い瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせ、ロゼに庇かばわれる形の俺の前にハイネが現れた。

　戦せん闘とう服のクールダウン中の俺が身動きを取れない事は、まだハイネも気づいていない。

「久しぶりだな炎ほのおのハイネ。なんか今日はテンション高いな。元気そうで何よりだ」

　ここはゆっくり会話でもして、少しでも時間稼ぎを。

「ああ、テンション高いさ！　なんせ戦場だからな!!　さあ、やろうぜ六号！　こないだは邪じや魔まが入ったが、今日は最後まで楽しもうぜ！」

　会話もそこそこに戦闘開始を宣言したハイネは、手に炎を浮うかべると……！

「ま、待てハイネ！　話をしよう！　というか、俺はお前に前から聞きたい事があったんだ！」

　その言葉にハイネの動きが止まる。

　少しでも時間を稼がなくては！




「聞きたい事？　なんだい、言ってみな？」

「何食ったらそんな胸になるんですか？」




　ハイネが無言で投げつけてきた炎を、ロゼが慌てて叩たたき落とす。

「隊長、前から思ってたんですがたまにアホですよね。一体何考えてるんですか？　それとも何も考えてないんですか？」

　こいつ結構毒吐くな。

「へえ、あたしの炎を素す手でで叩き落とすなんてやるじゃないか。さっきの女騎き士しは正直期待ハズレだったが、お前は少しだけ楽しめそうだ」

　炎を防がれたハイネは、何故なぜか嬉うれしそうに、炎を防いだロゼに感心している。

　よし、ここはもう一度話しかけて引き延ばしを……と、思っていたその時。

　スノウがこちらに向かって駆かけながら泣き叫さけんだ。

「うあああああああああ！　六号！　六号ー！　氷結剣けんが！　買ったばかりの氷結剣がこの女に溶とかされた！　お前は変わった飛び道具を持っていただろう、アレでアイスベルグの仇かたきを取ってくれええええ！」

　おい馬ば鹿かやめろ。

「あのヘンテコな武器か！　いいさ、かかってきな六号！　なんでもダスターの塔とうの秘宝はお前が持って行ったらしいな。ハハッ、やっぱりあたしが見込んだ通りだ、人間のくせにやるじゃないか！　さあ、殺し合おうぜ!!」

　珍めずらしく女性から好意を寄せられているのにちっとも嬉しくない！

　と、ハイネが再び炎を放ち、それをロゼが打ち落とす。

「おい六号、アイスベルグの仇を！　まだローンも残ってるのに、初のお披ひ露ろ目めで溶かされたんだ！　長い注文待ちの中、ようやく手に入った氷結剣、嬉しくて毎晩抱だいて寝ねていた氷結剣……！」

　頼たのむからこれ以上いらん事言うなと、俺がスノウに泣きそうな視線で訴うつたえかけていると。

「……おい、六号。何でずっとその娘こに守られてるんだ？　…………よく分からんが、お前、まさか動けないのか？」

　ハイネにあっさり見み抜ぬかれた。




「──グリフォン、お前は六号から娘を引き剝はがせ！　その隙に焼いてやる!!」

「ちきしょうスノウ、この役立たず！　お前このバカ、覚えてろよー！」

「な、なんだと!?　というか何故動けないのだ！　くそっ、愛剣を溶かされた上、熱で近づけない私にはできる事が……」

　こいつ、そんな状じよう況きようで本当に何しに来たんだ！

　スノウが俺の状況が分からず戸と惑まどう中、グリフォンがこちらに突とつ進しんしてくる。

　その前に立ち塞ふさがったロゼが大きく息を吸い、

「我が業ごう火かの海に沈しずむがいい……！　永遠に眠ねむれ、クリムゾン・ブレスッ！」

　わざわざそんなセリフを叫びながら、向かってくるグリフォンに炎を吐いた。

「くそっ、とことんその娘とは相あい性しようが悪いな！　もういい、お前が防ぎきれない特大のヤツをお見み舞まいしてやるっ！」

　炎に怯ひるむグリフォンに業ごうを煮にやしたのか、ハイネが両手を掲かかげると、そこに集まる炎がどんどん燃え盛っていくのが分かる。

「なあロゼ、その前置きって必要なのか!?　本当にいるのかそれ!?」

「あたしだって本当は言いたくないですよ！　お爺じいちゃんの遺ゆい言ごんなんです、しょうがないじゃないですか！」

　ロゼと言い合うその間にも、ハイネの炎は赤い色から、更さらに高温の青へと変わり……！

　おい三分まだか、もうとっくに過ぎてんじゃないのかよ!!

「ロゼ、お前はできる子だよな！　あれぐらい、耐たえられるよな!?」

「た、隊長、確かに爆ばく炎えんトカゲを食べ続けて耐たい性せいが付いた私は炎で傷つきませんが、問題が!!」

　切せつ羽ぱ詰つまった表情のロゼに、俺は不安のままに思わず尋たずねる。

「ど、どうした!?」

「こんな公衆の面前で、服が燃えたら困ります！　それにあたし、この服しか持ってなくて……」

「服ぐらい買ってやるからー！」

　ロゼは俺を抱かかえて逃にげる気なのか、持ち上げようとするが、

「だって、乙おと女めとして、あれを受け止めるのは心の準備が……！　……って隊長、な、何でこんなに重いんですか!?　ぐぎぎ、あたし一いつ角かく獣じゆう鬼きに匹ひつ敵てきする力なのに、ビ、ビクともしませんよ！」

「この戦闘服が重くて動けないんだよ！　後少しで冷れい却きやくに回してる動力が回復するから、なんとかそれまで守ってくれ！」

　俺達の焦あせりをよそに、ハイネの炎が青を通り越こし、白く輝く。

「さあ六号、覚かく悟ごしな！　せめてもの情けだ、一いち撃げきで楽にしてやる!!」

「あっ！　あいつ悪のセリフマニュアルにある、言ってはならない決め台詞ぜりふを吐はきやがった！　ロゼ、この危機はなんとか回かい避ひされるぞ！　そうだ、きっと健けな気げで可か憐れんな俺の危機を察知して、カッコいいヒーローが颯さつ爽そうと……」

　現実逃とう避ひを始めた俺を、ロゼがなんとか動かそうとしながらも、

「隊長、現実に戻もどってください！　このままじゃあたし、公衆の面前で全ぜん裸らショーやらされてお嫁よめに行けなくなりそうなので、もう逃げてもいいですか!?」

「お願い、その際は俺が喜んで責任取るから見捨てないでぇー!!」

　と、その時だった。




「偉い大だいなるゼナリス様、この女に災わざわいを！　金かな縛しばりに遭あうがいい！」




　今まさに炎を放とうとしていたハイネが、石で塗ぬり固められたかのように動きを止める。

「ッ!?　な、なんだと!?　バカな、これは呪のろいか!?」

　驚おどろきの表情を浮かべたハイネが戸惑いの声を上げる中、同じく身動きを取れない俺は救いの主に感謝した。

「グリム、助かった！　なんかお前がまともに役に立った姿を初めて見た気がするよ！」

「そうでしょうそうでしょう、隊長もこれでゼナリス様のお力を……。ねえちょっと待って、私って今までどう思われていたの!?」

　と、その時俺の頭の中に、ようやく待ち望んでいたアナウンスが流れてくる。

《クールダウンが終しゆう了りようしました。戦闘服の機能が使用できます》

「もう大だい丈じよう夫ぶだロゼ。離はなれてくれ」

　俺がそう囁ささやくと、ロゼはそいつこそがライバルだとでもいうようにグリフォンと睨み合う。

　それを見て、金縛りから解放されたのか、ハイネが途と方ほうに暮れたように肩かたをすくめ、投げやりな口調で溢こぼしてきた。

「参ったなあ……。そもそも今日は、ゴーレムの能力テストが主な任務だったのに……。お前が作戦に関かかわると、なんかうまくいかないんだよなあ。……なあ六号。お前、本気で魔ま王おう軍に来る気はないか？　何が望みだ？　恐おそらくは、大たい概がいの願いを叶かなえる事が」

「全員急いで六号の耳を塞げ！　もしくは、その危険な女を一刻も早く処分しろ！」

　ハイネの言葉を遮さえぎるように、アリスが大声で指示を出す。

「隊長、あたしと話をしましょう！　絶対に敵に耳を傾かたむけてはいけません!!」

「た、隊長、あんな女よりも、私とまた一いつ緒しよに夜のデートに行きましょうよ！」

　そんな事を口走りながら、俺の耳を塞ごうとにじり寄って来る二人の部下。

　その時、数多あまたの戦場で培つちかった俺の本能が身の危険を訴えた。

「ふわーっ!!」

　ほとんど反射的に前に転がり、その必殺の一撃をかろうじて回避する。

　俺が慌あわてて振ふり返ると、そこにはダガーを抜ぬいたスノウの姿が。

「なっ！　き、貴様、身動きできないのではなかったのか！　動けるとはどういう事だ！」

「お前の方がどういう事だ、頭いかれてんのか！　せめてきちんと裏切ってから斬きれよ!!　何なんだお前ら、俺がホイホイ魔王軍について行くとでも思ってんのかよ！」

　まったくもって心外だ！

　一体俺をなんだと思って……。

「まず、給料は今貰もらっている三倍は出す。後は……おい六号、サキュバスって魔物の名前を聞いた事はあるか？」

「聞いた事があります」

「おい六号、正座して話を聞くな！　敵に敬語を使うな！　それ以上耳を貸すな、銃じゆうを抜け!!」

　珍しく焦った口調のアリスが早口でまくしたてる。

「ったく、どれだけ信用が無いんだよ。ざ、残念だったな炎のハイネ。俺はそう簡単に、金や女で釣つられる男じゃ……」

　立ち上がりながら腰こしの銃に手を伸のばそうとする俺に、ハイネが微笑ほほえみ右手を差し出す。

「さあ六号、この手を取るんだ。望む女をいくらでもお前の世話係につけてやる。わがままボディのサキュバスに、未成熟だが甘えん坊ぼうなリリム。魔ま性しようの美しさを持つヴァンパイア、耳元で甘い声で囁いてくれるセイレーン……」

「おいグリム、呪いであの女を黙だまらせろ！　これ以上魅了チヤームの魔法を使われると六号が持たない！」

「あれ、魅了の魔法なの!?　なんの魔力も感じられないんだけど……っ!?」

『……アリス、ごめん……俺はもうダメかもしれん……』

『おい六号、気をしっかり持て！　あと本気っぽく感じるから日本語で言うなコラ！』

　アリスが切羽詰まったように叫ぶ中、俺とハイネの間に白い影かげが割って入った。

「殺とったー!!」

　様子を覗うかがっていたスノウが、俺に差し出したハイネの腕うでを下からダガーで斬り上げた。

　俺に手を差し伸べていたからなのか、今のハイネは身にまとっていた炎ほのおも解除している。

　恐おそらくは、今が好機だと踏ふんだのだろう。

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に銀ぎん閃せんが奔はしり、手を引っ込めたハイネの籠こ手てから何かが外れ、それが赤い光を放ちながら空に舞まう。

「ああっ！　ま、魔導石が!!」

　ハイネは、目の前の俺やスノウなど眼中にないかのように、宙を舞う宝石を目で追った。

　その視線の先には宝石をキャッチしたアリスの姿が。

「……ほう、これは？　反応からしてとても大事な物のようだが」

「い、いや！　別に、それほど大切な物でも……」

　ハイネは口ではそう言いながらも、視線はアリスの手元に釘くぎ付づけだ。

　俺はアリスの隣となりに立つと、その宝石をマジマジと見る。

「大切な物じゃないんだとさ。なら、戦利品としてもらっとけもらっとけ」

「そうだな。敵同士なんだし返してやる義理もないしな。大切な物じゃないなら、なおさらだ」

「あ！　あのっ！　そ、その……それは、その、大切な……」

　俺とアリスのやり取りに、ハイネが何かを言い淀よどむ。

「それは魔導石ね。魔法使いは触しよく媒ばいを通して魔法を使うの。普ふ通つうは、杖つえや指輪、腕うで輪わなんかを触媒に使うものだけど、彼女はその石を触媒にしてるのね。その石からは凄すさまじい魔力を感じるわ。恐らく、長い時を重ねて魔力を注ぎ続け、ようやく作り出した触媒ね」

　近付いて来たグリムがアリスが持つ石を下から覗のぞき、その出来に感心しながら教えてくれた。

「……これがないと、ハイネはどうなる？」

「魔法が使えなくなるわ。他ほかの物でも代わりは利きくけど、魔王軍四天王と呼ばれる程ほどの力は、今後出せなくなるでしょうね」

　俺とアリスは顔を見合わせ、そしてハイネを振り返る。

「……ひっ！　な、なんだその顔は、お、おい六号？　お前はその石を持って、魔王軍側に降くだるんだよな？　な？　そ、そうだよな？」

　泣きそうな顔で言い募つのるハイネだが。

「「「うわぁ……」」」

　俺達の表情を見た仲間達が声を揃そろえて引いていた。





４






　辺りからはすでに戦せん闘とうの音は止やんでいた。

　魔物も兵士も突とつ然ぜん始まった魔王軍幹部の突とつ発ぱつイベントに、目が釘付けとなっているからだ。

　そのイベントとは……。




「ちっがーう！　もっと上うわ目め遣づかいで前まえ屈かがみになって谷間を強調！　おっ、涙なみだ目めのその表情はポイント高いぞ！」

《悪行ポイントが加算されます》

《悪行ポイントが加算されます》




　先ほどから忙せわしなく響ひびくアナウンスを聞きながら、俺がデジカメを構える中。

「……死にたい……」

　ハイネは俺に指示されるがままに、こちらをキッと睨にらみつけ、大勢の視線に晒さらされながら扇せん情じよう的なポーズを取り続けていた。

「よし、次は手を後ろについて、脚あしを開いて腰を落としてみようか。こら、その手をどけろ！　手は後ろに！　おっ、反はん抗こう的なその目はなかなかいいぞ！　一部のマニアが狂きよう喜き乱らん舞ぶして高値を付けそうだ！」

「うっ……ううっ……、ううううーっ…………！」

　とうとう本気で泣き出したハイネを遠巻きに眺ながめながら、ロゼがぽつりと呟つぶやいた。

「き、気の毒に……」

　デジカメのボタンを押す度たびに、脳内に響くアナウンス。

　その声が聞こえる度に、端たん末まつでポイントを見ていたアリスがうんうんと嬉うれしそうに頷うなずいていた。

「いいぞ六号、もっとだ！　もっとハイネを追い詰つめろ！　フハハハハハハ、強敵が堕おちていく様を見るのは本当に堪たまらぬ！　ふぐう……っ！　み、見ろ、六号、あれだけの強さを誇ほこった、ハイネの泣き顔を……っ！」

　俺の隣では、スノウが自らの体を抱だき締しめ、そんな事を口走りながらブルブルと身を震ふるわせている。

「私の愛あい剣けんの仇かたきだ、せいぜい嬲なぶられるがいい！　フハハハハハハハ！　フハハハハハハハハハ!!」

　金欲と出世欲に溺おぼれる人間性だけじゃなく、人の堕ちる様に喜びを覚える性せい癖へきだとか、こいつはどこまで業ごうが深いのだろう。

　まあこの危ない女は置いておき、今は目の前のハイネの事だ。

「よし。次は涙目のまま、その体勢でダブルピースしながら笑ってみようか！　……よしよし。そろそろ次のステップにいってみよう。……そうだなあ、服が邪じや魔まだなあ」

「ひいっ！」

　これ以上何を命令されるのかと怯おびえるハイネを見て、ロゼがおずおずと近づいてくる。

「た、隊長、これ以上は敵の幹部とはいえ、あまりにも気の毒ですよ……。そろそろ石を返してあげたらどうです？　ハイネさんが再び魔法を使えるようになったら、その時は堂々と再戦すればいいじゃないですか」

　その、ロゼの言葉に。

「アリスアリス、俺、言う事を聞いたら石を返してやるなんて言ったっけ？」

「いいや、知らんぞ？　確かお前はこう言ったんだ。『よーし、それじゃあまずは、その胸を両手で寄せて上目遣いで見上げてみようか！』ってな。一言も、言う事聞いたら返してやるなんて約束はしていないな。アイツが勝手に勘かん違ちがいして指示に従っていただけだ」

「ひ、酷ひど過ぎる……！」

　俺達のそんなやり取りに、ハイネが跳はねるように立ち上がる。

「ここまでやらせといてそりゃないだろ！　こ、殺す！　お前は絶対に殺すっ!!」

「お？　魔法を使えないその状態で、殺せるもんならやってみろ。ほら、早く早く！」

「くっ、ぐぐぐぐ、ぎぎぎぎぎぎ!!」

　ハイネは余りの悔くやしさと怒いかりからか、その目に涙を溜ためながら、歯を食い縛しばり睨みつけてくる。

「しょうがねえなあ。そこまで返して欲しいのか？」

「かっ、か、返してくれるのか!?　た、頼たのむ、それは大切な……、なななな、何を！　お前、何やってんだ!!」

　俺は戦闘服のチャック部分に手をかけてごそごそとまさぐった。

　着ちやく脱だつが面めん倒どうな戦闘服は、急にもよおした時のため、こういう部分は大変便利に作られている。

　俺の一番大切な物が収納されているそこに、ハイネの大切な物も一いつ緒しよにしまってやった。

　紳しん士しな俺は、ハイネが少しでもソレを取りやすいよう、腕を組んで首と足だけでブリッジすると。




「ほーら、取ってごらん」




「……六号、お前、覚えてろよおおおおおおお!!」

　ハイネはグリフォンに飛び乗ると、泣きながら帰って行った。
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　城下町にある小さな酒場にガラスを打ちつける音が鳴る。

「「「「乾かん杯ぱい!!」」」」

　戦いを終えた俺は、部隊の連中を連れて打ち上げをしていた。

「しかし、大戦果だったな六号！　あの巨きよ大だいなゴーレムを破は壊かいし、手段が手段とはいえ、魔王軍四天王を弱体化させ追い返す。指揮官を失った魔王軍の敗退ぶりを見たか？　我らの隊の一人勝ちではないか!!」

　鼻歌交じりに言いながら、スノウが上じよう機き嫌げんでジョッキを傾かたむけた。

「最近は魔王軍に対して善戦できてる気がするわ！　隊長が来る前は、私なんて戦闘がある度に死んでいたもの！　偉い大だいなるゼナリス様、今日は復活の祭さい壇だん以外で目覚められた事に感謝します！」

　狭せまい酒場の中を車いすで大きく占せん領りようしていたグリムが、そう言って感謝の祈いのりを捧ささげ出す。

「おいひいよお……。おいひいよお……！　たいひょうが来てからは、おいひい物をお腹なかいっぱい食べられてひあわせれふ！」

　その隣では、ロゼが酒より飯といわんばかりに、目に涙を浮うかべながらがっついていた。

「そうだろうそうだろう、もっと俺を褒ほめてくれてもいいんだぞ！　……しかしなんだな。そろそろ俺達は、この国の住人達の噂うわさになってもいいんじゃないか？　おいおい、その辺歩いててサインねだられちゃったりしたらどーするよ！　なあ、どーするよ!?」

　俺が上機嫌でジョッキを呷あおりそれを一気に飲み干すと、チビチビとジョッキを傾けていたスノウが言った。

「まあ、最年少で騎き士しに叙じよ勲くんされた優ゆう秀しゆうな私がいるのだ、このぐらいは当然だろうな。このまま手て柄がらをあげ続け、再び騎士団長に返り咲ざいてやる！」

　お前、普ふ段だん大して役に立ってないじゃんと言おうとしたが、俺はふと別の事が気になった。

「最年少で騎士になったって、そりゃ何年前の事なんだ？　つーかお前、今いくつよ」

「ん、私の歳としか？　十七歳だ。騎士に叙勲されたのは十二の頃ころだな」

　その問いかけにシレっとした顔で答えたスノウは、ゆっくりとジョッキを傾けて……、

「お前ふざけんなよ老ふけ顔が！　俺より年上じゃねーのかよ!?　その体と偉えらそうな態度と物言いで、絶対年上だと思い込んでたわ!!」

「はぶっ!!」

　俺の言葉にスノウが酒を噴ふん出しゆつした。

「ぎゃー！　目、目がぁ!!」

　吹ふき出された酒を目に喰くらい、グリムが車いすから落ちてのた打ち回る。

　ちょっとむせたのか涙目になったスノウが口を拭ぬぐい、

「貴様、騎士とはいえ私だって女の端はしくれだ！　老け顔とはどういう了りよう見けんだ!?」

「うっせーよ年下が！　お前俺より年も立場も下のくせにタメ口利きいてやがったのかよ！」

　俺は椅い子すの上にふんぞり返ると、スノウに小こ銭ぜにを投げつけた。

「おいお前、ちょっとパン買って来い」

「誰だれが行くか、そんなものは給きゆう仕じに頼め！　……まったく、貴様は年上だというのなら、もうちょっとしっかりしたらどうなんだ。そろそろ隊長としての自覚を持ってだな……」

　不満タラタラのスノウの言葉に、ロゼが目を輝かがやかせながら手を止める。

「とうとうスノウさんが、隊長を隊長と認めました！」

「ち、違う！　私は隊長としての覚かく悟ごと責任を説いているだけでだな……！」

「誰か、タオル取ってえええ！」

　俺達のそんな迷めい惑わくな騒さわぎも、酒場の中の喧けん騒そうの前には及およばない。

　国の住民にも今日の戦勝の事は伝わっており、この場の皆みなも浮かれているのだ。

　そんな賑にぎやかな夜の空気に包まれながら、俺達はひと時の宴うたげを楽しんでいた。




「──ふうー……。そういえば、今日はアリスは来なかったの？」

　グリムが何なん杯ばい目めになるのかも分からないジョッキを空けて、ほんのりと赤い顔で尋たずねてきた。

　物を食えないアンドロイドなので酒場に来れないと言うわけにもいかず。

「アリスはなぁ。流石さすがにほれ、こんな時間の酒場はお子様の教育に良くないだろ。俺の部屋に先に帰らせてあるよ」

　それを聞いていたスノウが少しだけ感心したような表情で、チビチビと酒を飲みながら口を開く。

「戦場にまで連れて行っておいて今さら教育もなにもないと思うが……。あの子は口は悪いが凄すさまじい才能を秘ひめているな。なんというか、知能の高さが半はん端ぱじゃない。こないだ、城の書庫に保管してある全すべての書物を一日で読み終えたなどと、冗じよう談だんみたいな話を聞いたぞ」

「あたし、商店街で商人さんと色々交こう渉しようしているアリスさんを見かけましたよ」

「んぐ、んぐっ……ぷはぁー！　私は、治ち療りよう術士の詰め所に何かを持ち込んでいるアリスを見かけたわね！」

　あいつ、俺の知らないところで色々やってるんだなあ。

「商人に、治療術士？　おい六号、最近武器や防具の質が上がり、商人達が随ずい分ぶんと羽は振ぶりが良さそうだとか、色々な新薬が発売されたとか聞いたが……。もしやアリスが関係してるのか？」

「知らない」

　知らないとは言っても、間違いなく関係している気はするが。

　と、スノウはそんな俺に胡う乱ろんな目を向けながら、ジョッキの酒をチビリと舐なめて。

「……フン。まあ、貴様らの素す性じようなどどうでもいい。今やお前とアリスは我が隊に欠かせない存在だからな。だが、勘違いするなよ。私はまだ貴様を認めたわけではないからな！」

「おい見ろよロゼ、これがツンデレってヤツだ。こいつ口ではこんな事言ってるが、もう俺の事が好きでたまらないんだぞ」

「へー！　スノウさんが隊長に突つっかかるのは好きの裏返しってヤツですか！　勉強になります！」

「ふざけるな、叩たたき斬きるぞ！　大体貴様は、初めて会った時から……」

「そこのイケメンのお兄さん、おかわりー！」

　楽しい時間というものはあっという間に過ぎていくものだ。

　この日は俺がこの世界に来て、一番時が経たつのが速い夜だった。
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　──すっかり泥でい酔すいしている六号を、肩かたを貸してやりながら店から無理やり引きずり出す。

　同じく店から出てきた同どう僚りよう達が、顔を赤くした六号に笑いかけ、

「隊長、今日はご馳ち走そう様さまでした！　あたし、こんなに食べたのは久しぶりです！」

「同じく、ご馳走様！　さあロゼ、あなたにはもうちょっと付き合ってもらうわよ！　なんだか今夜は最速記録を出せる気がするの！」

　何やら不ふ穏おんな発言をしているグリムの言葉に、車いすを押してやっていたロゼが、

「やめようよー。あたし、もうお腹一いつ杯ぱいになったし眠ねむりたいよー。行くなら一人で行ってよー。それにお爺じいちゃんの遺ゆい言ごんで、夜よ更ふかしするなって言われてるんだよー」

「あなたが来なかったら、誰が私の記録の見届け人になるのよ！　さあ行くわよ!!　戦勝で浮かれているカップル達に地じ獄ごくを見せるの！」

「あ────……」

　グリムに腕うでを摑つかまれて無理やり付き合わされるロゼを見送り、六号と共に城へ向かう。

「ふああああああ、飲んだ飲んだー！　おい、あの店の給仕のねーちゃん可愛かわいかったな！　ちょっと尻しり触さわっただけであんな反応するなんて、新しん鮮せんでとてもよかった！」

　と、上機嫌の六号……、いや、バカ男がロクでもない事を言い出した。

「……貴様は、自分がこの国の騎士だと自覚しろよ？　お前がバカなのはもう死ぬしか直しようがないが、同じ騎士の私までもが同類に見られるんだ」

「バッカ、お前あれは戦せん闘とう員としての礼れい儀ぎに則のつとったまでなんだよ！　マニュアルに書いてある事も知らねーのか？　可愛いウエイトレスに出会った時の褒め方は、『へっへっへ、姉ちゃんいいケツしてんじゃねーか、酌しやくしてくれよ！』だろうが！」

　酷ひどく酔よっ払ぱらっているせいか、このバカはいつも以上に言っている事が分からない。

「まったく……。ほら、そっちじゃない、こっちだこっち！　お、おいこら！　そんな所で用を足そうとするな!!」

　フラフラしている六号を無理やり城の宿舎に連れ帰り、ようやく部屋の前まで連れて行く。

「おう六号、帰ったか。またえらく酔っ払ってるな。このアホはどれだけ飲んだんだ？」

　六号の帰りを待っていたのか、ドアをノックするとアリスが即そく座ざに出で迎むかえてくれた。

「酷いものだったぞ、樽たるごと持って来いだの言い出したり、今日の俺はお大だい尽じんだと叫さけんで酒場中の連中に奢おごったり……」

「コイツは金を貯ためるという事ができないからな。有ったら全部使う男だから仕方がない。ご苦労だったな」

　こんな子供にここまで言われるのはどうなのだ。

　このバカは、これで年上だとかほざいているのだから……。

「じゃーなスノウちゃん！　上官の案内任務ごくろう！　ほら、おやすみのチューしろよ!!」

「ちゃんを付けるな酔っ払いめ！　バカな事を言っていないでとっとと寝ねろ！」

　くだらない事を言う酔っ払いを部屋に蹴けり込み、足早に自室に向かう。

　まったく……、あいつはよくもあれで今まで生き残れたものだ。

　思えば出会った当初から無礼なヤツだった。

　まあ今となっては、その実力だけは認めているが……。

　しかしあの酔っ払いめ、何がスノウちゃんだ。

「六号のヤツめ、とことんまで人をバカにしおって……。いつかこの手で斬り捨ててやる！」

　まぁここまで同じ隊で共に戦ってきた今では、もうそんな事ができない事は理解はしているが。

　そもそも、あまり認めたくはないが、あの男は私よりも……。




「ほう、六号殿どのを斬り捨てる。それは聞き捨てならない話ですな」




　突とつ然ぜんの声にビクリとして振ふり返ると、

「参さん謀ぼう殿……」

　そこには、薄うすい頭を帽ぼう子しで隠かくした片目に傷のある男がいた。

「い、いえ参謀殿、今のは……。別に本気で六号を、と言っているわけではなくてですね……」

　まあ、いつも公衆の面前で堂々と、あの男に対して斬り捨ててやるとか殺してやるとか言っているので、今さら慌あわてる必要もないのだが……。

　と、参謀は私の言葉を片手を突き出し遮さえぎると。

「いいのです、いいのです。気持ちは分かりますから。ポッと出の得体の知れない無礼な男が現れ、バカな事をやらかした。なぜかその責任を取らされ降格されたあなたとは逆に、あの男はいきなり隊長に抜ばつ擢てきされ、卑ひ怯きような手で次々と手て柄がらをあげているのです。これで恨うらみに思わないはずがない」

　勝手に納なつ得とくし、うんうんと頷うなずく参謀。

　いや、別に恨みに思ってはいないのだが……。

　しかし、無礼な男という部分だけは非常に共感できる。

「まったくです！　あの男ときたら、バカで無礼で品も無く、常に私を怒おこらせてばかりで……。アイツは人をからかう事を生き甲斐がいにでもしているのだろうか！」

　元々酒に強くもないせいか、酔った勢いのまま日ひ頃ごろの怒いかりを吐はき出してしまう。

「分かりますともその気持ち！　この私も、事ある毎ごとにおっさんだの何だのと……。いや、スノウ殿とは気が合いますな！」

　そう言って隣となりに並んだ参謀は、さりげなく私の肩に手を置いた。

　気が合うだのとは白々しい。

　私がまだ下級騎き士しだった頃ころ、出自で散々見下してくれたのは今でもちゃんと覚えている。

　と、そんな事を考えながら、なんとなく肩に置かれた手を気にしていると。

「うむ、スノウ殿はそろそろ元の地位に戻もどってもいい功績を収めている。どうです？　そろそろ近この衛え騎士団に戻りたくはないですか？」

「も、戻れるものなら戻りたいです！」

　スラム街のみなしごとして生まれた私が、どれほどの苦労をしてあの地位に登り詰つめたか。

　身分の差から、妬ねたまれ、嫌いやがらせを受けた事など数えられないほどだった。

　それが、再び自分が隊長に返り咲ざける！

　……だが、今自分が所属している隊はどうしようか。

　いや、考えてみれば自分があの功績をあげたわけではなく、隊としての手柄なのだ。

　なら、私の騎士団に隊の連中を編入させてやればいい。

　私の隊だ、グリムやロゼももちろん平等に扱あつかおう。

　そしてアリスは頭が切れるから、作戦立案でも担当してもらおうか。

　……そして、あのバカだが。

　口も頭も性格も悪い男だが、戦いに関してだけは私よりも上だ。

　まあ仲間はずれもなんだし、アイツも入れてやるとしよう！




　──その時の私は、一体どんな顔をしていたのか分からない。

　だが参謀は、私の表情を見て満足そうに頷いた。

　先ほどから肩に置くこの手が気になるが、それを指し摘てきして機き嫌げんを損そこねられても困る。

　この不快感は、後日あの男に……。

「うんうん、どうやらスノウ殿もお喜びのようだ。そうでしょう、あのような、魔ま物ものの血が混じっている不可解な娘むすめや、邪じや神しん崇すう拝はい者などと共にいたくない。分かります、分かりますとも」

　その言葉にこめかみがピクリとくるが、なんとか心を落ち着かせる。

　これだからあの男に短気だなんだと罵ののしられるのだ。

「ところで……。スノウ殿、六号殿についてですが。あなたは以前、謁えつ見けんの間で陛下にこうおっしゃっていましたね。あの男は他国のスパイである、と」

　そういえば、出会った頃にそんな事を言っていたのを思い出す。

「いえ、あれは私の勘かん違ちがいでした。というか、あの男にスパイなんて器用な事ができるとも思えません。むしろ、居い心ごこ地ちが良ければ任務を忘れ、そのまま相手国に住み着くかもしれません」

　うん、あのアホがスパイ活動なんて高度な事を行える気がしない。

　というか、いくらなんでも怪あやし過ぎるだろう。

　……だが、参謀はゆっくりと首を振ると。

「それは分かりませんとも、アレであの男は数々の戦果を挙げている。となれば、本ほん性しようを隠しているのかもしれません。……あなたは聡そう明めいな方だ。そして、常にこの国を想おもってくれている方だ。そんなあなたに頼たのみがあります。それとなく六号殿を探さぐってはくれませんか？　スパイである証しよう拠こを見つけて欲しいのです。その、真しん偽ぎがどうであれ──」




　──トボトボと宿舎の廊ろう下かを歩きながら、私は参謀の言葉を思い出し、ため息を吐いた。

　近衛騎士団に戻る代わりに、六号がスパイである証拠を見つけ出す。

　真偽がどうであれという事は、つまりあのバカを陥おとしいれるネタを持って来いという事だろう。

　……国が滅ほろぶかというこんな時に、あの参謀は自分の出世争いの方が大事なのだ。

『……俺、あの参謀のおっさん嫌きらいなんだよ。あいつからはなんか、自分の保身しか考えないような、姑こ息そくな卑怯者の臭においがする』

　六号が言っていた言葉だが、今さらになってそれを思い出した。

　お前が言うなといってやりたいセリフだが、今となってはなぜかあのバカの方がマシに思える。

　もう一度深くため息を吐き、肩かたを落として六号の部屋へと歩みを進めた。

　私の手には、六号に届けて欲しいと頼まれた今回の特別報ほう奨しようの入った皮かわ袋ぶくろがある。




「何が、六号殿に会いに行く口実ができますし……だ！　くそ、あのアホの事だ、こんな時間に再び部屋を訪ねたら、また何を言われるか……」




　……しょうがない、騎士団に戻るのは諦あきらめよう。

　あの連中と共に手柄をあげ続ければ、また再び返り咲ける時が来るはずだ。

　六号の部屋の前に立つと、心を深く落ち着かせた。

　あの男の事だ、まず間違いなく皮肉からはじまり、下ネタを絡からめ、人をおちょくりにかかる。

　深呼吸をして心を落ち着け臨戦態勢を整えていると、部屋の中から声が聞こえた。

「しかし、どうすんだこの活かつ躍やくぶりは。そのうち王様が、我が娘ティリスと結けつ婚こんしてこの国を治めて欲しいとか言い出したらどうしよう。この国って一夫多妻制なのかな？」

　一体どういう思考をしているんだアイツは。

「知るかそんなもん。というか、ティリスは美少女だと思うんだが、嫁よめが一人じゃ不満なのか？」

「いや、不満ってわけじゃないんだが。ほら、俺の隊って女ばっかだろ。隊の連中が、俺とティリスの結婚式前夜とかに、私……実は隊長の事が……みたいな展開になったら困るだろ？」

　……ほ、本当に、どういう思考をしているのだろう。

「……自分は随ずい分ぶん色んな知識を手に入れて、大たい概がいの事は予想もできるし、理解できない事などないと思っていたがまだまだだったよ」

「そうか。よく分からんが、お前はできる子だ。頑がん張ばれ」

　アイツのお守もり役のアリスがなんだか気の毒に思えてきた。

「でもスノウとかを嫁にしたら、毎日違う意味で刺し激げきがありそうだなぁ」

　聞き捨てならないその言葉に、頭に血が上るのを自覚する。

　盛大に罵ってやろうと、ドアノブに手を伸のばし……！




「……そうだ、キサラギの幹部ルートも確立しとかんと。ぼちぼちスパイ任務を本格的に完かん了りようさせるか。今回の手柄は結構なもんだったしな。報ほう酬しゆうに、そろそろアジトの一つでも……」

「おい六号、機嫌がいいのは分かるが声がデカいぞ。そういう話は日本語でだな……」




　参謀から預かっていた皮袋が、ドサリと重い音を響ひびかせた──







　　　【中間報告】




　この星においての調査はほぼ完了。




　これよりアリスと共に、侵しん略りやくの足がかりとなるアジトの確保を優先します。




　アリスが現地で行った資金運用により、アジト購こう入にゆうの費用としては充じゆう分ぶんな額を確保済み。




　条件に見合うアジトを入手次し第だい、追って連れん絡らくいたします。




　……現在において、任務遂すい行こうに問題無し。













　報告者　戦せん闘とう員六号







[image: 五章　ヒーローになるために]
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「──どういう事だ？」




　突とつ然ぜんドアを開け放ち、拳こぶしを握にぎり俯うつむきながら、スノウが声を震ふるわせる。

「……スパイとは、どういう事だ？」

　……一番聞かれちゃいけないヤツに、一番聞かれてはいけない話を聞かれてしまったらしい。

　どうしよう、どうごまかす？

　バカになった振ふりでどうにかなるか？

　いや、既すでに戦闘で頭の病気を患わずらっている設定なのだ、これ以上はマジで勘かん弁べんしてほしい。

　ここは逆切れだ、逆切れするのだ！

「お前ノックもなしにドア開けるとかどーいう教育受けてんの？　俺が特とく殊しゆな事してたら大だい惨さん事じだぞ、それともドア開けたら俺が着き替がえ中とか、そんなエロイベント期待してんのかおっぱい女！」

「というか、この酔よっ払ぱらいの戯たわ言ごとを真に受けて突入してくるヤツがあるか。お前、その内悪い男に騙だまされるぞ。そんなんだから常つね日ひ頃ごろから六号に……」

　意図を察したアリスが俺に続いて畳たたみかけるが、身を震わせながら俯き続けるスノウを見て。

「……おい六号。こりゃダメだ。諦めろ」

　マジかよ、ここで諦めたらどこぞのスパイとして首チョンパされんじゃねーのか。

　素す直なおに処しよ刑けいされてたまるかと、スノウをどうごまかすべきか迷っていると……。

「お前達が何者かは聞かない。それは、今までこの国を守ってきた事に対する、せめてもの礼だ」

　歯を食い縛しばり、拳を握り。




「ここから出て行くがいい。そして、私の前に姿を見せるな……」




　最後まで俺達二人の顔を見る事なく、スノウが力なく呟つぶやいた──




「──いえーい、一番乗りー！　俺この部屋がいい！　ヒャッホー！　超ちようベッドでけえええええ！」

「おい、ズルイぞ六号！　じゃあ自分の領土は、二階のトイレと一階のトイレを占せん領りようだ！」

　俺とアリスは、一時的な拠きよ点てんとして家を借りた。

　郊こう外がいにある小さな家だが、悪の組織の隠かくれアジトとしては良い感じだ。

「お、おまっ！　お前はトイレ必要ねーだろ、二階のトイレは俺によこせ！」

「なら、トイレと引き換かえにその一番でかい部屋を自分によこすんだな」

　俺とアリスは家の中を探たん索さくしながら次々と部屋割りを決めていく。

「ここは俺の部屋からすぐ遊びに行ける距きよ離りだな。よし、アスタロト様の部屋はここでいいだろ。勝手に部屋のドアに名前を書いてしまおう。部屋が近けりゃ、風ふ呂ろ上あがりのアスタロト様がちょこちょこ拝めると思うんだ」

「……そうか、まあ好きにしろ。そういえば六号。お前が毎日騎き士しごっこをして遊んでいる間に、この付近の有用な資源や生態系の調査はあらかた済ませておいたからな」

　コイツ、俺が目を離はなした隙すきになんかやってると思ってたらそんな事してやがったのか。

　ていうかそんな任務を与あたえられていたのをすっかり忘れてた。

「お前って案外、本当に高性能なのか？」

「当たり前だろ、今さら何言ってんだ。ついでに、行き過ぎない程度の新素材や新薬を提供してコネを作ったり、先物取引で活動資金を増やしたりもしてるぞ」

　マジかよ。

「アリスさん小こ遣づかいください。毎日のように散財したせいで、この家借りた時にすっからかんになっちまった」

「……アンドロイドに小遣いねだるってどうなんだ。それより随分遠回りしたが、残された最後の任務を終わらせるとしようか」

　俺達に残された最後の任務。

「……そうだな。地球向けの転送機の設置場所は、この家の地下で大だい丈じよう夫ぶか？」

「ああ、多少時間はかかるがクリーンルームに改装すれば小型の物なら充分だ。なら、今日から早さつ速そく装置の部品を送ってもらおう」

　なんか、任務の重要度にしては結構アッサリしたもんだったな。

　転送機が組み上がり次第、地球の戦闘員を呼び寄せてこの国を内部から侵略だ。

　俺達の力があれば、魔ま王おう軍なんて敵じゃないだろう。

　キサラギの近代兵器と物量で、間もなくこの星は蹂じゆう躙りんされる。

「今回の任務は楽勝だったな。サバイバルもなきゃ弾だん丸がんが飛び交かう事もなかった。その分炎ほのおの塊かたまりが飛んできたけど……」

　うん、まあ……。

　終わってみれば、なかなか楽しい任務だった。

「どうした？　何か悩なやみでもあるのなら言ってみろよ。自分はお前のサポートをするために作られたんだ。話ぐらいは聞いてやるぞ？」

　アリスがボフッとベッドに身を預け、顔だけをこちらに向けながら言ってくる。

「……別に何も悩みなんてないさ。俺は悪の組織の戦闘員だぞ。今までも散々悪事に手を染めといて、ここだけ侵略しないってのもおかしいしな。それよりも、地球に帰ったら冷えたビールをたらふく飲んでやる。こっちの酒はぬるいんだよな。ていうか今回ぐらいは幹部連中に奢おごってもらおう。こんなガスも電気も通っていないような未開な星、未練もねーぜ！　これだけの功績があれば、俺も晴れて大幹部だな！」

　これからの明るい未来を考えてはしゃぐ俺に、アリスは仰あお向むけのまま天てん井じようを見上げると。

「……そうか。ならいいさ。それじゃあ六号、自分は部屋の改装と転送機の組み立てに入る。これから一ひと月つき、邪じや魔まにならないようにその辺で適当に遊んでいてくれ」

　……一月？

「なんでそんなに時間が掛かかるんだよ。組み立てなんてちょちょいと終わりそうなもんだけど」

「……お前は本当に人の話を聞かないんだな。ここに最初に来た時に説明したろ。転送機を組み立てても、移送空間を安定させるのに一月ぐらい時間がかかるって」

　そういやそんな事言ってたような。

「……その間、めちゃめちゃ暇ひまになるじゃん」

「だから、自分の邪魔をしないようにどこかで遊んでいてくれよ。……そういえばここ最近、魔王軍が妙みような動きを見せてるらしいぞ。何でも、勇者様とやらが幹部の一人をある洞どう窟くつに追い詰つめているそうだが、勇者が王都から離れた隙を狙ねらって、他ほかの幹部が軍勢を集結させているらしい。勇者の留守を狙い、この国に空き巣を仕掛けるつもりだろうな」

　コイツはどこでそんな情報を仕入れてくるのだろう。

　しかし、そうか……、魔王の軍勢が……！

「ざまあみろ！　あのクソ女、俺を追い出した事を今さらになって後こう悔かいするがいい！　そりゃまあスパイな俺にもほんのちょっとは非もあるけど、あれだけの功績をあげたんだから、事情ぐらい聞いてくれたってよさそうなもんだ！」

「スパイは大たい概がいの国で死し刑けいだけどな。まあ、何も聞かずに追い出すだけで済ませてくれたのは、アイツなりの恩返しも含ふくまれてるんだろ。それよりも、勇者様とやらが万が一にもまた敗れれば、この国は一気に敗色濃のう厚こうになるが。……それでいいのか？」

　意味深なアリスの言葉に、内心を見み透すかされたような気分になる。

「……な、なんだよ。俺はヒーローじゃないんだから助けねえぞ」

　そう、俺は悪の組織の戦闘員だ。

　なんの得にもならないのに、危険を冒おかして人助けなんてのは美学に反する。

　まあ、あの女が助けてくれと泣き付いてきたら、考えない事もない。

　それに、反はん抗こう的なアイツはともかく、ロゼやグリムは俺の部下だったわけだしな。

　でも、それにしたって助ける理由としては弱すぎる。

　そんな俺の葛かつ藤とうに。

「なあ六号」

　高性能を自じ称しようする相棒が。

「自分達が狙っている侵略地を、同業者に荒あらされるのは面おも白しろくないと思わないか？」

　アンドロイドのクセに、ニヤリと口元を歪ゆがめて言った。
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「──魔王軍に不ふ穏おんな動き？」

「はい隊長。監かん視しの兵からの知らせだそうで、近日中に攻せめてくる恐おそれあり、だそうです」

「……そうか、ご苦労だったロゼ。……ああ、それと。私の事は、隊長ではなく今まで通りの呼び方でいい」

　私のその言葉に、ロゼが無邪気な笑えみを浮うかべた。

「……はい、分かりましたスノウさん！」

　……私もこのぐらい素直に、そして、もっと柔じゆう軟なんな思考でいられたなら、あの男を追い出す事もなく、話ぐらいは聞いてやれたのだろうか。

　そんな自じ嘲ちよう気味の考えを振り払はらうように、私は騎士団の隊員達に呼びかけた。

「今から二班に分かれ、模も擬ぎ戦を行う！　想定する敵は魔王軍の精せい鋭えい部隊！」

　その声に、威い勢せいよく返事をして訓練を始める忠実な隊員達。

　……こんな形で、この隊に戻もどってくるとは……。

　この隊に戻れた経緯いきさつを思い出し、つい顔を顰しかめてしまう。

　あの男が出て行った後、勝手に勘かん違ちがいした参さん謀ぼうが、嬉き々きとして私を近この衛え騎士団の隊長に戻してしまった。

　そんなつもりであの男を追い出したわけじゃない。

　金や出世に関しては人一倍欲よく深ぶかい自覚はあるが、こんな形での出戻りは素直に喜ぶ事ができない。

　……まったく、我ながら難なん儀ぎな性格だ。

　と、そんな苛いら立だちが表情に出ていたのだろう。

　ロゼが、おずおずと言い難にくそうに。

「……あの、スノウさんにもう一つ、報告が……」

「何だ？　良い知らせか？　悪い知らせか？」

　これ以上悪い知らせは聞きたくないのだが……。

「ど、どっちなんでしょう……。それが、その。……最近、街に夜な夜な変質者が現れるとかで」

「……そんな事か。それは警察の仕事だろうに」

　だがロゼは、私の疑問に困ったような表情を浮かべると。




「目もく撃げき者の話だと、変質者はトゲトゲしい黒い鎧よろいを着た人らしいんですが……」
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「ほーらお嬢じようさん、今からお兄さんが手品を見せよう！　さあ、手も触ふれないのにズボンのチャックが下りていくよー！」

「きゃーっ変態！　だ、誰だれか来てえええええええ!!」




　こんな時間に女の子の一人歩きとは、親はどんな教育をしているのやら。

　俺は逃にげていく少女を見送ると、お馴な染じみのポイント加算のアナウンスを聞きながらズボンのチャックを引き上げた。

「まったく、けしからん。この国の行く末が心配だな。……ふう、これで今夜は六人目。……次は、あの路地裏をフラフラしてる子にするか」

　時刻はすっかり夜を回り、そろそろ日付が変わる頃ころ。

　俺は路地を一人で歩く少女を追った。

　辺りには誰もいない、やるなら今だ！

「おおおおお、俺を見ろおおおおおおお!!」

「きゃああああああ!!」

　俺は両手を広げると、少女の前に立ち塞ふさがる。

「さあお嬢ちゃん、勇気を出して、俺のズボンのチャックをちーってしてごらん？」

「いやあああああ、犯おかされるー!!」

　少女は突とつ然ぜん現れた俺に驚おどろいたのか、地面にへたり込んだまま動けないようだ。

「ふへへへへ、安心しな。別に手出しはしない！　ちょっと悲鳴を上げて逃げてくれればいいんだよ！　さあ、早く逃げないと、お嬢ちゃんがやるまでもなくチャックが勝手に下りていくぞー？」

「きゃあああああ！　手を出さないなんて、そんなのきっと噓うそだわ！　甘い言葉に私が安心した瞬しゆん間かん、暗がりに引きずり込まれてそのまま犯され、性せい奴ど隷れいにされてしまうんだわ!!」

　きゃあきゃあと泣き喚わめく少女を俺は少しだけ安心させようと、

「安心しな、こっちにも事情があって手を出す事はできないんだよ！　さあ、早く起き上がって逃げないと、何を見せつけられるか分からないぞー？」

　そう言って、チャックに片手をかけながらジリジリとにじり寄る。

「噓よ、噓だわ！　きっとこのまま拉ら致ちされて、そのたぎる欲望を毎日ぶつけられるんだわ！　ああっ、何て事なの、あなたに追われて転んだ拍ひよう子しに足をくじいて、これじゃ逃げられないっ！　いやあああああああっ!!」

「あ、あんた転んでなんていなかったじゃないか……。いや、拉致なんてしないし一いつ般ぱん人に手は出さないってば、ちょっと俺を見て不快感を覚えてくれるだけで……」

「いやあああっ！　噓よっ、こんな美少女が夜中無防備にふらついてるのに、手も出さないなんてありえないわ！　きっと綺き麗れいな海の近くの人ひと気けのない白い家に連れ込まれ、性奴隷にされ子供を三人ぐらい産まされるんだわ！　最初はもちろん男の子！　そして次は女の子！　三人目はどっちがいいの!?」

　なんだろうこの子、マジで一体なんなんだろう。

「い、いやだから、ちょっと……。あ、あれ、おかしいな、悪行ポイントが加算されない……。おいあんた、本気で嫌いやがってないだろ。ちょっと見てくれるだけでいいんだって！」

　必死になって説得するが、少女は耳を塞いでイヤイヤとばかりに首を振ふり、

「いやああああ！　見るだけだなんて、いやあああああああああ!!」

「見ろおおおおおおおおおおお!!」




「──ならば、私が見てやろう」




　わけの分からない少女の扱あつかいに困っていた俺は、背後から聞こえた声に安心して振り返った。

「なんだ、そんなに見たいのか!?　なら見せてやろう、俺のこの……」




　そこにいたのはスノウでした。




「俺のこの……、なんだ？　続けてみろ。何かを見せてくれるんだろう？」

　俺が絡からんでいた少女を逃がし、可か哀わい想そうな物を見るかのような目を向けてくるロゼの隣となりで、スノウはこれ以上にない冷たい無表情で腕うでを組んで立っている。

「……ごめんなさい」

　蚊かの鳴くような俺の声。

「別に謝らなくていい。今から何かを見せてくれるんだろう？　見てやろうと言っている。おいロゼ、そこの酒場からギャラリーをたくさん呼んできてくれ。今からこいつが何かを見せてくれるそうだ。さあ、見せてみろ！　その、粗そ末まつな物をじっくり見てやろう！」

「謝るから許してください！　でも粗末な物ってとこは訂てい正せいしろよ!!」




「──で？　お前が人間として失格で、バカで変態でどうしようもないのはよく知っているが、一体何がどうしてこうなった。納なつ得とくいく説明をしてみろ」

　俺は人気のない路地裏で、スノウの前に正座していた。

「そ、その……。これは魔ま王おう軍に対たい抗こうするための備えというか……」

「……お前、ひょっとして私を真正のバカだと思っているのか？　もう少し言いわけを考える努力ぐらい見せろ」

　言ってスノウは腰こしの剣けんに手をかけて……。

「違うから！　噓ついてないから本当に！　これは必要な事なんだって！　なんなら家にいるアリスに聞いてみろ!!」

「バカか貴様はっ！　何をどうトチ狂くるったら、貴様の変態行こう為いが魔王軍に結びつくのだ!!」

　畜ちく生しよう、正論言いやがって！

　でも、確かにこんなもんどう説明したらいいのやら……。

「本当なのにー！　俺噓ついてないのに、本当なのにー!!」

「もういい黙だまれ！　あれほどシリアスに別れたのに、色々と悩なやんだ時間を返せ！　真面目まじめに落ち込んでいた私がバカみたいじゃないか！」

「た、隊長もスノウさんも、落ち着いてください！　そ、それより！　隊長は、どうして隊長を辞やめたんですか？　スノウさんに聞いても教えてくれなくて……」

　慌あわてたロゼが剣を抜ぬきかけたスノウを止めに入る。

　ていうかコイツ、俺達が出てった理由を誰にも話していないのか。

「スノウのセクハラが日に日に酷ひどくなっていくのに耐たえられなくなってな。コイツ、廊ろう下かですれ違う度たびに俺の尻しりを触さわってくるんだ。城の連中にはそんな感じで広めといてくれ」

「人を何だと思っている、バカなデマを流すな！　もういい、この男と話していると私まで頭が悪くなる。今回だけは見み逃のがしてやるが、もしまた変質者の噂うわさを聞いたら次はないと思え！」

　スノウはそう言って踵きびすを返し……。

　俺はその背中に向けて、

「近いうちに魔王軍が攻めてくるって聞いたぞ。超ちよう強い俺の助けが欲しくなったら、今まで調子こいてごめんちゃいって、媚こびを売りながらお願いしろよ！」

「誰が貴様に助けを乞こうか！　相変わらず人を怒おこらせる事だけは天才的なヤツめ、今度こそ叩たたき斬きってやろうか！」

　カッとなって振り返ったスノウが思わず腰の剣に手をかける。

「大体貴様、私の前に姿を見せるなと言ったのに、なにをひょっこり現れているんだ、バカ！」

「お、お前が勝手に俺の前に湧わいてきたんだろうが、バーカバーカ！」

「二人とも子供じゃないんですから落ち着いてください！　ほら隊長も、スノウさんも！」

　喧けん嘩かする俺達を、ロゼが必死に止めようとするが、

「ロゼ、こいつはもう隊長ではないのだからその名で呼ぶな！　もういい、行くぞ！」

　スノウはそう言い捨てて、再び俺に背を向けた。

「お前なんか怒り過ぎて脳の血管切れればいいのに」

「なにおっ！」

「二人ともいい加減にしてください！　さもないとかじりますよ!!」
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　数日後。

「いたぞ、チャックマンだ！」

「おいチャックマン！　チャック下ろして見せてみろよ!!」

　街を行く俺の背に、子供達がはやし立てながら石を投げる。

「ほら見て、あれが例の……」

「……ねえねえ、声かけてみる？　チャック下ろすかもしれないよ!?」

　学生と見られる女の子達が、遠巻きにヒソヒソと噂をしている。

「あ、あの……、これと、これを……」

　それら全すべてをなんとか無視し、串くし焼やき屋のお姉さんに注文を。

「はい、トカゲ肉とネズミ肉の炭火焼きですね。合わせて銅貨六枚になります」

　俺はお姉さんに金を渡わたそうと手を出すと……、

「キャッ！」

　……………………。

　硬こう貨かを手に立ち尽つくしていると、お姉さんが申し訳なさそうに、しかし半笑いの表情で。

「ご、ごめんなさい。その……。チャックが開いて、そこからお金を渡してくるのかと」




「──うわああああああああ！　アリス、聞いてくれよー！　街の連中が酷いんだよ！」

　俺は泣きながらアリスの部屋に駆かけ込んだ。

「どうしたんだいチャックマン。チャックに皮でも挟はさんだのかい？」

「チャックマン言うな！」

　俺はスノウが手配した人相書きにより、この近きん隣りんでは有名な変態としてもてあそばれていた。

　窓の外から声が聞こえる。




「チャックマーン！　おい出て来いよ！　チャック使った手品見せろー!!」




「くっそガキがぁー！　皆みんなの前でパンツ下ろしてノーパンマンとしてデビューさせてやる!!」

　走り出そうとする俺を、アリスが紙に何かを書きながら引き止める。

「やめておけよチャックマン。今問題起こすと本当に逮たい捕ほされるぞ」

「チャックマン言うな!!　ちくしょう、魔王軍と戦うためにやってる事なのにー！」

　そう、アレは悪行ポイントを貯ためるため、仕方なくやった事なのだ。

「しかし、今の内に悪行ポイント貯めてこいって言ったのは自分だが、まさかあんな行為で貯めようとするとは思わなかったよチャックマン」

「チャックマン言うな!!　この街の連中も覚えてろよ、全部終わったら俺が只ただの変態じゃなかったって知らしめてやる！」

「一応変態の自覚はあるんだな。……よし、大体できた」

　アリスは、地図や書物を机に並べ、改めて俺に向き直った。

　俺は買ってきた串焼きをかじりながら、アリスの向かいの席につく。

「基本は対人地じ雷らいを大量に。大型の魔物用に、対戦車地雷もいくつか取り寄せようか」

　ここ数日で稼かせいだポイントを、どう使うかはアリスに任せた。

　自分で決めてもいいのだが、自じ称しよう高性能の判断を信じてみたのだ。

「現在のポイントが五百と少し。切り札って事で、二百ポイントほど残しときたいとこだ。三百ポイント消費して、対戦車地雷三つと、残りは対人地雷を送ってもらおう」

「地雷にポイント使う日がくるなんてなぁ。貴重なポイントが勿もつ体たいねえ……」

　本来なら悪行ポイントは、通常では手に入らない強力な武器を支給してもらうのに使うものだ。

　対人地雷は非常に安く、物によっては数百円だ。

「こっちの金貨送るから、それで地雷送ってくれって言っても無理かな？」

「無理だろうな。幹部連中は、お前への支し援えんをケチってるってより、悪行を積ませたいんだろうよ。小さな事からコツコツと、やがて大きな悪事に手を染めて、最後は立派な幹部候補に、ってな」

　まあ、地球にいた頃ころからそんな節は確かにあった。

「俺が大悪事を働けるほど度胸のある人間だと思ってんのかな、あの人達は」

　俺は三人の最高幹部の顔を思い浮うかべ、軽いため息を吐はき出した。

「ヘタレな割にはここ最近のポイント貯め、頑がん張ばったじゃないか。変質者として手配され、スノウに釘くぎ刺さされた以上、もうこの手でポイント稼ぎはできないが……。それでもこの短期間で、しかもあのみみっちい悪事だけで、よくこれだけポイント稼いだな」

「ねえ、お前褒ほめてんの？　貶けなしてんの？　どっちなの？」

　アリスが、転送してもらう装備をメモに書いていきながら。

「よし。では、我々の今後の動きを確かく認にんするぞ。勇者不在の今、魔王軍がここに攻せめ寄せてくれば、魔王側に軍配が上がる。これは我々にとって最悪だ。このアジトを放ほう棄きしなきゃならなくなるし、この近辺で一番大きいらしいこの国が崩くずれたら、魔王軍の勢いは止まらなくなるだろう。そのままの勢いで他国にまで攻めてこられたら、どこに引っ越こしたとしても、のんびり装置の組み立てをして安定させる暇ひまもなくなるだろうな」

　勇者とやらは一体どこをほっつき歩いてやがるんだ。

「装置組み立てと安定には、一ひと月つきかかるんだっけ？」

「ああ、本気で急げば三週間ってとこだが、極力安定させたいからな。不安定な状態での転送なんて二度とゴメンだからな。念のため一月で見てもらえるとありがたい」

　あれっ？

「なあ、二度とゴメンだって、まさかとは思うけど一回目の転送は俺とここに来た事を言ってるんじゃないよな？　ていうか、俺がここに無事転送される確率って、本当はどれぐらいだったんだ？」

「てなわけで、王国軍には今回の侵しん攻こうをなんとしてでも追い返してもらい、その後も我々が安全に組み立てできる環かん境きようを維い持じして貰もらわないといけない。しかし現状では、我々もなんらかの形で介かい入にゆうしてやらんと負けるだろう。頼たのみの綱つなは勇者とやらだが、そいつが駆け付けるまで時間を稼ぐ必要がある。……よって我々は、地雷や罠わなを設置して、足止めのためのゲリラ作戦を仕し掛かける」

「おい、答えろよ。実は結構危なかったんじゃないのか？　どうなんだよ。……しかし、ゲリラかー。久しぶりだなぁ。俺が参戦したゲリラでは、ちまちま罠とか仕掛けてたな。森林戦で大だい活かつ躍やくだった、怪かい人じんトラ男さんとカメレオン男さんは元気かなー……」

　あの二人がいてくれれば、今回の戦せん闘とうはきっと楽勝だっただろうに……。

「キサラギに現状を説明して、手の空いてる連中を何人かでも送ってもらえればいいんだがなあ。幹部連中は部下を捨て駒ごまみたいに使うのは好かんから、向こうへの帰き還かんが確実に可能な状態にならないと、援えん軍ぐんの許可は下りないだろう」

「俺、安全がしっかり確認されてたわけでもないのに、ここに送り出されたんだけど」

　アリスは俺の言葉など聞こえないかのように地図を広げた。

「よし、敵の侵攻ルートを割り出すぞ。まあ、この辺りの地形と敵の規模を考えれば、考えるまでもないんだが……」

「……おいアリス、俺ひょっとして幹部連中に嫌きらわれてるって事はないよな？　な？　大事にされてるよな？　幹部候補だもんな？」

　アリスは俺の言葉をガン無視しながら立ち上がる。

「ふむ、人間の猟りよう師しが迷い込まなそうな、ここに地雷を埋うめに行こうか。我々にできる事なんてたかがしれてるが、勇者様が帰還するまで、せめて魔ま王おう軍の先行部隊を少しでも削けずっておくぞ！」

「おいアリス、何とか言ってくれよ！　なあ！　なあ!!　なあー!!」
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　その翌日。

「──よし、これでいい。偽ぎ装そうは完かん璧ぺき。おい六号、こっちは終わったぞ。とっとと次の穴を掘ほれ」

　鼻歌交じりに地雷を埋めるアリスの言葉に。

「……ハァ……ハァ……ハァ…………」

　作業で疲つかれ果てた俺は、言い返す事もできないでいた。

　とうとうシャベルを放ほうり投げ、そのまま地面にへたり込む。

「お、おま……、俺はお前と違ちがってずっと動けるわけじゃねーんだぞ。ちょ……休ませろ……」

　時刻は現在昼に近い。

　作業を始めたのが夜明け前。

　その間俺は、休きゆう憩けいもなしにひたすら無心で穴を掘り続けていた。

「そんな事言っても、ここはすでに魔王軍の活動範はん囲いだ。今は昼間だ、いつ連中に見つかってもおかしくないぞ。あと少しで全部終わるからもうちょい頑張れ」

　アリスの言葉に俺は重い体を無理やり起こすと、シャベルを手に取り再び作業へ。

「大体、疲れないお前が……穴掘ってくれれば……いいんじゃねーのか……そして俺が地雷埋めてった方が……効率いいだろ……」

　息を弾はずませ愚ぐ痴ちをこぼしながら掘る俺を、アリスはその場に膝ひざを抱かかえて眺ながめながら。

「念のためだよ、魔王軍には鼻の利きく魔物もいそうだしな。人間のお前の手で地雷に触さわると、人の匂においで発見されてしまうかもしれん。穴掘るだけなら、この辺一帯に匂いが残っていたとしても地雷の位置までは探さぐれないだろ。そして、王国へ続く道はここを避さけて通れない。迂う回かいもできない以上、ここを突つっ切る他ほかはないからな。……大体お前、地雷埋めた位置はちゃんと覚えていられるのか？　戦争が終わったら地雷の撤てつ去きよは基本だぞ」

「……なんか強制労働させられてる気分だ……」

　ふと思いつき、俺はアリスに声をかけた。

「おいアリス、地雷一個だけ残しといてくれ。ちょっと考えがあるんだ」

　不思議そうにこちらを見るアリスに、俺はポケットから取り出した物を見せつける。

　それは、いつか炎ほのおのハイネから取り上げた魔導石。

「地雷の信管の上に、これに重り付けて載のっけておこーぜ。売るか壊こわすかしようかと思ってたんだがいい機会だ」

「いくらなんでも、そんな見え見えの罠に引っかかるほどアホだとは思えんのだが。部下に取らせるとか考えるだろうに。ハイネが最初に発見する可能性の方が遥はるかに低いし、魔導石が万一敵の手に渡わたる事を考えたら、破は壊かいしてしまう方がいいんじゃないか？」

　そう言ってしげしげと石を眺めるアリスだが。

「いいんだよ。他の魔物が取ろうとしたら最低でも一体は巻き込めるんだし、石はその時に壊れるだろ。それに万一ハイネが見つけて、嬉き々きとして取ろうとした魔導石が目の前で爆ばく発はつした時の顔を想像したら、もうたまらんものがあるだろ」

「……お前は相変わらずいい性格をしているなぁ」




　──俺達が作業を終えて帰ると、昨日とは街の空気が違っていた。

　行き交かう人々が皆一様に青ざめており、表情は暗く、俯うつむきがちな人々で溢あふれている。

「何かあったな。謎なぞの変質者が世を騒さわがせた時でも、ここまで街の空気は悪くなかったぞ」

「なあ。あれ、もう忘れたいからやめてくんない？」

　アリスにツッコみながらも、確かにこの雰ふん囲い気きは気になるとこだ。

　俺はその辺を歩いているお姉さんに。

「あの、すんません。ちょっといいですか？」

「はい、なにか……ヒッ！　チャ、チャック……」

　………………。

　俺を見てビクリとして後ずさったお姉さんが、何かを言いかけ黙だまり込む。

「お姉ちゃん、連れの変態がごめんなさい。街の様子がおかしいけど、一体どうしたの？」

　俺から視線を離はなさずビクビクしているお姉さんが、無む垢くな少女に擬ぎ態たいしたアリスの言葉に少しだけ警けい戒かいを解くと。

「え、ええ……。何でも、勇者様がね……。魔王軍の四天王、風のファウストレスとの戦いで、行方ゆくえ不明になったそうなのよ……。それで勢い付いた魔王の軍勢が、この街を目指しているって……」
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「自分が仕入れてきた情報によると、勇者は敵四天王の一人と交戦の際、あと一歩のところまで追い込んだそうだ。ところが、敵四天王の風のファウストレスとやらが、勇者を巻き込んで、移動先を指定しないランダムテレポートという魔法を使ったらしい」

　家に帰った俺達は、早さつ速そく緊きん急きゆうの会議を開いていた。

「このテレポートってやつは、空間さえ繫つながっていればどこにだって行けるそうだ。現在の移動先は不明。我々が最初に飛ばされた時のように、この星のどこかの上空かもしれないし、海の上かもしれないし、魔の大森林のど真ん中かもしれない。まぁ確率からいって生存は絶望的だろうな」

「勇者の顔も知らないが、気の毒なこった。俺も転送がうまく作動しなかったら似たような目に遭あっていたかもしれないわけだしな。まあ俺の場合は、なんだかんだいって高い成功率が約束されていたんだろうが……」

　他人ひと事ごとながら、自分も同じ目に遭っていたかもしれないわけで、思わず勇者に同情してしまう。

「……………………そうだね」

「なあ、今の間は何？」

　本当に他人事じゃないんだが。

「それより、伝承だか伝説だかでは勇者が魔王を倒たおすんじゃなかったのか？　自分はそんな非科学的な事はあてにしてはいなかったが、今までは伝承通りに物事は動いていたと聞いた。それがどうしてこうなったんだ？」

「おい話ごまかすな、ちゃんと答えろ。……でも、確かに勇者が途と中ちゆうで退場するとかありえないよな。魔王が現れたり、勇者に紋もん章しようだのが現れるってところまでは、その胡う散さん臭くさい伝承通りだったんだからさ」

　アリスは考え込むと。

「……おい六号、お前は勇者が出てくるゲームだの小説だのが好きなんだろ？　自分は娯ご楽らく系のデータは入力を除外していたから分からないんだが、そういった話は本来、どんな風に進んでいくものなんだ？　突とつ然ぜん現れた勇者が超ちよう人じんぶりを発揮して、何の苦もなく無む双そうしていくのか？」

「うーん？　大たい概がいは一度ぐらい負けイベントがあるもんだ。強敵にやられた後、弱い自分を見つめ直して修しゆ行ぎようして、強くなってリベンジとか。まあ、起承転結の転ってゆーか、一度くらいはピンチになるな。その、一度くらい訪おとずれるピンチが、今回のランダムテレポートだってのか？　勇者は、テレポートで飛ばされた先の何処どこかで修行していて、この国のピンチの際に強くなって帰って来るって？」

　飛ばされた所で謎の爺じいさんとかに出会い、必ひつ殺さつ技わざを伝授されて帰ってくる。

　飛ばされる云うん々ぬんはともかく、漫まん画がでも何でも敗北を知り強くなるってのは物語の基本だ。

　だが、アリスは小さく首を振ふると。

「……いいや、多分違うな。勇者はすでに一度敗北を味わっている。あの、ダスターの塔とうの二人組のボス相手にな。本来なら、連中に負けた勇者はリベンジするために修行して、そのまま風のなんとかいうボスも、修行で覚えた必殺技などを使って圧勝できたんだろう。実際、あの時塔を攻こう略りやくに行った王国の戦力では、我々がいなければ塔を攻略できたとは思えない。王国軍ですら敗北した強敵に、勇者一行が打ち勝ち、人々に希望を与あたえ、勝利していく。ところが……」

「……もしかして、本来なら勇者がリベンジして塔を攻略するとこを、俺が現れて横から攻略しちゃったから、勇者の伝承とやらがおかしくなってるって事か？　やめろよ、俺のせいみたいに聞こえてくるじゃん。そ、そんなもんで伝承とやらが歪ゆがむとかないよな？　……おい、お前は高性能なんだろ？　何か手はないのかよ！」

　なんだか大変な事をやらかしてしまった気がしてきた俺は、アリスをゆさゆさと揺ゆらしながら訴うつたえた。

「……あるといえば沢たく山さんあるが。手段を問わないって前提ならな」

「聞こうじゃないか」

　アリスがピッと指を立て。

「お前は、短時間で大量ポイントをゲットできる凶きよう悪あくな悪事をやらかしてこい。自分は、通常なら支給が禁止されている、細さい菌きん兵器や化学兵器を転送してもらえるよう頼たのんでやる」

　…………。

「ほ、他には？」

　俺の目の前にアリスが二本目の指をピッと立て。

「自分が単たん騎きで魔ま王おうの城に乗り込んで、適当なヤツを挑ちよう発はつして攻こう撃げきを食くらい、内蔵されてるちょっとヤバイ動力源を暴走させる。そして魔王城ごと敵をすべて消しよう滅めつさせるとか」

「却きやつ下かだボケェ！　もっと穏おん便びんな方法はないのかよ！」

　だがアリスは、三本目の指を立てる事なく。

「ないな。そろそろ準備を終えて攻せめてくるだろう魔王軍を、万が一防げたとする。だが、こちらはそもそも戦力で劣おとっているんだ。切り札だった勇者がいない今、何度か侵しん攻こうを防げたとしても、焼け石に水ってやつだ」

「……となると、俺達に残された手段は……」

　俺とアリスは頷うなずき合うと。

「「バックレるか」」

　いさぎよく諦あきらめる事にした。
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「おい、俺のお気に入りの枕まくら、なんで置いてくんだよ！　お前の大量の荷物はなんなんだ、俺の枕を積んで代わりにそれを置いてけ！」

「バカか、自分の荷物はどれも大変価値がある。それこそお前の小こ汚ぎたない枕が山ほど買える代しろ物ものばかりなんだぞ」

　俺とアリスは持っていく荷物をまとめながら、この街から脱だつ出しゆつする準備を進めていた。

　この国はもうダメだ。

　色々と思うところもあるが、やはり人間、一番大事なのは自分の命だ。

　なに、俺の関係者は皆みんな強いから、きっと生き残る事だろう。

「おいアリス、組み立てた転送機はどうするんだ？　あれってまだ使えないんだろ？」

「一応地球に繫がってはいるんだが、まだ移送空間が安定しない。ほんの僅わずかな誤差でも、この星と地球との距きよ離りを考えると大だい惨さん事じになりかねないからな。自分達は上空に転移できて幸運だった。転送してみたら海底でしたじゃシャレにならん」

　なんか、聞けば聞くほど俺がこの星に来れたのは奇き跡せきだったんじゃないかと思えてくる。

「……大だい丈じよう夫ぶ、この星への転送座標はキサラギの天才達が長い時間をかけて念入りに導き出したからな。だから、ちゃんとパラシュートを装備していっただろ？　こういうのは最初の転送が難しいだけで、後は自分がいればどうにでもなる。転送機は置いていこう。他ほかにアジトを手に入れて、そこに新しい部品を送ってもらう」

「俺の考えを読むなよ、そんな言葉じゃごまかされないからな！　だったらもっと低いところに送れたはずだろ！」

　と、俺達が逃にげる用意をしていた、その時だった。

　玄げん関かんのドアをノックする音と共に、誰だれかの呼び声が聞こえてくる。

　だが、この家に訪ねてくる知り合いなんて、俺達にいるわけがない。

　となればもちろん……！

「野や郎ろう、この忙いそがしい時にまた来やがったのかクソガキが！　全ぜん裸らに剝むいて女子トイレに放ほうり込んでやる！」

　俺がドタドタと階下に降り、勢いよくドアを開けると──！

「お久しぶりです六号様。お話があって参りました」

　そこには、多数の兵隊を引き連れたティリスが、ニッコリと笑えみを浮うかべていた。




　──城の最上階にあるティリスの部屋。

「お断りします」

　半ば無理やりに近い状態で連れて来られた俺達は、ティリスの頼みを即そく断だんしていた。

「……まだ何も言っていないのですが……」

　困ったような表情を浮かべ、ティリスが上うわ目め遣づかいで言ってくる。

　そんな甘えた眼めをしても無む駄だだ。

　俺はスノウから聞いたのだ、アリスが予想した通り、この国の政治を牛ぎゆう耳じっているのはティリスだと。

「どうせ魔王軍と戦えとか魔王軍を食い止めろとか愛人になれとかそんなんだろ？　残念だが、今の俺にそんな余よ裕ゆうはないんだよ、悪いとは思うが他を当たってくれないか」

「あ、あの……。最後の一つだけはよく分からないのですが……」

　ここに連れて来られた時点で俺達を囲んでいた兵は解散した。

　今この部屋にいるのは、ティリスと俺とアリスのみ。

　じゃあ一体なんの話なんだと警けい戒かいしていると、

「六号様。これが何か、見覚えはありますか？」

　そう言ってティリスが取り出したのはリュックサック。




　いや──




「パラシュートじゃん」

「おいバカ」

「なるほど、これはパラシュートというのですか」

　思わず口を突ついて出た言葉に、ティリスが耳みみ聡ざとく反応した。

　アリスがしかめ面つらをしているが、コイツは一体どうしたんだ。

　コレは確か、俺達がこの星に降り立った際に無用の長物となったため、荷物として持っていくのも邪じや魔まなのでその場に放置したはずだが。

「コレは、謎なぞの飛行物体が目撃された日に、現場近くに落ちていた物です。……私はコレが何に使う物かも分かりませんでしたが、六号様は名前まで知っているのですね」

　にこやかな笑みを浮かべるティリスの言葉に、なんだか寒気を覚えてしまう。

　なんだ、一体何を言いたいんだ。

「率そつ直ちよくに申し上げます。六号様は他国から来たスパイ、工作員ですね？」

　ド直球をぶち込んできた。

「ちょっと何言ってるのか分かんないです」

「そうですか。では拷ごう問もんに掛かけるしかないですね」

「噓うそですすいません、スパイだって認めますから許してください」

「早いなオイ！　お前いくらなんでも、もうちょい根こん性じよう見せたらどうだ！」

　アッサリ陥かん落らくした俺に、アリスが思わずツッコミを入れる。

　が、ティリスは俺達を咎とがめはせず、どこか楽し気に笑っていた。

「……えっと、俺達を捕つかまえないのか？」

　そんなティリスに不ふ審しんを覚え尋たずねてみると。

「捕まえませんよ？　ただ、一つだけ。あなたにお願いがあるんです」

　ティリスはそう言って、ジッと俺達を見つめてくる。

「二人は魔の大森林の外から来たと言いましたね？」

　正確には、この星の外から来たのだが、間ま違ちがってはいないのでコクリと頷く。

「謎の飛行体が目撃された後、二人はこの地に現れました。それはつまり、二人は空を飛ぶなんらかの方法があるという事。魔の大森林を抜ぬけて来たというのも、それなら納なつ得とくできます」

　ティリスはドヤ顔を浮かべているが、その推測は大体間違ってますよと言うのも気が引ける。

　そんな俺の考えもよそに、ティリスは真しん剣けんな眼まな差ざしで。

「この国は……。恐おそらく明日、滅ほろびるでしょう。そうなれば、魔王軍は近きん隣りん諸国にまでも侵略の手を伸のばします。……そこで二人にお願いです」

「……聞こうじゃないか」

　俺の目を真っ直すぐ見つめ、

「この国の騎士達、兵士達の生き様を、最さい期ごまで見届けてあげてくれませんか？　そして、この国が存在した事をあなたの国に伝えてください。魔王軍と戦った彼らのために、この地には勇ゆう敢かんに戦った人達がいたと、伝えてください。そして、どうか魔王軍に対たい抗こうできるように、他の国々に一いつ致ち団結するよう呼び掛けてください。……不ふ甲斐がいない私にできる事は、彼らの活かつ躍やくを後世に残してあげる事ぐらいです」

　ティリスはそう言って、いずまいを正すと。

「どうか、お願いできませんか？」

　王族であるにも拘かかわらず、どこの馬の骨とも分からない俺に、深々と頭を下げてきた。
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　窓の外はすっかり暗く、辺りには虫の鳴く音が静かに響ひびく。

　今の時刻は既すでに二十時を回っている。

「まいったなー……。あんな真剣な顔で頼まれちゃ嫌いやだなんて言えねえよ……。いっそこのまま逃げちまうか？　いや、逃げるのなら魔王軍が攻めてきて混乱してる時だよなあ……」

　宿舎の風ふ呂ろから上がった俺は、そんな独り言を呟つぶやきながらティリスの部屋に向かっていた。

「まあ……。いざって時は、ティリスがなんとしてでも逃がしてくれるって言ってたし……」

　ティリスからは、街の外がい壁へきが破られ、中に魔物が侵入を始めた際には空から逃げてくれと頼まれている。

　ぶっちゃけ俺のポイントだと航空機の類たぐいだなんて送ってもらうのは無理もいいとこなのだが。

　……と、その時だった。

「あっ、隊長だ！」

　風呂上がりの俺を目ざとく見つけ、声をかけてきたのはロゼだった。

　こちらにぺこりと会え釈しやくするロゼに車いすを押させながら、グリムが目を輝かがやかせ、

「隊長ってば、スノウからのセクハラに耐たえられなくなって辞やめたって聞いたけど、こんな所で何してるの？」

「グリム！　その噂うわさは鵜う吞のみにするな、アレはこいつのデマだ！」

　さらには、さっそく短気ぶりを見せるスノウまでがそこにいた。

「ティリスに頼たのまれて、明日までこの城に残る事になった。いざって時は脱出していいと言われてるけどな」

「そうなんですか！　隊長がティリス様の護衛なら安心ですね！」

　どうやらこいつらは、俺が護衛として雇やとわれたと思っているようだ。

　無邪気に笑うロゼに、あんな重い事を頼まれたとは言い出せず、そのまま否定もせずにいると、

「……ティリス様が自ら頼んだというのなら私は何も言えないが、違う意味で不安になってきたな……。いいか六号、私がいないところでティリス様にバカな事を吹ふき込んだり、セクハラしたりするんじゃないぞ？　分かったか？」

「そんなに釘くぎ刺さされると、むしろやれって言われてる気になってくるんだが」

「止やめろ！　おい、冗じよう談だんで言っているんじゃないからな？　分かってるんだろうな!?」

　俺はそんな三人に、気になっていた事を尋ねてみる。

「お前ら、明日はどこを守る事になるんだ？」

　今までの小隊の時の待たい遇ぐうだと、最前線の真正面だとか言いそうだが。

「フン、心配するな。グリムもロゼも近この衛え騎き士し団の隊員だ。近衛騎士とは字の如ごとく、王や姫ひめなど尊い身分の方を守る者。明日は都市の正門前に陣じん取どって、最後の守りを任される事になるだろう」

　知った顔が危ない所にはいないと知り、ひとまずは安心する。

「お前ら、明日は死ぬなよ。危なくなったら国なんてどうでもいいからとっとと逃げろよ？」

　俺のその言葉に、

「バカな！　我々は誇ほこり高き近衛騎士団！　逃げるぐらいなら玉ぎよく砕さいを選ぶ！　そうだろう!?」

「「えっ」」

　………………。

「明日は、あたし達も頑がん張ばります！　隊長も危ない時はティリス様を連れて脱だつ出しゆつしてくださいね！」

「私も、明日は頑張って起きてるから任せて！　まだ男も知らないのに絶対に死ねないわ！　絶対に生き残って素す敵てきなお婿むこさんを迎むかえるの！」

「おいお前達！　えっ、て何だ！　の、残るよな？　私と最後まで、残ってくれるのだろう？」

　この調子なら、こいつらは大だい丈じよう夫ぶそうだ。

「……なんだ、ニヤニヤと気持ちが悪いな。言っとくが、ティリス様に何かを頼まれたようだから見み逃のがしているんだ。あの事が許されたとは思うなよ」

　ほほえましく見守っていただけなのに、スノウが俺の笑え顔がおを気持ち悪いと抜かしてくる。

「なんだあ？　いつまでもケツの穴のちっちぇーヤツだ。そんなんだからいつまで経たっても、炎ほのおのハイネにまともに相手をされないんだよ」

「こ、コイツ……！　貴様を城から追い出す事になった時、この二人がどれだけ心配したと思っている！」

　相変わらずの短気ぶりを見せるスノウに向けて、俺は小指で耳をほじほじしながら。

「はいはい、反省してまーす」

「…………」

　無言で剣けんを抜くスノウに向けて、俺は威い嚇かくの構えを取りながらジリジリと後ずさる。

「あははははっ！　隊長は相変わらずですね。明日どうなるかも分からない、こんな時ですらスノウさんと喧けん嘩かばかりして……。あたし、ようやく理解しました。喧嘩するほど仲が良いって言いますし、もう二人は止めない事にしますね！」

　笑い声を上げながら、ロゼが楽し気に手を叩たたく。

「この二人のイチャイチャが鬱うつ陶とうしいわね。……ああ鬱陶しい、呪じゆ詛そでもかけてやろうかしら。スノウときたら隊長が出て行った後、あれだけ落ち込んでいたくせに。今日はやけに元気になったわね」

「言われてみればそうですね。スノウさんが何だか生き生きしてます」

「よし分かった。お前達三人、まとめて相手をしてやろう。明日の戦いの前ぜん哨しよう戦せんだ、お前達のような厄やつ介かい者はこの私が躾しつけてやる！」

　気短な女はそう言って、まずは手始めとばかりに俺に向かって斬きりかかる。

　そんなスノウを止めもせず、一体何が楽しいのか、ロゼはニコニコしながら言ってきた。

「あたし、やっぱり隊長が隊長やってる隊が一番好きかもしれません。何だかちょっと落ち着くんです」

「まあ、私も嫌きらいじゃないけどね、隊長はセクハラが酷ひどいけど、その代わりによく奢おごってくれるし！」

　そんな吞のん気きな声を聞きながら。

「どうでもいいからコイツを止めろ！　敵が攻せめてくるのに同士討うちしてどうすんだ！」

　平へい穏おんな夜は更ふけていった──
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　城の眼前に広がるグレイスの城下町。

　それを守るように正門に陣を構えた騎士団に、将軍が大声で呼び掛かけていた──




「諸君！　勇者殿どのが行方ゆくえ不明になった事はすでに聞き及およんでいるだろう。失意の底に落ちた者、あるいは絶望の淵ふちに落ちた者が多くいるだろう。だが、勇者殿は死んだのではない。我々が国を守り民たみを守り、じっと耐えて待ち続ければ、我らの最後の希望、勇者殿は帰き還かんするだろう！　この門を守り、国を、家族を守れ！　誇りを守れ！　さあ、今こそお前達の出番だ！　魔ま王おう軍に、恐おそれるべきは勇者殿だけではないと知らしめるのだ!!」

　将軍の演説に、僅わずかなりとも士気を奮い立たせ歓かん声せいを上げる騎士や兵士。

　その様子を、自室のバルコニーから憂うれいを帯びた表情で見守るティリスが呟いた。

「……六号様。果たして、敵はどう動くでしょうか……？」

　ティリスに問われた俺はといえば……。

「本当なんだって！　俺見たもん、ユニコーンが額の角で、女の子のスカートめくるのを！　世話をしてた騎士の子が被ひ害がいに遭あってたんだよ！　ユニコーンなんてロクなもんじゃねえよ、絶対中におっさんが入ってるぞ！」

「分かった分かった、その事についてはまた後で聞いてやる。自分は今、この状じよう況きようを向こうに伝えて少しでも便べん宜ぎを図はかってもらえないかと手紙を書いてんだ、邪じや魔ますんな」

　先ほど厩きゆう舎しやで見かけた衝しよう撃げき的なシーンを説明するのに忙いそがしかった。

「あ、あの、六号様……」

「どうせあの冷血な幹部連中は特例なんて認めないって。それよりちゃんと聞けよ、これって結構大事な事だぞ!?　ユニコーンいるならこの国には馬もいるだろ、なら馬でいいじゃん！　ドスケベで面めん倒どう臭くさい性質のユニコーン使わなくてもいいじゃん！」

「そんな事を自分に訴うつたえられても知るか。生態系を色々調べてるが、ここには進化の過程が見えなかったりと不可解な例がたくさんある。神話や伝承に出てくる生物がなぜ多数存在するのか、疑問を挙げればキリがない。そもそも、魔法やら呪のろいやら不条理極きわまる現象についてもだな……」

　俺からすればお前の存在も中々に不条理だと言いたいとこだが。

「…………魔法に興味があるご様子ですが、簡単なものなら私も使えますよ？」

「マジで？　見せて見せて！」

「おっ、それは自分も見てみたいな」

　相手にされないのが寂さびしくなったのか、こちらの興味を惹ひこうとするティリスと俺達をよそに。

　王国の騎士達は、じっと魔王軍の来るのを待ち続けていた。
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「──さあお前ら、気合い入れて行くんだよ！　今こそあの国を支配下に置く時だ！　勇者はいない！　もう、あたし達の邪魔するヤツは……」

　魔物達に檄げきを飛ばしていた炎のハイネが、ほんの一いつ瞬しゆん言葉を止めた。

　ある男の顔が頭をよぎったからだ。

　だが、頭かぶりを振ふって、頭にこびりついたその顔を振り払はらい。

「あたし達の邪魔をするヤツはもういない！　行くぞお前ら！　人間共に、魔王軍の恐ろしさを見せてやれっ!!」

　その言葉に、今や王国軍の倍近い戦力にまで膨ふくれ上がっていた魔王軍は、足を踏ふみ鳴らし、地じ響ひびきを立てて気勢を上げた。

「おいハイネ。これだけの魔物がいるなら、俺の虎とらの子のゴーレム達は必要なかったんじゃねえのか？　もう勇者もいねえんだ、お前だけで充じゆう分ぶんだろ、あんなちっぽけな人間どもの王国ぐらいよ。……たとえお前が元の力を使えない、魔力の低い触しよく媒ばいしか持っていない状態だとしてもだ」

　ハイネに対し、バカにしたように話しかけるのは、魔王軍の四天王、地のガダルカンド。

　勇者という人類の希望が失われた今、人間は恐れるに足らずというのが今の魔王軍の考えだった。

　士気が下がり、死人のようになった王国軍など、弱体化したハイネと勇ゆう猛もう果か敢かんな大量の魔物達だけで充分だと思われているのだ。

「油断するなよガダルカンド。言っただろう、あたしを出し抜ぬいたヤツがいるって。正直言って、あたしは勇者よりそいつの方が苦手だね。ただ強いだけの勇者と違ちがって、何をやらかすのか分からないところがある。念には念を、だよ。あいつも、たった一体のゴーレムを倒たおすのにかなり手こずってたからね。それが十体もいれば、流石さすがにどうしようもないさ」

「……俺のゴーレムをぶっ壊こわしたヤツか。おいハイネ、そいつは俺に殺やらせろよ。俺のゴーレムにやったように、その人間を粉々にしてやる」

　ガダルカンドの言葉に、ハイネは小さくため息をついた。

　こんな脳筋を頼たよりにしないといけないとは。




　……と、異変が起きたのは、その時だった。




　先頭を歩いていたはずのゴーレムの一体が、突とつ如じよ轟ごう音おんと共に砕くだけ散る。

「「なっ!?」」

　ハイネとガダルカンドは、突然の出来事に驚きよう愕がくし。

「なっ、な……、何が起こった！　おいハイネ、あれか！　例の、ゴーレムを殺ったって野や郎ろうが出やがったのか!?　ここはまだ魔王軍の領域だぞ！」

　常に余よ裕ゆうたっぷりで、何事にも動じないガダルカンドが珍めずらしく慌あわてている。

　それを見たハイネは、逆に落ち着きを取り戻もどし、

「全員止まるな、的にされるぞ！　ゴーレムを粉ふん砕さいするほどの高等魔法だ、あんなものは遠えん距きよ離りから放てはしない！　魔法は、距離と威い力りよくが反比例する。威力を高めたければ距離、距離を延ばしたければ威力を削けずらなきゃダメだからな！　あの威力だ、敵は必ず近くにいる。探し出せ！」

　混乱しかけた魔王軍も、ハイネの素す早ばやい指示により、すぐさま落ち着きを取り戻した。

　やがて魔物達が辺りに散らばり、敵の影かげを探し始めるが……。

　そこかしこで起こり始めた爆ばく発はつの連続に、今度はハイネとガダルカンドが戸と惑まどった。

「おいおい、何だこりゃ！　高等魔法は、いつからこんな簡単に扱あつかえるようになったんだ？　そこかしこで魔物が吹ふき飛んでやがるぞ！　敵はどれだけいるんだよ!!」

「ケルベロス！　ケルベロスを何匹ひきか連れて来い！　臭においで敵を探さぐり出せ！」

　ガダルカンドが叫さけぶ中、ハイネが更さらに指示を出す。

「……ハイネ様！　ケルベロスに索さく敵てきをさせても辺りを軽く嗅かぐだけで、動こうとしません！」

「ガダルカンド様ー！　ゴーレムが！　ゴーレムがもう一体やられました!!」

「一体どういうこった！　ちきしょうテメエラ、警けい戒かい態勢だ！　常に周囲を見回して、少しずつ進軍しろ！　敵はどこからか俺達を狙ねらってやがる。注意を怠おこたるな！　ゴーレムは後ろに下げろ！　これじゃ大事なゴーレムがただの的だ！」

　焦あせりを滲にじませたガダルカンドの叱しつ咤たに、ハイネは見えない敵を探そうと、敵の魔力を感知するために精神を集中させた。

　……近くに、強い魔力が感じ取れる。

　それは、強力だがどこか懐なつかしい……、

「……これは、あたしの魔導石の波長！」

　という事は、自分から石を奪うばったアイツがいる。

　それで全すべてに合が点てんがいったハイネは、魔物達も放ほうり出し、魔導石の下もとへ駆かけ出した。

　そこに、石と共にあの男がいるはずだ。

「……何だと？」

　だが、向かった先に人の姿はなく、魔導石がぽつんと置かれているのみ。

　周囲を警戒し、人の気配を探ってみるが何も感じられない。

　恐る恐る石に近づきながらも、更に辺りを見回した。

「……そこにいるんだろう、六号？　これは何のつもりだ？」

　轟とどろく爆音、魔物の悲鳴。

　それらが遠く聞こえるだけで、人の声はしなかった。

　目の前には魔導石。

　やはりどうやっても、人の気配は感じられない。

　これは、もしかして六号から自分への詫わびの証あかしだろうか？

　勇者が行方不明になったため、今度こそ本当に魔王軍に寝ね返がえりたいとか？

　なんにしても、真相は本人に会ってからだ。

「……あ……あたしの……あたしの、大事な魔導石……！」




　ハイネは、長く魔力を込めてきた大切なソレを、嬉き々きとして手に取っ……！
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「さあ、いきますよ！　私の力では一度しか使えないので、よく見ていてくださいね！　水の女め神がみの名の下に、顕けん現げんせよアクアンズ！」




《悪行ポイントが加算されます》




「……おっ？」

「なんだ六号。どうかしたか？」

　突然聞こえたアナウンスに首を傾かしげると、アリスがそれに反応した。

「いや、なんか今、急に悪行ポイントが増えたからさ。俺をチャックマン呼ばわりしたガキの家に、親に見つかるように投げ込んどいたエロ本がバレたかな？」

「……お前、子供相手に……」

　とその時、バシャンという水の音が聞こえてきた。

「見ましたか？　今のが水の精せい霊れいを呼び出す魔法で……！」

　そちらを見れば、ハアハアと荒あらい息を吐はくティリスが、水たまりの前で満足げに微笑ほほえんでいる。

「ごめん、見てなかった」

「自分も見てなかった。すまんがもっかいやってくれ」

「ええ……」

　なぜかティリスがどんよりと表情を曇くもらせながら、その場に立ち尽つくす。

　バルコニーから街の外を見てみるが、敵の姿は現れない。

　すでに予想されていた魔ま王おう軍の到とう着ちやく予定時刻はとっくに回り、そろそろ十五時にさしかかろうとしていた。

「遅おそいな。もう今日は来ないんじゃねえ？」

「イヤ、きっと地じ雷らい原げんで足止め喰くらってるんだろう」

　そういやそんな物も仕し掛かけてあったな。

　……しかし、このまま長引くのは好都合だ。

　俺の拘こう束そく時間は夜の二十時までだから、それを過ぎたなら、俺が逃とう走そうしようが誰だれに何を言われる筋合いもない。

　……そのまま更に待ち続け、いい加減街の前に展開し続けている騎き士し団もだらけ始めてきた頃ころ。

　遠く、街かい道どうの彼方かなたから。

　沈しずみ始める夕日を背に、血走った目を滾たぎらせた魔物の群れが姿を見せた──




「──六号様、見てください！　第六騎士団の隊長が、果か敢かんにも一人で敵てき陣じんに！」

　戦場では先さき程ほどから一進一退が続いていた。

　大量の魔物達が押し寄せるが、数に劣おとる騎士達は上手うまく連係を組み、バラバラに攻こう撃げきしてくる魔物を各個撃破していっている。

　あれだけピンチだなんだと言われていた割には、魔王軍と互ご角かく以上に渡わたり合っていた。

「何だよ、この分だと逃にげなくても良さそうじゃないか。でもティリス、今回を無事に乗り切ったとしても、手の平返してスパイは処しよ刑けいよとか言うんじゃないぞ」

「言いませんよ、そのような姑こ息そくな事は！　経費削さく減げんのためお二人で一部屋にしたりはしましたが、そのような信に反する事だけは致いたしません！」

　…………。

「おい待てよ、俺とアリスが同じ部屋だったのは節約のためだったのかよ！」

「六号様はどのみち、明日にはこの城にいないのですから、済んだ事はよろしいではありませんか」

「よろしくねーよ！　コイツ可愛かわいい顔してとんだ食わせもんじゃねーか！」

　俺とティリスが言い合う中、戦場を見ていたアリスが呟つぶやいた。

「……最前線の兵が崩くずれたな」

「ああっ！　な、なんて事……！」

　バルコニーにもたれかかっていた俺を押し退のけ、ティリスが食い付くように戦せん況きようを見守った。

　真しん剣けんな眼まな差ざしで果敢に戦う兵達。

　それらに祈いのりを捧ささげるティリスをよそに、暇ひまを持て余した俺達は……。

「おいアリス、マルバツでもしよーぜ」

「なんだ、マルバツってのは」

　絨じゆう毯たんの上に紙を広げた俺達に、ティリスが何か言いたそうな表情で口元をむにむにとさせている。

「お前、何でも知ってるんじゃなかったのかよ。マス目を書いた紙にマルとバツを交こう互ごに書いて、先に五つ並べられた方の勝ちって遊びだ。やるか？　賭かけ金は金貨一枚でどーよ」

「お前、本気で言ってんのか？　人の脳みそで万が一にも自分に勝てると？」

　呆あきれた口調のアリスだが。

「お前は高性能なんだから、ハンデとして、俺は順番回ってきた時に置けるマルの他ほかに、５ターン毎ごとにもう一個マルを置けるルールな」

「おい、ふざけんな」

　──それからどれだけの時間が経たったのだろう。

「ああ……！　とうとう、第四騎士団までもが……！」

「よし、自分の勝ちだな」

　目の前に広げた紙に、アリスがキュッとペケを書く。

「おいおい、先に五本先取した方が勝ちってのはマルバツの基本ルールだぞ？　まだ一回しか勝ってないだろうが」

「おいこら、ふざけんな」

　──徐じよ々じよに辺りは暗くなり、戦せん闘とう中ではあるものの、あちこちにかがり火が焚たかれ出した。

　夜は魔物達に有利な時刻。

　せめて視界だけでも確保しているのだろう。




「──六号様。そろそろ脱だつ出しゆつの用意をしてください。いよいよ正門前に敵が迫せまってきました」




　覚かく悟ごを込めたティリスの声に、俺はふと顔を上げた。

「いよいよか。……分かった、俺達も準備をしよう」

「おい六号、お前の番だぞ。こんな不利なハンデ吞のんでやったんだ、とっとと書け」

　ティリスは腰こしを上げた俺を見て、困ったような、それでいて泣き笑いのような表情を浮うかべていた。

「まったく、あなたは……。彼らの戦いをちっとも見ようとしないじゃないですか」

　そんな顔で呆れたように言ってくる、ティリスに向けて。

「信じてるからな。まだスノウやロゼ、グリム達が控ひかえてる。あいつらは弱くない。なんせ……」

　俺はニヤリと笑えみを浮かべ。

「あいつらは、俺の部下だからな」

　自信を持って、キッパリ告げた。

「オイ六号、もうどこに置いても詰つみだから。諦あきらめて、金貨よこせ」
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「ロゼ、グリム！　敵はまだ離はなれているが、あくまで注意は怠おこたるな！　強敵が来たらお前達が頼たよりだからな！」

　そこかしこで悲鳴が上がり、戦いの音が響ひびく中。

「大だい丈じよう夫ぶです、任せてください！」

「眠ねむい……が、がんばれ私……！　これが終わったら、きっとスノウが大量のお酒を奢おごってくれる……だからがんばれ……がんばれ私……も、もうすぐ完全に日が沈むから、がんばれ私……」

　頼りがいのある言葉を返すロゼと、あまり頼りになりそうにない様子のグリム。

　これが終わったら、飯でも酒でも幾いくらでも奢ってやろう。

　街の正門、騎士団の最さい後こう尾びを守る私の下に、一人の兵士が駆かけ込んでくる。

「スノウ殿どの！　スノウ殿は!!」

　慌あわてた様子の兵士が私を見付け、青ざめた顔で声を上げた。

「ゴーレムが！　長時間の戦いで疲ひ弊へいしたところに、ストーンゴーレムが七体、騎士団の中央を強ごう引いんに突つっ切り、真っ直すぐこちらに向かっております!!」

　ゴーレムが七体!?

「おいグリム！　呪のろいで何とかなる相手か!?」

　カラカラと車いすの音を立てながら私の隣となりに出て来たグリムが、徐々にこちらに迫りくるゴーレム達をジッと見つめ。

「そろそろゼナリス様が活発になる時間帯よ。破は壊かいは無理でも、足止めぐらいならなんとかなるわ！　それに街の防衛にかこつけて、ゼナリス様への贄にえのため、カップル達のペアリングを片っ端ぱしから徴ちよう収しゆうしてもらったもの！」

　日ひ頃ごろはちっとも役に立たないグリムが、今日に限っては誰よりも頼たのもしかった。

　後半の徴収の件については、私は聞かなかった事にしよう。

「よし、全員グリムを守る陣じん形けいを取れ！　ハンマーやメイスを持っている者は、足止めされたゴーレムに殴なぐりかかれ!!」

　と、部下に指示を下したその時だった。

「そうはさせないよ！　お前達は引っ込んでな!!」

　門の前まで迫り来る、七体のストーンゴーレム。

　その内の一体の肩かたに、魔王軍四天王の一人、炎ほのおのハイネが立っていた。

「よう、また会ったな。でも今はお前達に用はない。六号を出せ！　あの男に用がある」

　ハイネは身体からだのあちこちに傷を負い、酷ひどく痛々しい姿をしていたが、その表情は苦しげでもなく、ただひたすらに怒いかり狂くるっている。

「六号はここにはいない！　そして貴様の相手はこの私だ!!」

　叫さけぶ私に、ハイネはその赤い瞳ひとみを、激しい怒りにぎらつかせ。

「お前じゃ力不足なんだよ！　あの男！　ここまであたしをコケにしたあの男は、絶対に生かしちゃおけない！　大切な魔導石をエサに、よくもやってくれたねえ!!」

　何の事だと訝いぶかしむが、あのバカがまた何かやらかしてくれたのだろう。

　ほんのちょっとだけ溜りゆう飲いんが下がる。

「力不足もクソもない、お前を六号の下もとへ行かせるわけにはいかんのだ。あいつはあいつで、なにやらティリス様から大事な仕事を頼まれたそうだからな。グリム！　やれ！」

「偉い大だいなるゼナリス様、この石人形に災わざわいを！　足裏を地に縫ぬい付けられるがいい！」

　私が言い終わるより早く、グリムが呪じゆ詛そを放っていた。

　グリムが握にぎり締しめていたペアリングが、邪じや神しんへの贄となり光に包まれ消え去った。

　呪詛を受けたゴーレムがその場から足を動かせなくなり、つんのめって倒たおれ込む。

　それを見た周囲の兵が、思い思いの武器で袋ふくろ叩だたきにして破壊した。

「偉大なるゼナリス様、この石人形に……」

「それ以上はやらせるか！　一等の魔導石は破壊されたが、今日は予備だって持っている！　お前程度ならこれで充じゆう分ぶんだ！」

　ハイネが腕うでから炎を吹ふき出させ、グリム目がけて投げつけた。

　と、その前に立ち塞ふさがるのは小さな影かげ。

「偉大なるゼナリス様、この女に災いを！　炎の魔ま術じゆつを永続的に封ふうじられるがいい！」

　ロゼに炎から庇かばわれながら、大きな包みを膝ひざに置いたグリムがハイネに指を突き付けた。

　邪神への贄である、膝に置かれた大量のペアリングが光と共に消失し。

　その文言を聞いたハイネはギョッと驚きよう愕がくの表情を浮かべると、思わず目を閉じ、身を守るように顔の前で腕を交差させた。

「…………ふ、不発……か？　クソッ、脅おどかしやがって！」

　指先から炎を出し、ホッとした顔でハイネが吠ほえる。

「あんたみたいな、存在そのものが男の目を集める淫いん売ばいが、私は一番嫌きらいなのよ！　もう少しだけ私に勇気があれば、反動を覚悟で乳がもげる呪いを掛かけてやるのに！」

「な、何言ってんだか分かんないよ！　人を淫売呼ばわりすんな！」

　しかし今の呪詛はかなりの圧力になったのか、ゴーレムの肩から降りたハイネはグリムを警けい戒かいして後ずさった。

　グリムが呪いの反動で炎の魔法を封じられてもデメリットはない。

　手元に大量の贄がある今、それが尽つきるまでにはハイネの炎を封じる事が出来るだろう。

　それに気付いたハイネが青い顔で警戒する、そんな中。

「何だぁ？　何遊んでんだよハイネ！　とっととその女を殺しちまえよ！」

　横合いから現れたガダルカンドが。

「……あん？　お前、以前ぶっ殺した女に似てねえか？　……まあいいか、もう一度殺せばいい話だしな」

　つまらなそうにそう言って、手にした金棒を振ふり上げた。

　いつぞやの、頭を飛ばされたグリムの姿が脳のう裏りをよぎる。

「お、おりゃー！」

　あまり締まらない掛け声と共に、ロゼがガダルカンドの頭にとび蹴げりを放った。

「……おい、てめえ今、この俺に何しやがった？」

　攻こう撃げきを受けたはずのガダルカンドは、蹴られた箇か所しよをポリポリ搔かくと、その巨きよ体たいに似合わぬ速さでロゼに飛びかかり、素す手ででロゼのこめかみを強打する。

　そのまま跳はね飛ばされるロゼに目もくれず、ガダルカンドはグリムの前に立つ私を見ると。

「……どけ」

　一言、何の感かん慨がいもなく言い捨てた。

　この魔物は。

　この、魔王軍の四天王は、私の事を敵とすら見ていないのだ。

　と、何かが燃え盛る音と共に、ガダルカンドの身体が炎に包まれた。

「ぐあっ！　このガキ、そういやてめえにはこれがあったなっ!!　おい雑ざ魚こ！　てめえじゃ俺に勝てねえのは魔物の本能で感じ取れるだろ。混じり者のお前は、どうせここじゃ冷れい遇ぐうされてんだろ？　事が済んだら仲間に入れてやってもいい。分かったら、俺の邪魔すんじゃねえ！」

　翼つばさをはためかせて炎を散らし、ガダルカンドが振り返る。

　そこには拳こぶしを握り締め、袖そでで口元のすすを拭ぬぐう、こめかみから血を流したロゼがいた。

「え、えへへ……。か、勝てないのは分かってるし、混ざり者なのも事実だけど……。あたし、見習い戦闘員らしいんで、怖こわいけど戦わないわけにはいかないんですよ。あと……」

　若じやつ干かんの怯おびえを見せながら、

「お爺じいちゃんの遺ゆい言ごんで、もしお前に仲間ができたら、絶対に見捨てるなって言われたもので……！」

　そう言って、ロゼはガダルカンドに身構えた。

「そうか。じゃあいい。とっとと死ねっ！」

　告げると同時に打ち下ろされた金棒が、ロゼがいた地面にめり込んだ。

　距きよ離りを取るのではなく、あえて懐ふところ深ふかくに飛び込んだロゼは渾こん身しんの力を込めた拳を放つ。

　硬こう質しつな物を叩たたく音が辺りに響き、ガダルカンドが顔を顰しかめた。

　炎のブレスは溜ために時間が掛かるためこんな状じよう況きようでは使えないのだろう。

　一撃必殺のガダルカンドの攻撃を紙かみ一ひと重えで躱かわしながら、ロゼは何度も拳を振るった。

　人の身を超こえた戦いに、兵士や騎き士しも、援えん護ごすらできずに遠巻きに見ているだけだった。

　──それは自分にしても同じ事。

　自分より年下で、身体も小さく、ずっと不ふ遇ぐうな扱あつかいを受けてきた少女。

　それが今、懸けん命めいにグリムを守るために戦っている。

　ガダルカンドに対して私が参戦しても、かえってロゼの足手まといになる。

　私の剣けんでは傷も付かない事だろう。

　となれば……。

　最年少で騎士になったエリートなどと呼ばれておきながら、今は何もできない自分の無力さが情けなく思えてくる。

　もう一人の四天王、ハイネはといえば、グリムの呪いを警戒しながらも、六号を探しているのかしきりに辺りを見回していた。

　兵士達によって次々に放たれる矢も、周囲に吹き上がらせた灼しやく熱ねつの炎に遮さえぎられる。

「偉大なるゼナリス様、あの女に災いを！」

　グリムがそう言って指さすと、ハイネは慌ててゴーレムの背に隠かくれ、

「こっちを指すな邪神崇すう拝はい者め！　ゴーレム、あたしの盾たてになれ！」

「ゼ、ゼナリス様を邪神呼ばわりするな！　オークに好かれる呪いを掛けるぞ！」

　……覚かく悟ごを決めろ。

　熱で身体が焼かれても、ひと太刀たちくらいは浴びせられる。

　出世と金の事しか頭になかった私が、こんな土ど壇たん場ばになって騎士らしく死ぬ事になるとは皮肉なものだ。

　柄つかを握る手が震ふるえるが、これは武む者しや震ぶるいだと自分に向けて言い聞かせる。

　と、その時だった。

「何を考えてるのか知らないけど、それは止やめときなさい。不死を司つかさどる大司教からの忠告よ。死ぬのは本当に辛つらいから」

　覚悟を決めた自分に、ハイネを牽けん制せいしていたグリムが珍めずらしく真面目まじめな口調で呼びかけた。

　それに続いて、私に背を向けたままのロゼが、ガダルカンドと対たい峙じしながら。

「このままじゃ押し切られます！　スノウさんはティリス様の所に行って、避ひ難なんするよう言ってください!!」

　切せつ羽ぱ詰つまったその声に、自分が何を為なすべきかを思い出す。

　近この衛え騎士は王族を守るのが本来の務め。

　ならば、近衛騎士である自分がティリス様を逃にがしに行くのは一応は筋が通る話だ。

　しかしそれは、わざわざ隊長である自分が言いに行く必要はない。

　つまり……。

「私達なら大だい丈じよう夫ぶだからさっさと行きなさいな！　ティリス様を連れて他国に亡命するにしても、隊長だけだと不安でしょう？　スノウが目付役として付いていきなさい！」

　つまりこの二人は、私に逃げろと言っているのだ。

　なんてザマだ。

　なんて無力だ。

　昔は、他ほかの者と一いつ緒しよにこの二人を厄やつ介かい者と見下していた私が、今はこうして逆に守られ、逃がされようとしている。




　……打開策が一つある。




　こんな時にどうにかできそうなヤツがいる。

　しかし、アイツを追い出した私が、今さらどの面つらを下げて頼めばいい？

　あの男が言った言葉が頭をよぎる。

『超ちよう強い俺の助けが欲しくなったら、今まで調子こいてごめんちゃいって、媚こびを売りながらお願いしろよ！』

　この二人を助けられるのなら、謝るぐらいは当然できる。

　望まれるのなら媚を売るのもいいだろう。

　だがこんな危機的状況で、あの男が助けてくれるのか？

　そして他国の無関係な人間を、私達の戦いに巻き込めるのか？

　葛かつ藤とうする私の前で、四つんばいの体勢になったロゼが、尻しつ尾ぽをピンと立ててガダルカンドを威い嚇かくする。

　自分を守ろうとする小さな少女の背中を見て、何をすべきかを決意し、踵きびすを返した。




「我が業ごう火かの海に沈しずむがいい……！」




　そんな声を背中越ごしに聞きながら。




「永遠に眠ねむれ！　クリムゾン・ブレスー！」




　私は城へと駆かけ出した。
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「──い、嫌いやです、私はここから動きませんから！　死ぬ時はみんな一緒です！」

　城の最上階にあるティリスの部屋。

「いいから来い！　つーか、俺がなんで今の今まで残っていたか、その本当の理由を教えてやる！　お前はこの国が存在した事を伝え、他の国々に団結させてくれって言ってたな。そんなのは自分でやれ！　この国が滅ほろんでも、王族の血を残す事ができればお前の勝ちだ！　血を残すための行こう為いなら俺がいくらでも協力してやる！」

「今、最後にとんでもない事を言いませんでしたか!?　私はあなたの雇こ用よう主ですよ、バカな事を言ってないで下ろしなさい！　だ、誰だれか！　誰かー！」

　荷物のように肩かたに担かつがれたティリスが叫さけぶが、階下の連中はやってこない。

　それもそのはず、実はこの城の王様に、ティリスを逃がしてくれと頼たのまれていたのだ。

　ティリスの叫びは聞こえているだろうに、誰も駆け付けないのはそういう事だ。

　しかしなんてこった、まさかあいつらがあれだけ苦戦するとは思わなかった。

　あいつらは俺の部下だからな、なんてドヤ顔で言っちゃったよ。

　これは勝てないわ、どうしようもない。

「よし、行くぜアリス！」

「がってんだ!!」

「待ってください！　ちょっ、本当に下ろしてください六号様！　というか、それでいいのですか!?　落城するという事は、昨日まで顔を合わせて話をしていたみんなが死ぬかもしれないんですよ！」

　俺の肩に担がれたティリスが暴れながら訴うつたえかける。

「バカ、こんな時はこう言うんだよ！　大丈夫……あいつらは、ずっとずっと生きているさ……。そう、俺達の心の中に……」

「ではこれにて一件落着！　よし、もういいな！　本当にヤバイ、六号、急ぐぞ！」

「あなた達は本当に、どうなっているんですかー！」

　俺は泣き喚わめくティリスを片手で抱かかえたまま、脱だつ出しゆつのため廊ろう下かに出る。

　そして下へと続く階段を降りようとした、その時だった。




「戦せん闘とう員、六号っ!!」




　駆け上がってきたのは、髪かみを乱し、息も絶え絶えにしたスノウ。

　スノウは俺の名前を呼んだ後、そのまま階段の前に立ち尽つくしている。

「なんだよ、急いでるんだよ！　用件があるなら早く言え！」

「スノウ、この人を止めて！　私を下ろすよう言ってください！」

　俺とティリスの声を聞き、スノウは息を荒あらげ、俯うつむいたまま言ってきた。

「ろ、六号、門の外には現在、六体のゴーレムと、炎ほのおのハイネ、地のガダルカンドがいる」

「知ってるよ、バルコニーからずっと見てたわ！　そこどけよ、ホントにヤバイって！　逃げるなら街の連中と一緒の方が、魔ま物ものに狙ねらわれる標的が散って助かる確率上がるんだよ！」

「ここまで言い切られると、お前、もういっそ清すが々すがしいなあ」

　慌あわてる俺とは裏腹に、スノウはポツリポツリと呟つぶやくように。

「あいつらは、私達の手に負えない。ロゼやグリムが時間を稼かせいでいるが、それも長くは持たないだろう」

　知っている名前を出され、思わずその場に足を止める。

「あいつらは、私なんかじゃ何もできない。私の事なんて眼中にもなかったんだ」

　俯いたまま、僅わずかに声を震わせながら。

「……私はずっと剣を振ふるい続けてきた。生まれや育ち、男女の差。色んな障害にも、そして誰にも負けないように、ずっと頑がん張ばってここまできたのに」

　スノウのその独白を、どうする事もできずに聞いていると、

「今までの事ならいくらでも謝罪する。気の済むようにしてくれればいい。だから……」

　スノウがバッと顔を上げ、縋すがるような目で頭を下げた。

「頼む！　お前の力を貸してくれ！　私にできる事なら何でもする！　金だって払はらう！　自分で言うのもなんだが、金に汚きたない私の全財産だ！　愛剣コレクションも含ふくめれば相当の額になる！」

「おい六号、耳を貸すな！　もう行くぞ！　残りのポイントは、脱出の際の大量のスタングレネードやバイクに使うんだ。力を貸してやれる余よ裕ゆうはない！」

　ちょっとだけ聞き入っていた俺はアリスの言葉で我に返る。

「この状じよう況きようで金なんざいらねーよ、何でもするとか意味分かって言ってんのか！　知らねーよ、俺はもうただの一いつ般ぱん人なんだからな！　それもお前のせいでそうなったんだぞ！　大体、泣き付いてくるのがおせーんだよ！　どこまで意固地なんだよ頑がん固こ女が！」

「スノウがここまで言っているのに！　あなたという人は、本当に見み損そこないました！」

　俺の言葉に、担ぎ上げられたままのティリスが喚きだす。

　ティリスの非難を無視し、そのままスノウの横を通り過ぎ、階段を降りようとしたその時。

　俺の腕うでを、スノウが摑つかんだ。

「悔くやしい……。あいつらに、やられっ放しじゃ悔しいんだ……」

　悔しい思いぐらい、俺だってたくさん味わった。

　強力な力を持つヒーロー達に、何度蹴け散ちらされたか分からない。

　怪かい人じんみたいな破格の力も持たなければ、施ほどこされた改造手術だって旧式の半はん端ぱなヤツだ。

　自分だけ甘ったれんなと言ってやろうと、俺が、こちらを見上げるスノウの顔に目をやると。

　──今まで、ほとんど弱気な顔など見せなかったこの女は。

　その両の目に、涙なみだを溜ためて。

「………………お願いします。……隊長」

　俺の事を、初めて隊長と呼んだ。

　そして、まるで親に怒おこられるのを怖こわがる子供みたいに、小さな声を震わせながら。




「…………隊長。…………ロゼとグリムを、助けてください……っ！」
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「お前ってヤツは本当に、最後の最後で悪に徹てつし切れない半端者だな。組織への所属年数は最高幹部に続くのに、だから未いまだに平社員なんだよ」

「う、うるせー！　そんな事分かってるよ、俺が甘っちょろいのもヘタレなのも、自分が一番知ってるよ！　いいからとっとと対物ライフル送ってもらえ！」

　ティリスの部屋のバルコニー。

　そこに戻もどった俺は、辺りがいよいよ暗くなる中、バルコニーの手すりを蹴けり飛ばしていた。

「た、隊長！　門には行かないのか？　ここで、一体何を？」

　カルガモの雛ひなのように後ろをついてくるスノウに向けて、ヤケクソ気味に声を荒げる。

「今いま更さら門まで走ってる余裕なんてねーよ、もうここから攻こう撃げきする！　……いつまで腕うで摑つかんでんだ、逃にげねーからそろそろ放せ！」

「あ……っ！」

　その言葉にスノウは慌ててパッと手を放し、俺の破は壊かい行こう為いを眺ながめていた。

「六号様！　何をする気かは知りませんが、好きなようにしてください！　今のあなたはカッコいいですよ！」

　俺の破壊行為を眺めながら、なぜかティリスが嬉うれし気な声を上げている。

　狙そ撃げきしやすいよう遮しや蔽へい物を壊こわす俺に、アリスが叫んだ。

「……おい、どういうこった、ポイント足らんぞ！　二百以上はちゃんと残してあったのに、これじゃライフル呼ぶのに僅かに足りない。お前、ポイントを何に使った!?」

　あっ……。

「ええと、その、どうしよう……。いやほら、ここって娯ご楽らくが少ないだろ？　それで昨日、夜中に……そ、その……な？」

「お前、呼んだんか！　大事なポイント使って、まさかエロ本呼んだんか！　この戦争前夜の非常時に、そんな物呼んだんか！」

　耳が痛い！

「しょ、しょうがねえだろ、夜中につい……！　だって、こっちにはコンビニとかないから！」

「ど、どうした!?　何か問題があったのか？」

　スノウの問いに、アリスが人間臭くさくため息を吐つき。

「コイツは最後の最後まで三枚目だって事だ。……しょうがない、緊きん急きゆう事態だ。おい六号」

「おう」

　アリスはピッと階下を指さすと。

「下の階に行って、役立たずのクセにふんぞり返ってる王様を、ちょっと一発殴なぐってこい」

「行って来る」

「行くな！」

「やめて！　お父様が一体何をしたの!?　スノウ、二人を止めて！」

　俺を止めようと縋りついてくる二人に向けて、

「おいこら放せ、これは必要な事なんだよ！　冗じよう談だんでやってるわけじゃねーんだって！」

　その言葉を聞いたスノウが手を離し、

「……それは、誰かを殴ればいいのか？」

　そう言って、俺の顔をジッと見た。

「あ？　まあ、殴るっていうか、相手が嫌がる事でもするっていうか……」

「……分かった」

　スノウが、そう言って目をつぶる。

「私を殴れ」

「……………………はあ!?」

　コイツいきなり何言い出すんだ。

「わ、私を殴れ！　……よく分からないが、それはお前にとって必要な事なんだろう!?　私を殴れ！　それかその……嫌いやがる事というのなら、わ、私の胸を揉もむでも何でも好きにするがいい！」

　真っ赤な顔で言い放つスノウの言葉に、その場の皆みんなが静まり返った。

「い、いやその……、お、お前急にそんな……」

　戸と惑まどう俺に、アリスが囁ささやく。

「やれ六号、時間がない！　殴るのに抵てい抗こうあるなら、もう、胸でも唇くちびるでも何でもいっとけ！」

「い、いやだって、お、おま……」

　アリスに背中をグイグイ押されスノウの前に立たされる。

　顔を赤く火ほ照てらせたままのスノウは、きつく目をつぶったまま一歩も動かない。

　俺が両りよう肩かたに手を置くと、スノウが目をつぶったままビクッと震ふるえた。

　その様子を、顔を赤くしたティリスが息を吞のんでマジマジと。

「……す、するのですか!?　ひょっとして、キスとかしてしまうのですか!?」

　これ以上は見られないとばかりに両手で顔を覆おおったティリスだが、そう言いながらも指の隙すき間まからしっかり見ている。

　なんだコレ、この命が懸かかった緊急時に、どうしてこんな超ちよう展開に。

「やれ、六号！　ガッと！　もう、とっととチュッとしてそのままヌルッとやってやれ！　早くしろヘタレ！　早く！」

　俺の後ろのアリスがうるさい、ついでに自分の心臓の音もうるさい、ああどうしようどうすれば、ってか何でティリスはガン見してんだお前お姫ひめ様さまだろエロガキが、スノウもちょっとぐらい動け、ってかほんとどうしてこうなったいや早くしないと中学生じゃねーんだキスぐらいでいや待てコレってポイント加算されんのかこの状況ってお互たがい合意になっちゃうんじゃねーのああああもう何が何やら分からなくいや絶対これキスしてもポイント加算されないし胸とか揉んで小さい声で、『んっ……』とか言われてもああああああああああもうどうしたらああああああああああああああああああああああああああああああ

「ああああああああああああああああああああああああああああああーっ!!」

　自分の中で何かが切れた俺は、その瞬しゆん間かんソレを一気に引きずり下ろした。




　スノウの、パンツを。




　スノウのスカートの中に手を突つっ込み、パンツを足首まで下ろしていた。

　その場にいた人々が。

　いや、人間だけではなく、表情など変える必要のないアリスですらが、ぽかんと口を開けたまま止まっていた。

　俺はその時のみんなの顔を、多分一生忘れないだろう。




《悪行ポイントが加算されます》
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「いい加減、離れろコラ！　クソッ、うっとうしいんだよ！　おいハイネ、こいつを何とか引き剝はがしてくれ！　肩に食いついて離れねえ!!」

　両手両足でしっかりと腕に摑まり、嚙かみついて離れないロゼを振り回し地に叩たたきつけながら、ガダルカンドが声を荒あらげる。

「もうちょっとガマンしな！　もうすぐこっちが何とかなる。おい、邪じや神しん崇すう拝はい者！　あんたの呪のろいは代だい償しようがいるんだろ？　さっきから呪いを発動させる度たび、その指輪が減ってるからな！　もう残り少ないじゃないか。お前らじゃ相手にならない、それよりとっとと六号を……」

　ハイネが何かを言いかけて、私に手のひらを向けると同時。

　ゴーレムが突とつ然ぜん上半身を粉ふん砕さいされ、その肩に乗っていたハイネが地面に転がり落ちた。

　その場の皆が一体何が起こったのか分からずにいると、一いつ拍ぱく置いて、遠くから音が響ひびいてくる。

「なっ……なななな……」

　尻しり餅もちをついたハイネが呆ぼう然ぜんとしていると、また一体のゴーレムが上半身を撃うち砕くだかれた。

「何だこりゃあ！　ハイネ、どうなってやがる！　……おい、てめえはいい加減離れろっ！」

　ロゼを腕から引き剝がしながら、ガダルカンドがハイネに尋たずねた。

「分からない、分からないよ、こんな……こんな……」

　またゴーレムが砕け散り、しばらく後に音が響く。

　それはきっと遠くから。

　音が遅おくれて聞こえてくるほどに、よほど遠く離れた場所から攻撃しているのだろう。

「とにかくここはマズイ！　てめえら、一いつ旦たん空に上がれ！　そしてできるだけ速く飛び回れ！」

　ガダルカンドが指示を出しながら舞まい上がり、ハイネも空を旋せん回かいしていたグリフォンを呼ぶと、慌あわててその背に飛び乗った。

　それと同時にゴーレムがまた一体砕け、一拍置いて音が鳴る。

「ガダルカンド、城だ！　城の天てつ辺ぺんから攻撃されてる！」

「……はあ!?　あんな遠くから、一体何ができるってんだ!?」

　ガダルカンドが叫さけぶと同時、五体目のゴーレムが砕け散った。

　それを見たガダルカンドが絶句する。

「……ガダルカンド、お前の部下は飛べる上に腕うでも立つ。何匹ひきか強いのを集めろ！　城には強敵がいる、このまま空から乗り込むよ!!」

「……おいてめえらついて来い！　城に直接乗り込むんだそうだ、暴れるぞ!!」

　ハイネとガダルカンドが空を舞い、そのまま城に向かっていく。

　その瞬間六体目のゴーレムが砕け散り、残るはあと一体のみ。

「……行っちゃったね」

「……行っちゃったわね。でもまあ、隊長ならなんとかしてくれるでしょう」

　ぽつりと呟つぶやくロゼに、微笑ほほえむと。

「……本当に？　本当に、隊長逃にげないで何とかしてくれるかな？」

「………………た、多分」

　やがて最後のゴーレムが撃ち砕かれると、辺りの兵士から歓かん声せいが上がった。

「凄すごいなあ……これ、隊長がやってるんだよね？　キメラのあたしが言うのもなんだけど、何なんだろう隊長って」

「本当に、不思議な人。……まあ、それより今は」

　私は、自分の周囲を取り囲む数多くの魔ま物ものを見回した。

　ゴーレムや四天王がいなくなったとはいえ、数は圧あつ倒とう的に向こうが多い。

　私を守ろうとする兵士達と、魔物の距きよ離りがジリジリ縮まる。

　それを見て、ロゼが一声威い嚇かくした。

「キシャーッ！」

　魔物達は僅わずかに怯ひるむも、そのまま距離を詰つめていき……。

「うふふふふふふっ……」

　私は暗い笑えみを浮うかべると、キイキイと車いすを漕こぎながら、魔物達の前に出た。

「あははははははっ！　この世の全すべての生命は、いつかは無に還かえるもの。……ですが、私は死と滅ほろびの超ちよう越えつ者。偉い大だいなるゼナリス様の信徒にして大司教！　我が名はグリム＝グリモワール。さあ、死を恐おそれぬ者のみ来るがいい。我が呪じゆ詛その真しん髄ずいを、その目に焼き付けてあげましょう！」

　私の突然の口上に、隣となりのロゼがギョッとする。

「いきなりどうしたの!?　ていうか、なにその口上！」

「いつも夜とか一人で暇ひまだから、こういった時のために考えておいたの」

「何それズルイ！　あ、あたしも……。こういう時こそ、お爺じいちゃんの痛々しい遺ゆい言ごんじゃなく、もっとカッコいい口上を……！　ええと、我が名はロゼ！　……ええと……ええと……」

　もたもたと口上のようなものを並べるロゼの隣で、私は残り少ない神への贄にえを魔物達へ見せつけながら。

「さあ、不死と災わざわいの神の力。とくとその身で味わうがいい！」

「うわーん！」
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「フハハハハハハ！　俺無む双そう！　俺無双！　楽勝じゃないか、魔王軍の連中は！」

　銃じゆう声せいが轟とどろくと同時、遠く離はなれた地でゴーレムが粉砕される。

　というか、ちゃんと破は壊かいされたのかは暗くて俺には見えないが。

「おいこら、笑ってないで力抜ぬけ。照準が合わせられん」

　その言葉に力を抜くと、アリスが銃身の先をちょいちょいと調整してくれる。

「よし、撃て」

　轟く銃声。

　それと同時にまた一体、ゴーレムが粉砕された。

　こんな闇やみの中、しかもこれほど離れた距離でゴーレムに当てる狙そ撃げき技術なんて俺にはない。

　そこで、暗視機能まで付いているらしい高性能なアリスに照準は任せ、俺はライフルを撃つ係になっていた。

「……す、凄い……。というか、何故なぜ今までこれを使わなかったのですか？　これがあれば、もっとこれまでの戦いも楽に勝てていたでしょうに」

　そんなティリスの言葉に、

「俺はゲームとかで、良いアイテムと交こう換かんできるメダルとか集めても、なかなか景品と交換しないで大事に残しておくタイプなんだよ」

「だからお前はチャンスを物にできない上に、ちっとも出世しないんだよ。よし、撃て」

　轟く銃声。

　アンチマテリアルライフルの重い衝しよう撃げきが体に響く。

「……一発撃つ度に、殴なぐられたとこが痛むんだけど」

　ぽそりと俺が呟くと。

「うるさい、死ね」

　そっぽを向いて、膝ひざを抱かかえて座っているスノウが吐はき捨てた。

「……お前が何でも好きにしろって言ったんじゃないか」

「うるさい、死ね」

「……よし、撃て」

　銃声が響き、最後のゴーレムが破壊される。

「よし、これでちょっとは楽になるか？」

「うるさい、死ね」

「まだ四天王の連中が残ってるんだが、姿が……。いや待て、ひょっとして空に浮かんでいるあれか？　自分が直接撃つならともかく、空中に浮いた不安定なものをお前に撃たせながらじゃ当てられないぞ」

「かといって貧弱なお前が対物ライフルなんて撃てば、どっかの部品がぽろっといきそうだもんな」

「うるさい、死ね」

　バルコニーから四天王を見ていたアリスが声を上げる。

「……おい。……おい！　連中がこっちに来るぞ、真っ直すぐここを目指してる！　全員、急いで部屋に入れ！」

　グリフォンに乗ったハイネ、そしてガダルカンドとその他ほかの魔物が、こちらに向かって風を切るように滑かつ空くうしていた。

　俺はライフルを肩に担かつぐと、未いまだ膝を抱えて動かないスノウの手を取り、部屋に飛び込む。

「お前、もういいだろうが、中身見たわけじゃねーんだから！　ちょろっとパンツ下ろしただけじゃねーか！」

「うるさい、死ね」

　ガラスを砕く派手な音と共に、グリフォンと魔物達が突っ込んできた！




「──いやがったな六号！　お前は殺す！　ここまであたしをおちょくってからかってバカにし続けたヤツは、お前が初めてだよ！　この街に来るまでに、多くの魔物を吹ふっ飛ばしてくれたのもお前だろ!?　それに、あたしの魔導石を目の前で破壊してくれたのも！」

　突とつ入にゆうしてきた十匹ぴきあまりの魔物達が気持ち悪い奇き声せいを上げる中、怒いかり狂くるったハイネが喚わめく。

「どっかで見た顔かと思ったら、女の死体を大事に抱えて泣き喚いてた野や郎ろうじゃねーか！　あの死体はちゃんと埋まい葬そうしてやったのか？　それとも未練タラタラで屍し姦かんでもしたか？　で、お前が俺のゴーレムを壊こわしてくれたのか？　今からお前は、自分で喉のどにナイフ突つき立てて死んだ方が、よほどマシだって目に遭あうんだぜ。優やさしい俺は自殺するんなら止めやしねえよ。死ぬんなら、二秒待ってやるから死んでもいいぜ！　ほらいくぞ！　一！　に……」

　ガダルカンドが一方的に宣言し数を数え出したその瞬しゆん間かん、肩かたに担いでいたライフルを構えぶっ放した。

　危険を感じ取ったのか、銃口を向けられただけで飛び退のいたガダルカンドの、その後ろにいた魔物が砕け散る。

　魔物を撃ち砕いた銃じゆう弾だんは、そのまま部屋の壁かべに大穴を開けた。

　それを見て奇声を上げていた魔物達がシンと静まり返る。

　俺の右後ろの位置にはショットガンを構えたアリスが、左後ろにはスノウが抜き身の剣けんを下げて佇たたずんだ。

　そんな俺達の背後にはティリスが、毅き然ぜんとした態度で逃げようともせずに見守っていた。

「どうされましたか！」

　階下で魔物が雪崩なだれ込む音を聞きつけたのだろう、ドアの外からの兵士の問いに、魔物からは視線を離さないままスノウが叫ぶ。

「魔物が来た！　お前達は陛下を守れ!!」

　そのやり取りを聞きながら、ガダルカンドはからかうような口笛を吹きならす。

「……おいおい、随ずい分ぶん物ぶつ騒そうな武器持ってるな？　ソレを向けられた時、なぜだかヒヤッとしたぜ。そいつは一体何なんだ？」

　俺はガダルカンドから視線を逸そらさず、単発式のライフルに装弾すると、

「……これは対物ライフルって言ってな、お前みたいな固そうなヤツを、遠くからでもぶっ殺せる素す敵てきな武器だよ。……ちなみに頭の弱そうなお前がさっき言ってたあの女な、まだちゃんと生きてるぞ。さっき会っただろ、鳥頭かよ！　殺したと思い込んで何自信たっぷりに挑ちよう発はつしてんの？　こいつ三下の臭においがプンプンするよ！」

　俺の挑発に、ヘラヘラと笑みを浮かべていたガダルカンドから表情が消える。

「……お前、そんなに死にたいのか？　いいぜ、お」

「お望み通り殺してやるよ！　とか言うんだろ、聞き飽あきてんだよ、そんなありふれたセリフはよお！　お前があの時グリムにやったように、こいつで頭を飛ばされたくなかったら、外にウジャウジャいる魔物引き連れてとっとと帰れ！」

　そう言って銃口をゆらゆらと揺ゆらめかせると、ガダルカンドは身を低くして身構えた。

「……おいてめえら、あの武器は連続で使えねえはずだ。きっと攻こう撃げきした後に隙すきができる。そうでなきゃとっくに俺達全員をミンチにしてる。いいか、距離を詰めて一いつ斉せいに飛びかかれ。誰だれが殺やられても気にせずいけ。そしてあいつの息の根を止めろ」

　この野郎、顔と図ずう体たいの割に知ち恵えが回る！

「六号、雑ざ魚こは私が相手をする。お前は四天王を何とかしてくれ」

「お前、もう隊長呼びはやめたのかよ、パンツをいつまで根に持ってんだ。っていうか下がってろ、今から隊長の凄いとこを見せてやる。おいアリス！　Ｒバッソーを転送してくれ！」

「……はあ？　お前何言ってんだ、分かってんのか？　お前はもう……」

　アリスが何かを言いかける中、魔物達が動き始めた。

「六号、私だって他の魔物ぐらいは何とかなる！　多少はお前の助けになれるはずだ！」

　頑がん固こに言い張り、俺の隣に並ぶスノウ。

　ちょっとは素す直なおになったかと思ったのに、こんな時まで意固地な女だ。

　俺とスノウを囲む魔物が包囲を縮め、ハイネが手に炎ほのおを灯ともらせた。

　グリフォンだけは身体からだが大き過ぎるためか、部屋に入れずバルコニーに待機している。

「アリス、早く！　早く頼たのむ！」

　俺の必死の呼びかけに、アリスはショットガンを置くとメモに何かを殴り書きした。

「お前、後でどうなっても知らんからな!!」

　アリスの声をきっかけに魔ま物もの達が一斉に飛びかかる。

　ガダルカンドに銃を向けるも、他の魔物のようにこちらに向かう事なく横に跳とんだ。

　代わりに俺は、手近な魔物に発はつ砲ぽうし、それを仕留めた。

　その隙を突いてか、俺を目がけ炎の塊かたまりが飛来する。

　魔物の爪つめが戦せん闘とう服の表面を擦こすり、火花を散らせた。

　飛びかかろうとする魔物の一匹ぴきを蹴けりつけて、その反動で更さらに撃うち込まれてきた炎を避よけると、一匹の魔物に銃身を摑つかまれた。

　さらには横から二匹の魔物が殺さつ到とうする。

「六号、首を縮めろっ！」

　反射的に声に従うと、頭の上を何かが掠かすめた。

　顔を上げると、二匹の魔物が顔面を切りつけられ、悲鳴を上げて怯ひるんでいる。

「お、お前、俺が反応できなかったらどうなってたと思ってんだよ！」

　泣きそうになりながらスノウに突っかかる俺にアリスが叫さけんだ。

「くるぞ！　六号、受け取れ！」

　目の前の空間に青白い静電気が迸ほとばしる。

　それが収まった時、目の前には見慣れた武器が現れた。

　銃身を摑まれたままのライフルから手を放し、空中に現れた武器を両手で受け取める。

　早さつ速そくソレを起動させると、未だライフルを摑んでいた魔物に斬きりかかった。

　そいつは手にしたライフルで、俺の攻撃を受け止めようとするが。

　高速で振しん動どうする刃は物ものが、硬かたい金属を切り裂さく音。

　それと共に、受け止めようとした魔物をライフルごと、真っ二つに切り裂いた。

「……おい、お前、な、なんだよ、それは……。今、それをどっから出しやがった……」

　そう呟つぶやいて啞あ然ぜんとするガダルカンドをよそに、俺を囲もうとしていた魔物達が崩くずれ落ちた仲間を見て後ずさる。

「これはな、対装そう甲こう車両切断用振動バッドソード、タイプＲっていう、長ったらしい名前の切断機だ。お前みたいな雑魚を三枚下ろしにする時に使う武器だな」

　ガダルカンドに答えながら、俺は何でも切れるチェーンソーと呼ばれる、通つう称しようＲバッソーを両手で構える。

　原理はよく分からないが、エンジンで刃を高速振動させて、戦車だろうが何だろうがどんな硬いものでもサクサク切れる、キサラギが誇ほこる武器の中でも特に俺のお気に入りの優すぐれ物。

　そのＲバッソーの外部コネクトを、俺は戦闘服の端たん末まつに突き刺さした。

　こうする事により、戦闘服の動力を更にＲバッソーに追加できる。

　たった一分間しか持たないが、この技わざで数多あまたのヒーロー達を葬ほうむり去ってきた取って置きだ。




　──これで、負けない。




「制限解除！」

　その声を受け、俺の頭に響ひびくアナウンス。

《戦闘服の安全装置を解除します。よろしいですか？》

「おい六号、お前それは、以前ゴーレム相手に使ったヤツだろう！　魔物がこれだけいて、しかも敵の幹部が二人だぞ！　それは……」

　スノウが驚おどろき、叫ぶ中。

「了りよう承しようだ」

　俺の言葉に対し、更に続けられるアナウンス。

《安全装置の解除を行うと、一分間の制限解除行動後、約三分間のクールダウンが必要となります。本当によろしいですか？》

「アリス！　お前も六号を止めろ！　こういうのはいつもお前の役目じゃないのか」

　なおもスノウが叫ぶ中。

「解除を頼む」

　俺の声に反応し、アナウンスがカウントダウンを開始した。

《安全装置を解除します。キャンセルする場合はカウントダウン中にキャンセルを唱えてください。10……９……》

　全員がその場から、身動き取れずにいる部屋の中。




「戦闘員六号──────────!!」




　俺に炎を投げようとしていたハイネにショットガンを突き付けた、アリスの声が響き渡わたった。

《６……５……》

　カウントダウンが進む中、俺がそちらをチラリと見ると。




「やっちまえ!!」




　親指を立てた相棒が、アンドロイドのクセに、いい笑えみを浮うかべて言ってきた。




《──戦闘服の安全装置を解除しました》




「秘密結社キサラギ社員、戦闘員六号だ！　悪の組織は二つもいらねえ、てめえはここで消えやがれ！」

「かかって来いよ人間がァ！　砕くだいてオーガの餌えさにしてやるよ!!」

　待っているのに焦じれたのか、こちらに一足飛びに突っ込みながら金棒を振ふるうガダルカンドに、俺は限界まで速度を上げて襲おそい掛かかった！

「スノウ、お前は下がってろ！　こいつは必ひつ殺さつ技わざでぶっ殺す!!」

　振るわれた金棒とＲバッソーが交差する。

「!?」

　ガダルカンドの握にぎる金棒が真ん中ほどで易やす々やすと切断され、俺が振り下ろしたバッソーはそのまま威い力りよくを落とさずに、

「ちょ、おい、待っ！」

　そのまま円を描えがくように、もう一度ガダルカンドに斬きりかかる。

　慌あわてて何かを言いかけ突つき出した、ガダルカンドの右みぎ腕うでが宙を舞まい、

「おっ、おいっ、六号!?　必殺技って何だ！　お前、ちゃんと周りを見て……」

　焦あせったように叫ぶスノウの声を聞きながら。

「えっ、ガダルカンド!?　おいお前達！　全員その男から、早く！　逃にげ──!!」

　俺は自分を軸じくにして回転しながら、目に付くもの全すべてを薙なぎ払はらった！

「うっ……うああああ────っ!!　ああああああ!!　わああああああああああっ！」

　自分の仲間がＲバッソーに巻き込まれミンチにされる光景に、ハイネが悲鳴を上げている。

　高速でぶん回しているためそれが誰なのかはよく見えないが、

「ちょ、六号、……、やめ……！　私まで死…………！」

　動き回るもの、黒いもの。

「ひいっ！」

　それが誰の悲鳴なのかも分からぬままに、その場にある目につく物全てをズタズタに切り裂いた。




　──戦闘服のクールダウンが始まり、俺が動けなくなった頃ころ。

　そこには、元はガダルカンドとその部下だった物が転がっていた。

「ああ……あわわわわ…………はわわわわわわ……」

　部屋の隅すみには、腰こしを抜ぬかしたようにその場にへたり込んでいるハイネの姿。

「……ぐすっ……」

　俺の後方ではティリスがペタンと座り込み。

「お疲つかれー」

　いち早く壁かべに避ひ難なんしていたアリスが機き嫌げん良さそうに労ねぎらう中、

「………………」

　俺の傍そばでは、額を絨じゆう毯たんにつけて両手で頭を押さえたスノウが、亀かめの子のように丸くなっていた。

　静かになった室内の様子を覗うかがおうと、恐おそる恐る顔を上げる、涙なみだ目めのスノウと目が合うと。

「……お……おお……おま、お前、お前！　六号、お前はなにを……！　死ぬかと……！　もう本当に、殺されるかと思ったぞ！　見ろ、この惨さん状じようを！　一歩間ま違ちがっていたら、私もああなっていたんだ！」

「だから、必殺技使うから離はなれてろって言ったじゃん」

「……次からは、使う十秒前くらいに言って欲しい……」

　涙目で鼻をぐすぐす鳴らして立ち上がりながら、スノウは未いまだへたり込むハイネに視線をやった。

「……で、こいつはどうするんだ？　さっきの技でミンチにするのか？」

「ひっ！」

　何気なくスノウの発した一言に、ハイネが真っ青な顔で涙を浮かべる。

　さっきの技も何も、俺、今は動けないんだが。

　だが今のハイネはそんな事にまで頭を回す余よ裕ゆうはなかったらしい。

「まあ、別に生かして帰してやる理由もないしなぁ……」

　アリスがショットガンを意味もなくリロードさせ、脅おどすようにジャコッと大きな音を立てさせた。

「あ……ああ……」

　涙目で部屋の隅で震ふるえるハイネを見ながら、俺はある事を思いつく。

「おい、ハイネ」

「ひゃいっ！」

　突とつ然ぜんの俺の呼びかけに、ハイネが裏返った声を上げる。

「見み逃のがしてやるよ」

　シンと静まり返る部屋の中。

「……うっ……ううっ……ぐすっ…………」

　ハイネが、なぜか急に泣き出した。

「お、おい、お前何で泣くんだよ！」

「……ろ、六号様……。相手は魔ま物ものとはいえ、その……どうか、あまり無体な事は……」

「……ま、まあ気の毒だが、仕方ない。炎ほのおのハイネ、相手が悪かったと思って、その、諦あきらめて……」

「お前ら、ちょっと俺とお話ししようよ。まだ見逃してやるって言っただけじゃん」

　日ひ頃ごろの行いって大切だよな。

「それじゃあ六号、コイツはタダで帰しちまうのか？」

「そんなわけないだろう」

　アリスに即そく答とうする俺に、ハイネが絶望の表情を浮かべた。

「大した事じゃないからそんな顔すんな！　おい止やめろ！　まだ何もしてないのに俺がすげー悪者みたいじゃねーか！　そんな顔は、ちゃんと俺が何かやってからにしろ！」

「……じゃ、じゃあ……。あたしは、何をしたらいいんだ……？」

　おどおどと尋たずねてくるハイネに向けて。

「停戦しようぜ、一ひと月つきくらい。それがお前を見逃す条件だ。それが吞のめるなら、今日のところは部下を連れて帰っていいぞ」

　俺はそう言って笑いかけた。





９






「……停戦なんかが条件で良かったのか？」

　グリフォンに乗って大量の魔物を引き連れ、街から引き揚あげていくハイネを見送り、スノウがぽつりと呟つぶやいた。

「いいんだよ、一月持てば。俺にちゃんと考えがあるからな。……しかし、何とかなっちまったな。おいお前ら、今日から俺を呼ぶ時は、六号さんって呼ぶんだぞ。毎日感謝しろよ、いやマジで。今回はそんくらいの大だい活かつ躍やくだろ。特にスノウ、お前何でもするって約束だからな。この後分かってるんだろうな。今から風ふ呂ろに入って、ちゃんとキレイキレイしてくるんだぞ」

「……そうです、下に降りて、頑がん張ばってくれた兵士の皆みなさんを労わないと！」

「おい六号、お前動けるようになったら、ちょっと相談したい事があるから下に来いよ」

　俺の言葉を聞いたティリスとアリスは、そう言い残すと出ていった。

「……別に、寂さびしくないから。こんなの慣れてるから。スノウ一人でも別にいいから」

　部屋に残され、呟く俺に。

「……その……。六号、いや、た、隊長……。虫のいい話だとは思うんだが、頼たのみがあるんだ……」

　スノウが、珍めずらしくしおらしい口調で、その場に屈かがみ込み、落ちていた何かを拾いながら。

「……その。私はやはり騎き士しとして、ユニコーンからはまだ降りたくない……。それは、とても身勝手でわがままな事を言っているのは理解している……」

　そのまま拾った物を両手で抱かかえ、動けない俺に近づいてきた。

　それは………………。




　ガダルカンドの頭だった。




「……すまない、隊長。もちろん無理にとは言わない。これは、ただのお願いだ……」

「おいやめろ、お前なんでそんな物持ってんの、それを持ってなんで俺に近づいてくんの」

　スノウは申し訳なさそうに眉まゆ根ねを寄せて、

「どうか、その……同どう衾きんだけは、今はまだ見逃して貰もらえないだろうか……」

「やめてえ！　何する気だよ、敵とはいえ死体で遊ぶのは良くない！　止めろ、近い！　怖こわい、怖いって！　ガダルカンドの顔超ちよう怖い！　分かった、分かったから！　もうどうでもいいし！　貸しなんて、約束なんてどうでもいいから！　おい近いって、ガダルカンドとキスしちゃう！」

　それを聞いてガダルカンドの首を捨てたスノウに、俺は憤いきどおりをぶちまけた。

「こんのアマー！　こんなこったろーとは思ってたよ！　アスタロト様といいお前といい、女ってのはいつもそうだ、都合いい時だけ上手うまい事利用して、いざ報ほう酬しゆうって時は泣いてごまかすとかな！　バーカバーカ！　お前なんか、最初会った時から気に入らなかったんだよ！　早く俺を置いて、みんなの」

　早口で罵ば声せいをぶちまける俺の口が、そっと柔やわらかい物で塞ふさがれた。

　スノウが自分の唇くちびるを触ふれさせたのだ。

　身動きが取れないまま絶句している俺に、スノウは顔を赤くして。

「すまない、今はこれで……許してくれ……」

　突然の事に何も言えないでいる俺に。

「お、お前が、私の事を好いてくれるのは、別に嫌いやじゃない……。抱だきたいと言ってくれるのも、嬉うれしくないと言えば、噓うそになる。……だが、私は好きだとか、嫌きらいだとかがまだよく分からない。でも……」

　スノウはその白い肌はだを火ほ照てらせて。

「最初に出会った時より、お前の事は嫌いじゃない。今はまだ良く分からないけれど……これからゆっくり、お前の事を考えていこうと思う……」

　そっと、優やさしく微笑ほほえんだ。




　…………？




「お前さっきから何言ってんの？　何で俺がお前の事好きって話になってんだよ、なにそれ怖い」

　………。

「……えっ？」

「えっじゃなくて、何で俺がお前を好きって話になってんのって言ってんの。お前の事が好きだなんて、一言も言った覚えはないぞ」

　その言葉に、スノウは何を言われているのか分からないといった表情で、

「……い、いや、私と同衾したいという話なのでは……」

「顔と身体からだは結構好みだから、後あと腐くされなく一発やらせろって意味だよ、言わせんな恥はずかしい。ってゆーか、嫌だよ俺、お前みたいな短気なヤツと付き合うとか。すぐ切れて剣けん振ふり回してくるし、出世欲よくに塗まみれてる上に金に汚きたないし、一体お前のどこを好きになれってんだよ。つーか、何キスぐらいでごまかして……」

　そこまで言った俺は、ハタと異変に気がついた。

「はぁぁ……ぁぁぁぁ……ぁぁぁぁ……」

　真っ赤に顔を火照らしたスノウが、涙目で息をゆっくり吸い込んでいる。

　まるで深く何かを溜ため込んでいるような。

　大泣きする直前の子供が、今から感情を爆ばく発はつさせようとする状態のような。

　スノウはかたかたと震える手で、腰の剣に手をやった。

「……落ち着け、話をしよう。ほら、今俺動けないからな？　お前がキレて斬きりかかったら、俺、確実に死んじゃうからな？」

「はぁぁぁ……ぁぁぁぁ…………ぁぁぁぁ」

　俺の言葉を受けたスノウは、ここで感情を爆発させればどうなるかは分かっているのだろう、なんとか耐たえようとしているのか、ブルブルと身を震わせている。

　だが、ゆっくりと、ゆっくりと手は剣の柄つかの上に置かれ……。

「耐えてくれスノウ、俺も悪かった、言い過ぎた。でも、これだけ頑張らせといて俺が死んじゃったら、そりゃもうめっちゃ後味悪いぞ？　よし、お前は我が慢まんができる子だ、頑張れる子だ！　ゆっくり息を吐はきながら、冷静に素数を数えていくんだ」

「い、１……３……ご、５……、ななな、７……」

《クールダウンが終しゆう了りようしました。戦せん闘とう服が使用できます》

　俺が全力で駆かけ出すと、スノウが泣きながら追ってきた。

「うわあああああああああああ！　ああああああああああああああああああーっ!!」

　スノウの、泣き声みたいな叫さけびを聞きながら。

　迫せまりくるバーサーカーを振り切るため、

「制限解除！　制限解除ー!!」

　俺は声を嗄からして叫びを上げた──

[image: ]




「──おし、これでもう文句はないな」

　今の時刻はそろそろ深夜零れい時になろうかという時間帯だ。

　魔王軍が去った今、もう俺達がここにいる理由もない。

「六号様……。お疲つかれさまでした。まさかここまでやってくれるとは思ってもいませんでした。本当に、ありがとうございました」

「そう思うのならもうちょっと誠意を見せてくれてもいいんだぞ。この国の歴史の一ページにしっかり俺の名前を記して、後世に伝えてくれよな」

　そんな俺の言葉にティリスがはにかみながら小さく頷うなずく。

　腹黒いお姫ひめ様さまかと思えば、急に見せてきた素す直なおな一面にちょっとだけ驚おどろいた。

　……いや、国が滅ほろぶ危機を乗り越こえた事で、ホッとして年相応の素すが出たのだろうか？

　ぼんくらな王様に代わり自分がしっかりしなければと、普ふ段だんから肩かたひじ張っているのかもしれない。

　そんなお姫様は、しばらく何かを尋ねたそうにした後。

「……その、六号様。あなたがどういった任務を帯びてここに来たのかを、多少は理解した上で言います。……もう一度、この国の騎士になるおつもりは……」

　おずおずと申し出てくるティリスの誘さそいに首を振り。

「うーん。いや、もう騎士はいい。変な部下達のお守もりで正直疲れた」

　俺の答えにティリスは、ちょっとだけ寂しそうに、そして答えは分かっていたのか、仕方ないとばかりに苦く笑しようする。

　それを聞いた二人の元部下が、

「変な部下って、ひょっとしてあたし達の事ですか!?　酷ひどい！　いくら隊長でもかじりますよ！」

「隊長は、私とあんな特別な事までして置いてくの……？　こんな体にした責任取ってよ！」

「お、おい、止やめろよグリム、人に誤解されるような発言するなよ、新しい車いすやって駆け回っただけだろ……。痛い！　おいロゼ止めろ、悪かったからかじるな！　かじるな!!」

　背中におぶさり嚙かみついてくるロゼを引き剝はがし、帰る準備をしていると。

「………………」

　背後に、無言のスノウが立っていた。

「……？　何だよ、何か言えよ。無言で佇たたずんでると怖いだろ」

　憎にくまれ口を叩たたく俺に、スノウはなおもジッと黙だまっている。

　まださっきの事を怒おこっているのかもしれない。

「……おい。もうここには来ないのか？」

　ようやく口を開いたと思ったらこの女は……！

「何だお前、そんなわざわざ釘くぎ刺ささなくても、呼ばれなきゃ来たりしねーよ！」

　いつも通り突つっかかる俺の言葉に、スノウがぐっと息を吞のむ。

「……お、お前は、国に帰るのか？」

「そりゃあ帰るさ。ここにいるとどこかの誰だれかがおっかないしな。それに、ここでの目的は大体果たしたし」

　スノウは、軽く俯うつむくと。

「…………そうか」

「……さっきから何なんだ、いつもの短気ぶりはどうしたんだよ。言いたい事があるならとっとと言えよ、この後アリスに呼ばれてんだよ」

　その言葉に、スノウはギュッと拳こぶしを握にぎり。

「……げ、現在、我が国は今夜の魔ま王おう軍との激戦で、甚じん大だいな被ひ害がいを受けた。よって、部隊の指揮をできる人間や、戦える人材を探している」

「………………それで？」

　言うかどうかを迷うような、そんな素そ振ぶりを見せた後。

「……もうお前が何者でも構わないし、素す性じようも問わない。私のような、手のかかる部下が嫌で騎き士しになりたくないと言うのなら、その……。傭よう兵へいとか……」

　言っている事が途と端たんに尻しりすぼみになっていくスノウ。

　コイツは、俺を追い出した事をまだ気に病やんでいるらしい。

「つまり、戦力になる人材が欲しいんだろ？」

「そ、そうだ。しかし、強ければ誰でもいいと言っているわけではなくて……」

　いつもの強気な発言と気の短さは本当にどこいった。

　……まったく、どこまで面めん倒どうで厄やつ介かいな女だ。

　そりゃあ厄介者ばかりのあの集団に左さ遷せんさせられるってものだ。

　と、ふと気づく。

　俺の目の前で、捨てないでくれと訴うつたえる子犬みたいな視線を向けるスノウだけじゃない。

　俺が周りを見てみれば、元部下の連中やティリスまでもがどこか期待した目でこちらを見ていた。

　本当に、なんて面倒で厄介な連中なんだ。

　俺の仕事は戦う事。

　そして、この星にはまだまだ戦いの場がたくさんあるのだ。

　目の前のこいつらは戦えるやつを欲ほつしている。

　なら、ここは足元を見るべきで、言うべきことは一つだろう。

　俺は目の前の女に向けて、キッパリと言ってやった──




「──戦闘員、いかがですか？」
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　そろそろ深夜になろうかという時間帯。

　俺はある男の部屋のドアを叩いていた。

「……誰だ？」

「オレオレ。俺だよ俺」

　その言葉に、男は無防備にドアを開け……。

「なんだ、ギアか？　ザクロか？　今日は呼んでいないだろう、今私は忙いそがし……」

「いよう！　俺だよ、六号だよおっさん！」

　何か言いかけた参さん謀ぼうのおっさんが慌あわててドアを閉めるが、そこにブーツのつま先をねじ込んだ。

「ぐあああああああ！　痛い痛い、足があああああ」

　俺の悲鳴を聞いた参謀が慌ててドアを開けた瞬しゆん間かん、そこに平気な顔で入り込むと、後からアリスもついてきた。

「なっ……、ななっ、なんだお前達は！　勝手に入ってくるんじゃない！」

　怒いかりをあらわにする参謀を無視し、俺とアリスは部屋を見回す。

「……おうおう、流石さすがは参謀様。随ずい分ぶんとお高い物をお持ちのようで……」

「おい六号、ざっと見ただけで総額が億を超こえそうな調度品の数々だぞ」

　マジかよ。

「……調度品全部くれたら、俺、見み逃のがしちゃいそうだ……」

「おい、そこはちゃんと耐えてくれ」

　俺とアリスのやり取りに、ついていけてない参謀が。

「お前達！　この私に、こんな時間に何の用だ！」

「おいおい、バカ丁てい寧ねいないつもの口調と違ちがうじゃないか。こっちが本ほん性しようか？」

「小物の見本だな。表と裏で口調を変える。コイツはキャラ立ってない悪党の典型だよ、六号」

　参謀は、何かに耐えるように顔を伏ふせ。

「………………なんの用だ!?」

「……いやな？　なんかさ、スノウから色々聞いちゃってな。おっさんが俺達の事嫌きらってて、スノウが素性を探さぐらされるハメになった、とか」

「うんうん。出世させてくれるって話に釣つられて六号の部屋に来たんだが、そこで偶ぐう然ぜん話を聞く事になった、とか。その件について色々謝られてな」

　その言葉に、参謀の顔色がこれ以上ないぐらいに青ざめる。

「……い、いや、その……」

「そんな訳ないよなー？　おっさん俺の事、会議の時とか英えい雄ゆうだって言ってくれたし」

　俺の助け舟ぶねに、参謀はパアッと喜色を浮うかべ、

「え、ええ！　そうですとも、六号殿どのは我が国の英雄です！　そんな方をなぜ嫌うのですか！」

「だよな。きっとスノウの聞き間違いかなんかだよな」

　そんなアリスのフォローにも、コクコクと何度も頷いた。

「ええ！　ええ！　そうですとも！　……いや待てよ？　スノウ殿はこう言っていました。六号殿を斬きり捨てたい、と。あの女は、元は卑いやしいスラムの出です。こんな戦時中でなければずっと一兵士が関の山だった娘むすめです。それがマグレで出世した事で、身の程ほど知らずにも欲よくが出たのでしょう。きっと私の地位を狙ねらい、六号殿をそそのかし、謀略を仕し掛かけてきたのですよ……！」

「マジかよ！　ひっでえ事すんなアイツ！　そういやさ、ロゼっているじゃん？　アイツってさ、爺じいさんの遺ゆい言ごんとやらを守ってなんか変な石を探すために、ここでタダ働きに近い状態でこき使われてんだろ？　これは誰が考えたんだ？　こんなに素す晴ばらしい案はそうそう思い付かないぞ」

「それを言うなら、あの厄介者集団をまとめ、効率的に捨て駒ごまにする計画もだな。いや、実に良く考えられてるよ。大したもんだ」

　そんな俺達の言葉に、参謀はこれ以上にないぐらいに満面の笑えみで。

「実は、それは私が考えたのです！　ティリス様は政務には長たけているのですが、やはり温室育ちのためなのか、不要な者を切り捨てるという事ができません。そこで、この私がそのご負担を軽減してさし上げたわけですよ。伊達だてに参謀という肩かた書がきを持つわけではございません。いや、自分で言うのもなんですが、この計画はなかなか出来が良く……」

　………………。

「なあアリス、もういいか？　もう充じゆう分ぶんだろ。最初から言ったじゃん、コイツ、スカウトする価値なんてないって」

　突とつ如じよ豹ひよう変へんした俺に、参謀がギョッと目を剝むいた。

「そうだな。自分はこのおっさんとは会ったことも話した事もなかったから、もしかしたらと思ったんだが。こいつは悪じゃない。タダの姑こ息そくな卑ひ怯きよう者だ。……どうした六号、胸を押さえて」

「い、いや、何か分からないんだけど、なぜかその言葉が胸に刺ささって……」

　と、俺が胸を押さえていると。

「……な、なんだいきなり!?　急に態度を変えて……。何が気に入らなかったのかは分からないが、悪かった、それよりもこれからの事だがな……」

　言いわけを募つのらせる参謀は、アリスが机に何かを叩きつけると首をすくめて黙り込む。

　机に叩き付けられた物は……。

「な、なんだこれは？」

　レンコンだった。

「蓮はす科の食べ物で、様々な薬効もある優すぐれ物だ」

「……そ、それが？」

　アリスが参謀に、無表情な顔をズイと寄せた。

「おいお前。ケツにレンコン植えられてーのか」

「ひいっ！　な、何を言い出すんだ、この娘は！　た、食べ物は大切にと教わらなかったのか！」

　子供にしか見えないアリスだが、悪の組織の構成員が醸かもし出す迫はく力りよくに押されたのか、参謀が顔を引き攣つらせて後ずさる。

「終わった後、ちゃんと調理して食べればいいんだろ？　自分は物が食えないから、これを処理するのはお前だけどな」

「なっ……なな、何を言って……」

　参謀がジリジリと下がる中、俺は手にした物の一部を、ビッと音を立てて引っ張った。

「……な、なんだそれは……」

　参謀は俺の手にした物が気になったのか、それが何なのか聞いてきた。

「これはな、対薄うす毛げ男性用懲ちよう罰ばつ兵器だ。ごく一部の地域では、ガムテープとも呼ばれている」

「ひいっ！　や、やめてくれ、何をする気だ、止やめてくれ！」

　参謀は、実は結構気にしているのか、自分の薄い頭を押さえて懇こん願がんする。

「そんなに心配しなくても、これを頭に貼はり付けて、バリッとやるだけのお手軽兵器だよ」

「や、やめてくれ！　やめてくれえ！　金か！　金なら払はらう！　だから、だから許してくれ！」

　レンコンを手に持ち直したアリスは、そんな参謀の懇願を無視すると無表情で顔を寄せ、

「おいおっさん。お前いっぱしの悪のつもりならな」

　俺はアリスの言葉を引き継つぐように、ビッとガムテープを張りながら、

「誰だれかをハメようとする時は、逆ぎやく襲しゆうされる覚かく悟ごはしとけ。……可愛かわいい部下のお礼参りだ。さあ、レンコンかガムテープ。どっちがいい？」

　俺の言葉を聞いた参謀は、泣き笑いみたいな引き攣った表情を浮かべていた。




《悪行ポイントが加算されます》




　──参謀の部屋を後にした俺達は、荷物を取りにアジトへ向かって歩いていた。

「……しかし六号。今回は、アホなお前にしては実に上手うまい事考えたな」

　と、ふとアリスが口にしたその言葉に。

「ん？　何だ、上手い事って。あと、アホは余計だ」

　言っている意味が分からず聞き返す。

「……お前、分かっててやったんじゃないのか？　色々と」

「……？」

　やっぱり言っている意味が分からない。

「スノウと約束したろ。雇やとわれ戦せん闘とう員の」

「ああ、その事か。日本に帰れるまでの間だけな。まあ、魔ま王おう軍とは一ひと月つきは休戦中だから、ヘタしたら一回も戦闘しないで帰るかも分からんが。それがなんで上手い事になるんだよ？」

　アリスはアンドロイドのクセに呆あきれた表情を浮かべながら。

「……お前、今の悪行ポイント見てみろよ」

　……百九十ポイント。

「……あれ？　なんかポイント増えてるな。なんだこれ？　スノウのパンツ下ろしと参さん謀ぼうイビリだけで、なんでこんなに貯たまってるんだ？」

「よく見ろ。ポイントの隣となりになんか付いてるだろ」

　よく見てみる。

　……………………マイナス百九十ポイント。

「なにこれ」

「なにこれじゃねえよ。お前、ポイント全然足りない状態でＲバッソー呼べとか言ったろ」

　!?

「ポイントマイナスだから、このままノコノコ日本に帰ったら速そつ攻こうで制裁部隊にとっ捕つかまって、マイナスポイント分折せつ檻かんだな」

　ウチの組織には制裁部隊というものがある。

　本来なら悪行ポイントはマイナスなんてされる事はないものだ。

　だが、よほどの善行を積んだり、悪の組織の名を貶おとしめる恥はずべき行こう為いを行った際にはポイントを減らされる場合がある。

　悪行ポイントの合計がマイナスへと達した時……。

「……制裁って、物もの凄すごく恐おそろしい事されるって聞いてるんだけど」

「らしいな。帰ってくると人格が変わってるヤツとかいるらしい」

　……どどどど、どうしよう！

「アリス！　俺、日本に帰りたくない！」

　俺にゆさゆさと揺ゆらされながら、アリスが珍めずらしい物でも見るかのような味のある表情で、

「お前、ほんとに分かっててやったんじゃなかったんだなあ……。いいか六号。お前このままここに残って、転送機の移送空間が安定して日本に帰れるようになっても、雇われ戦闘員を続けとけ。そしてポイント稼かせいで、プラスの状態にしてから帰るんだよ」

「それだ！　まあでも、転送機が安定する間の一月があれば、ポイントをプラスにもっていくのぐらい余よ裕ゆうだろ」

　そう、俺はこないだ短期間で、それ以上のポイントを稼いだのだ。

「お前、今手配されてる事忘れてるだろチャックマン。執しつ行こう猶ゆう予よ中みたいなもんなんだぞ」

　あっ！

「いいか？　今回の報告書は自分が書いてやる。お前がまだ帰れない理由なんかも、自分がうまくでっちあげてやるよ。お前がポイント貯めるまで、自分もここに残ってやる」

「アリス様ー！」

　縋すがりつかれたアリスは、まるで子供をあやすようにポンポンと俺の頭を叩たたきながら。

「もう分かったから、お前は一刻も早くポイント貯めることを考えろ」

「任せろ相棒！　手始めに、俺の隊の連中のところに行って、早さつ速そく全員剝いてくる！」

　そう言って背を向けた俺に、

「お、おい、本気か。つーか相棒ってなんだ。自分はサポート型アンドロイドの……」

　アリスが何かを言い掛かけたが、俺はポイントを貯めるべく駆かけ出すと……！




「……相棒かあ」




　そんなに嫌いやそうでもなさそうな、小さな呟つぶやきが聞こえた気がした。







[image: エピローグ]

「……これは？」

　報告書に目を通したアスタロトが訝いぶかしげにリリスに尋たずねた。

「アリスの提案だね。実に合理的で素す晴ばらしいと思うよ」

　何やら楽し気なリリスの言葉に、アスタロトが額を押さえる。

「こんな……。これじゃ悪の組織じゃなく、正義の味方じゃないの……」

「いやいや、これで地球の征せい服ふく後も当面は戦闘員達の仕事に困らない。悪くない提案だと思うよ。なに、報告書によく名前の出てくる同業者を追い出したら、その時に改めてこの星を侵しん略りやくすればいい。それまでは、戦闘員を送り出しながらのんびり地球の統治を進めようじゃないか」

　そんなリリスの提案に、

「……しょうがないわね。地球の征服も、予想外に粘ねばられるから思っていたより時間がかかりそうだし。ところで……」

　アスタロトが、会議室の隅すみに視線を向ける。

　その先には……。

「戦闘員Ｆの十八号！　戦闘員Ｆの十九号！　呼ばれた理由は分かってるな！」

「お待ちくださいベリアル様！　今回は勇者が仕し掛かけてきたのです！　我わが輩はいがせっせと悪事に励はげんでいると、この男が邪じや魔まをしてきまして！」

「ふざけるな風のファウストレス！　貴様が行っていたのは悪事ではなく、ただの姑こ息そくな小犯罪だ！　ベリアル様、俺はコイツの暴走を止めようと！」

　ベリアルに対し言いわけを始めた二人の男。

　その二人は、片方は怪かい人じんにしか見えず、もう片方は逆にヒーロー特有の空気を漂ただよわせていた。

「うるさいぞ、喧けん嘩かした事には変わりはないし、組織内での抗こう争そうは禁止だ！　それに、何度も言わせるな！　勇者じゃなく、戦闘員Ｆの十八号！　風のなんとかじゃなく、戦闘員Ｆの十九号だ！　勇者だなんだと六号みたいな事を言ってると、あいつみたいに取り返しのつかないアレになるぞ！　それに、風の～みたいな通り名を付けていいのは幹部になってからだ！　分かったか!!」

「「は、はいっ！」」

　声を揃そろえて敬礼する、二人の見習い戦闘員。

「……ねえ、あの二人はなんなの？　片方はヒーローの臭においがするし、片方は怪人っぽいし」

「あれかい？　ベリアルの話だと、突とつ然ぜん自分の家の庭先に現れて、そのまま喧嘩してたんだと。それで、二人とも何発かしばいて、戦闘員見習いとして連れてきたって言ってたね。あのＦの十九号ってのが言うには、勇者を連れて炎ほのおの何とかの下もとに転移するはずだったのに、なぜか業ごう火かのベリアル様の下に……とかなんとか、わけの分からない事を言ってたよ」

　……。

「あの子は、犬いぬ猫ねこだけじゃなくてとうとう野の良らヒーローや野良怪人まで拾ってきたの？　……まったく、六号は向こうに残るとか言い出すし、みんな何を考えているのやら……」

「……なにせ、あっちは戦争のせいで女性の比率が高いらしいからねえ。しかも、ほとんどが美少女ばかりらしいし。なんにせよ、僕も向こうに行きたいね。なにせあの星には興味を引くものが多すぎる。ロマンに溢あふれた世界だよ！」

　そう言って、鼻息荒あらく部屋を出て行くリリスを、

「……か、帰ってくるわよね？　まさか向こうに現地妻とか作って、永住するとか言わないわよね？　……ベ、ベリアル、報告書ここに置いておくわよ！　ねえリリス、六号はちゃんと帰ってくるわよね!?」

　アスタロトは慌あわてたように、手にした紙を机に置いて、リリスに続き出ていった。







　　　【最終報告】




　現地でのアジト入手は無事成功。

　怪人や戦闘員の受け入れはいつでも可能。

　なお本人の強い希望により、戦闘員六号はしばらく現地での調査任務を続行する。

　問題視されていた地球侵略後の戦せん闘とう員の仕事不足は、六号からのヒントにより解決策を発見。

　以下、仕事不足の解決策は別紙、戦闘員派は遣けん計画において説明。

　なお、現在において侵略は得策ではない模様。

　せめて、現地の同業者を撃げき退たいした後の侵略を推すい奨しようする。

　現在、この惑わく星せいの実に八割もが未み開かい拓たく地ちであり、添てん付ぷした別紙の通り、謎なぞの古代遺い跡せきや大森林など調査が必要な場所が多数ある。

　さらには地球の技術力を凌りよう駕がするオーパーツの存在も確かく認にんした。

　それらを踏ふまえ、慎しん重ちような侵略計画を立てる事を提案し、最終報告書とさせていただきます。







　　　【戦闘員派遣計画、概がい要よう】




　未開拓地の開発、及および生態系調査。

　同業者『魔王軍』の殲せん滅めつ、または組織解体、吸収。

　惑星内における未確認オーパーツや遺跡の調査。

　原住民の要よう請せいによる、原生動物の駆く除じよ依い頼らいなど。

　これらを秘密結社キサラギが請うけ負い、戦闘員を派遣する業務を行う。




　なお、現地支部長は原住民からの信しん頼らいの厚い、戦闘員六号を推すい薦せんいたします。
















　最終報告者　戦闘員六号の相棒こと、キサラギ＝アリス







　あとがき




　初めましての方は初めまして。

　作家らしきニートっぽい何かこと、暁あかつきなつめと申します。

　このたびは、『戦闘員、派遣します！』を手に取っていただきありがとうございます。

　この作品は、以前小説投とう稿こうサイト、「小説家になろう」に掲けい載さいしていた物を手直しした物になっております。

　別シリーズ、『この素晴らしい世界に祝福を！』の前に書いた作品で、色々な諸事情を経て出版の運びとなりました。

　物語を大おお雑ざつ把ぱに説明すると、悪の組織の下したっ端ぱ戦せん闘とう員が僻へき地ちに派は遣けんされる話です。

　これは戦隊ものなのか、ＳＦものなのか、はたまたファンタジーになるのでしょうか。

　まあ基本ジャンルはコメディなのですが。




　さて、この作品ですが、これは魔ま王おうを倒たおして世界平和を得る事がゴールではありません。

　未知の惑わく星せいに送られた六号とその相棒アリスですが、今後はこの星の未開かい拓たく地を現代兵器や超ちよう技術で開拓しながら、魔王と戦ったり現地の生物から逃にげ回ったり、はたまたこの星の謎なぞを調査してみたりと多た岐きに渡わたる事でしょう。

　これから一体どうなるのか、どうか末永くお付き合いいただければと思います。




　──今回この本を出すにあたり、とある作家さんに原稿を読んでいただいたりコメントをもらったりなど、たくさんのご協力をいただきました。

　名前は出しませんが長なが月つき達たつ平ぺい先生、どうもありがとうございます。

　そして、素す敵てきなイラストを担当していただきましたカカオ・ランタン先生をはじめ、担当編集さん、営業さん、デザインさんや校正さんなど、その他多くの製本に携たずさわってくれた皆みな様、本当にありがとうございます。

　恐おそらくですが、『この素晴らしい世界に祝福を！』シリーズだけでなく、こちらでも多大な迷めい惑わくをかけると思いますので、今の内に謝あやまっておきます。

　まずは迷惑かけない努力をしろとの苦情など受け付けます、ごめんなさい！

　なんだか毎回原稿を上げるたびに、色んな人に謝っている気がします。

　というわけで、それでは最後になりましたが。

　この本を手に取ってくれた全すべての読者の皆様に。深く、感謝を！


暁　なつめ　　
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●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only
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